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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　南からの烈風が、赤茶けた荒野に吹き荒れて、土つち埃ぼこりを巻き上げた。

　東ローマ帝国の都コンスタンティノポリスから遠く離れた、辺境の地である。北を見渡せば、雄大なコーカサス山脈が、異教の神々の住まうオリュンポス山のように高くそびえている。夏も近いのに白い雪の冠を戴いただいている。南に広がるのは、荒れ果てた無人の野だ。

　緋ひ色いろの生地に鷲わしを描いた軍旗が、風を受けてたなびいた。それを両手に抱える老兵士が、風に流されるまいと踏ん張っている。誇りあるローマ帝国軍の証あかしである。古来、この旗はいくつもの勝利によって彩られてきた。だが、このたびの戦はどうであろうか。

　ベリスはせわしなく兵士たちが行き来する陣営を見渡した。大トリ隊ブー長ノスとして今回の遠征に加わっている、黒髪の青年である。ラピスラズリのような群ぐん青じよう色いろの板クリ金バニ鎧オンが、強い日差しを受けて輝いている。黒褐色の瞳は若者らしい強い精彩に満ちており、きりっとした眉まゆが生き真面目まじめさを感じさせる。

「士気は低くはないが……」

　兵の数も、決して敵であるペルシャ軍には負けていない。不安になる必要など何もないのにどこか心が落ち着かないのは、吹き荒れる風のせいであろうか。

「いかがなさったのですか、ベリス隊長」

　従者のマルティヌスが、控えめに声を掛けてきた。金褐色の髪の少年で、厚手の平服トウニカを鎧よろいの代わりに身に着けている。まるで少女のような白はく皙せきの美び貌ぼうの持ち主であることから敵に侮あなどられることも多いが、実は一流の射手であり、戦場では敵軍に災厄をもたらす恐るべき悪鬼ダイモンへと変貌する。

「どうも、嫌な予感がする」

　ベリスが呟つぶやくと、驚いた様子でマルティヌスが問い返した。

「これだけの兵力をそろえていても、ですか。いかに敵よりも多くの兵を集めるかが、勝敗を左右する最も大事な要素だと、隊長は常々おっしゃっているではありませんか」

「それはそうだが、結局は運用次第だからな。古来、名将たちは寡か兵へいでもって敵の大軍を撃破してきた。なぜそんなことができるか分かるか？　数をそろえても、その能力を十分に活いかすことができなければ、意味がないからだ。敵にやりたいことをさせないこと、名将の条件とは、つまるところそれに尽きるのだ」

「なるほど。いくら数が多くても、突っ立っているだけではものの役に立ちませんからね」

「まあ、凡将が名将の真似まねをしても火傷やけどをするだけだがな。名将たらざる我々としては、せいぜい兵の数を集め、軍馬や武具をそろえ、味方を飢えさせず、情報収集を抜かりなく行って敵の動きをできるだけ正確に把握する。できるのはせいぜいその程度だ」

　ローマ軍の将校として、そういったことは怠おこたりなく務めてきたつもりのベリスである。それが評価されたからこそ、若くして軍議に参加する資格を得るまでに至っている。

「それだけのことができれば、それは十分に名将と呼ぶにふさわしいのではありませんか。少なくとも、隊長が凡将であるとは、僕は思いませんが」

「私は私にできることをしているだけだ。買いかぶるな」

　そう言って、ベリスは手に握り締めた聖母マリアの聖像イコンに、そっと口づけをした。半ばは自分に言い聞かせるための言葉である。

「どうした、ベリサリウス。怖おじ気けづいたのか？」

　口くち髭ひげを揺らしながら笑ったのは、同僚のシッタスである。『大おお鷲わしのシッタス』と呼ばれるこの男は、常に先陣を切って敵と戦う猛も者さであり、兵士からの評判も悪くない。精せい悍かんな顔立ちで貴婦人方からも人気がある。ただ、自分より若いベリスに何かと対抗意識を燃やしており、ことさらに彼を挑発するような物言いをする。ベリスを愛称ではなくベリサリウスという本名で呼ぶのも、絶対に馴なれ合わぬぞという意思表示であろう。

「ベリス隊長を侮辱なさるおつもりか、シッタス殿！」

　激高するマルティヌスを制止して、ベリスは答えた。

「別に怖じ気づいたわけではない。ただ、こたびの戦場は辺境の異国であるゆえに、何かと気を配る必要があると思ってな」

「辺境であろうと、異国の地であろうと、それがどうした」

　手ヴエル槍トウムを乾いた大地に突き立てながら、シッタスは笑い飛ばした。

「我らは、栄光あるローマ軍だ。アフリスキピカ征服オ・ア者スキフリカピオヌスや天才ユリウス・カエサルの後継だ。ペルシャの蛮族どもに負けるわけがあるまい」

　古代の高名な軍略家たちの名を、シッタスは持ち出した。どちらも祖国ローマの名を輝かせた、偉大なる英雄である。

「まして、我々には神の御ご加か護ごがあるのだ。異教徒どもの好きなようにはさせん」

「敵の方も、そう思っているだろうな。彼らの神に祈りながら」

　神の名をみだりに唱えることを、ベリスは好まなかった。勝つこともあれば、負けることもある。負けたときは神の御加護がなかったとでもいうのだろうか。あまりうかつなことを言うものではない。

「そういうところが、お前は堅苦しいというのだ」

「指揮官たる者が堅苦しくて、何が悪いのですか？　誰かさんとは違って、ベリス隊長は大トリ隊ブー長ノスとしてなすべきことを、きちんと果たしておられます。それだけのことですよ」

　眉をしかめるシッタスに、マルティヌスが反論した。シッタスはベリスとは対照的に、人生を大いに楽しむ主義であるらしい。酒や博ばく打ちが大好きで、よく兵士たちに交じって馬鹿騒ぎをしている。

「ふん、生意気な小僧めが」

　路傍の小石を蹴り飛ばしながら、シッタスは毒づいた。ベリスのおまけごときに口答えされるなど不愉快だ、と言わんばかりの態度である。

「まあいい。それより行くぞ。そろそろ軍議の時間だ」

　シッタスが指で示したのは、本営として使われている、石造りの建物だった。鎧をがちゃがちゃと鳴らしながら歩き始めたシッタスを、マルティヌスはまるで呪じゆ詛その言葉を吐きかけるかのような形相で見送った。苦笑いをしながら、ベリスは年長の同僚を追いかけた。

「栄光あるローマ軍、か……」

　シッタスが先ほど口にした言葉を、ベリスは思い返した。この豪快な男は、自分の台詞せりふを本当に信じているのだろうか。ローマ軍がその威光を輝かしく轟とどろかせていたのは、はるか遠い過去の話であるのに。

　──東西に分裂したローマ帝国のうち、西の帝国はすでに無い。ゲルマン人たちによって、半世紀も前に滅ぼされたのだ。ローマ市を含むイタリア半島は東ゴート族、北アフリカはヴァンダル族、ヒスパニア（スペイン）は西ゴート族と、ゲルマンの諸部族が各おの々おのの国家を打ち立てている。一方、東の帝国はいまだ健在で、バルカン半島、小アジア（トルコ）、シリア、パレスティナ、エジプトといった地域を支配している。とはいえ、その活力は古代の栄光とは比べるべくもなかった。

　偉大な先祖たちが築き上げてきた莫ばく大だいな資産を食いつぶしながらゆっくりと老いていく、斜陽の帝国。それがベリスたちの生まれ育った、六世紀前半の東ローマ帝国であった。







　──世界創造紀元六〇三四年。キリスＡト紀元Ｄでは五二六年に該当するこの年、東ローマ帝国の軍勢は、黒海東岸・コーカサス地方の小国であるゲオルギア王国へと歩みを進めていた。皇帝ユスティノス一世の治世である。

　ゲオルギア王国は、隣国のアルメニア王国とともに、ローマ帝国に先駆けてキリスト教を国教に採用した国家として知られている。ローマとペルシャ、二つの大国の狭はざ間まにあって巧みな外交で立ち回り、独立をどうにか維持してきた。ところがその存続が危ぶまれるような事態が、このときは押し寄せていた。

　ゲオルギアへの影響力を強めたペルシャ王カワードが、キリスト教を棄すてて自分たちと同じゾロアスター教を奉ずるよう、脅迫してきたのである。ゲオルギア王グルゲネスは、強く反発した。

「冗談ではない。ゾロアスター教徒どもは、死者を土中に埋葬せず、死肉を鳥や犬に喰くらわせるというではないか。そんな野蛮なことができるか！」

　ペルシャ人たちには、彼らの言い分がある。彼らからすれば、遺体をそのまま土に埋めてしまうなど、不潔で冒ぼう瀆とく的なことに思えたのだろう。あくまでも親切から、そのような愚かな風習は即刻やめよ、と要求しただけのことである。土葬の風習のないペルシャ人にとっては、それが普通の感覚であった。文化の違いであろう。

　ゲオルギア王が頑かたくなに要求を拒む姿勢を示すと、ペルシャ側は軍事行動も辞さない構えを見せた。貧しい小国にとっては、存亡の危機である。ペルシャの支配から逃れるため、王はローマ皇帝ユスティノスに庇ひ護ごを求めた。

「同じキリスト教を信じるゲオルギアの同胞たちが、助けを求めてきたのだ。これを捨て置くことはできぬ」

　皇帝は将軍たちに出陣の命を下した。時を同じくして、ペルシャ王の方でも、言うことを聞かない生意気なゲオルギア王を懲こらしめるために、一軍をコーカサス地方へと派遣している。

　両軍はほぼ同時にゲオルギア国内に到達し、一四〇スタディオン（約二五・二キロメートル）ほどの距離を取って、互いに陣営を築いた。両国の長い戦いの歴史に、また新たな一ページが加わろうとしていた。
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「我々は十分な数の兵を集めている。兵の練度も、士気も高い。フン族を中心とした傭よう兵へい隊もいる。援軍も間もなく到着する。補給の体制は万全であり、現地の民ゲオルギア人も我々の味方だ。恐れるものは何もない」

　力強く諸将の前で語ったのは、ローマ軍の東マギス方テル・方ミリト面ウム・軍ペル・司オリエ令官ンテムを務めているヒュパティオスという男であった。立ち振る舞いには気品があり、顔立ちも悪くない。先帝アナスタシオスの甥おいという貴き顕けんの出身である。

　下級の将校にすぎないベリスは、その演説を黙って聞いているのみである。

「もはや小細工は必要ない。山岳地帯で敵を正面から殲せん滅めつするのみ」

「ヒュパティオス殿のお考え、わしも賛成じゃ」

　黄金の冠を被かぶった老人が頷うなずいた。ゲオルギア王グルゲネスである。自前の部隊ではとてもペルシャ軍に対抗できないので、こうしてローマ軍に同行しているのである。

「援軍を待つまでもない。一刻も早く、ペルシャ人どもを討ち果たしていただきたい」

　ゲオルギア王にしてみれば、敵を打ち破るまでの時間が長ければ長いほど、国土が敵に略奪を受ける機会が増えることになる。また、貧しい小国ゲオルギアの王からすれば、鋭利な槍やりやきらびやかな板クリ金バニ鎧オンで身を固めたローマ軍は、それだけで頼もしい存在である。よもやペルシャ軍に負けるとは思っていないのであろう。

「グルゲネス王のご意見、まことにごもっとも。諸将、よろしいな？　我らは明日、山岳地帯を進み、その要よう衝しようにある関門──イベリア門を封鎖し、隘あい路ろを進軍してくるペルシャ軍を迎え撃つ」

　ヒュパティオスの言葉に、将軍たちは深々と頷いた。もともと彼らは戦うためにここに来ているのである。早く敵と戦いたくてうずうずしているのだ。

「他に意見がある者はおるか？」

　作戦を簡単に説明して、ヒュパティオスが諸将に尋ねた。質問というより、確認であろう。「異議なし」の声が次々と上がった。

　何か発言するべきか、ベリスは迷った。この作戦で、果たして大丈夫なのか。見通しが甘くはないか。何か落とし穴があるような気がしてならない。だが、彼の不安は漠ばく然ぜんとしたものでしかなかったし、一介の大トリ隊ブー長ノスにすぎない自分の意見を司令官が聞き入れてくれるかどうかも、あやしいところだ。彼が選んだのは、無言のままうつむくことだった。

　結果に満足してヒュパティオスが立ち上がろうとしたとき、沈黙を打ち破る声が、末席から飛び出した。

「本当にそれでいいんですかねえ」

　声の主に目を向けて、ベリスは軽く驚いた。まだ少年といってよい年頃の若者である。市民服トガのみで鎧よろいを身に着けていないので、軍人ではなく本陣付きの書記官であろう。藍緑色の髪に、煌こう々こうと輝く紫水晶の瞳、色白の整った鼻、わずかに吊つり上がった口元という風貌には、どこか高みから他人を見下ろすような不ふ遜そんな雰囲気があった。

　諸将の間に、不穏な空気が漂う。少年の口ぶりは、挑戦的であった。大人たちの浅慮を嘲あざ笑わらうかのような響きが、確かにあった。

「……私の案に、疑義があるのか？」

　ヒュパティオスが眉み間けんにしわを寄せて問いかけると、少年は腕組みをして、小さく首を振りながら呟つぶやいた。

「援軍が来るまで待ってから、戦いを挑んだ方がいいんじゃないですかね。それに、もっと敵をゲオルギアの国内に引きずり込んだ方がいい」

「それではゲオルギアの国土がペルシャ人どもに蹂じゆう躙りんされてしまうではないか！」

　ゲオルギア王が吐き捨てた。せっかく軍議が己おのれの都合のいいように進んでいたのに、この少年はそれをぶち壊そうとしている。それに苛いら立だって、つい本音が出てしまったのであろう。

　老王をそっとたしなめつつ、ヒュパティオスが詰きつ問もんした。

「貴殿は、私の作戦にけちをつける気か。そもそも貴殿は書記官であって、軍人ではない。分をわきまえておれ」

「いろんな意見を出し合っていい作戦を練り上げていくのが、軍議ってものでしょうが。誰の意見であるかなんて、関係ないでしょう」

　正論である。だが、書記官の仕事は、軍議の議事録をつくることである。軍議の内容にまで口を出すのは、軍司令官の言うとおり、越権行為と思われても仕方がなかった。

「まあ、あんたにとっては、援軍が来る前に敵を撃破できた方が都合がいいもんな」

「……どういう意味だ」

「おや、言ってもいいんですか。援軍を率いてこちらに向かっているのは、皇帝の甥、ユスティニアノス様ですよね。あんたは彼に手柄を取られたくないんだ。なぜなら……」

　たちまちヒュパティオスの顔が赤くなった。

「無礼な！　誰か！　この者を叩たたき出せ！」

　素早く動いたのは、ベリスだった。滑るように少年の背後に近寄ると、その首根っこを押さえ、引きずるようにして本営の出口に向かう。

「案外、度量の狭いお人だな」

「口を慎め。軍司令官閣下に対し、失礼であろう」

　特に独創性のない台詞で、ベリスは少年をたしなめた。だが内心では、先の見通しに楽観的すぎる軍司令官にずばずばとものを言うこの少年に、小気味のよさを感じてもいた。

「要するに貴様は、戦いが怖いのであろう。臆病者は、帝都に帰るがいい！」

　ヒュパティオスが決めつけた。ベリスは木製の扉を開き、少年を外へと放り出す。

「私がこの者にきつく説教しておきますので、どうかお許しを」

　そう言って、ベリスは軍議を中座したのである。
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「少し、頭を冷やすといい」

　陣営の隅すみで見つけた赤い花を眺めながら、ベリスは言った。何という花であるのかは知らない。コーカサス山脈の南なん麓ろくのこの地には、見たこともない草花が自生する。

　草むらの上に無む造ぞう作さに寝転んだ少年に、ベリスは忠告した。

「軍司令官殿に対し、よくもあのような暴言を吐いたものだな。処刑されていてもおかしくないところだぞ？」

「我らがローマ帝国は法治国家だ。そして、司令官に暴言を吐いた者は処刑してよいなどというローマ法は、存在しない」

　そこまで計算した上での、あの毒舌なのだろうか。だとしたら、なかなか面白い男だが。

「私は大トリ隊ブー長ノスベリサリウスという者だ。ベリス、と呼んでくれ」

　ベリスが名乗ると、大して興味もなさそうな目で、少年は彼の全身を見回した。品定めをされているようで居心地の悪さを感じていると、やがて少年がぽつりとつぶやいた。

「あんた、トラキア人か」

「なぜ私の出身地が分かった!?」

　驚くベリスに、少年はつまらなさそうに解説した。

「あんたのギリシャ語には、ところどころにラテン語訛なまりがある。西ローマ帝国からの亡命貴族の末まつ裔えいならラテン語を話してもおかしくはないが、あんたはそれほど身分の高い人間には思えない。我らが東ローマ帝国でラテン語を日常的に話す地域は限られている。その中で、軍人になってのし上がろうとする連中がいるのは、トラキアか、イリリクムあたりだろう。バルカン半島西部のイリリクム出身者であれば、帝国西部の守りに回されるはずだ。消去法で、トラキア出身者ではないかと当たりをつけたまでだ」

　やはりこの若者は聡さとい、とベリスは思った。

「なるほどな。それはともかく、私が名乗ったのだから、今度はおぬしが私に名を知らせる番だろう」

「あんたが勝手に名乗ったんだ。俺が名乗り返す義理はない」

「ずいぶんとひねくれた男だな」

「義理はないが、教えてやる。俺はカイサレアのプロコピオス。友人たちには、プロックス、と呼ばせている」

「ではプロックスよ、おぬしに問いたい」

「いつからあんたは俺の友人になった？」

　またこれだ。ベリスはため息を吐ついた。

「そもそもおぬしに友人なぞいるのか？　私には、どうもそうは思えないのだが」

「言ってくれるじゃねえか、トラキアの田舎いなか者ものが」

「確かにトラキアは田舎だが、カッパドキアだって、同じようなものだろう」

「はあ!?　カッパドキア!?　何を言っている？」

　馬鹿かこいつは、という顔でプロックスが吐き捨てたので、ベリスは動揺した。先ほどは自分の故郷を言い当てられたので、お返しのつもりだったのだが。

「先ほど、カイサレアのプロコピオスと名乗っただろう。カイサレアという都市は、カッパドキアにあるのではなかったか？」

「確かにカッパドキアにもカイサレアという都市はあるが、俺の出身地はパレスティナのカイサレアだ。カッパドキアのようなド田舎と一緒にするな」

　カイサレアは「皇帝カイサルゆかりの都市」という意味で、ローマ帝国の至るところに同名の都市がある。その中でも特に著名なのが、第一パレスティナ属州の州都であるカイサレアだ。単にカイサレアというと、普通はこのパレスティナのカイサレアのことを指す。うかつにも、ベリスはそのことを知らなかった。

「そ、そうか。それはすまぬ。それはそうと、そのパレスティナ出身のおぬしがなぜ、こんなところにいるのだ？　その若さで書記官とは珍しいが」

　プロックスは、表情を曇らせた。

「俺だって、好きで従軍したわけじゃない。帝都で歴史書を読んでいた方が、ずっとよかったんだがな」

「ほう。歴史書には、私も興味があるな」

「最初は地元に近いベリュトスの法律学校に通っていたんだが、俺があまりにも優秀なので教師どもの方が参ってしまってな。君はもっと高度な教育を受けた方がいい、などと言われて、帝都コンスタンティノポリスの法律学校に通うことにしたんだ」

　本当だろうか。ベリュトスといえば、法学教育の最先端である。単に素行不良で放り出されただけなのではないだろうか。

「で、そこで俺はうっかり首席の成績を取ってしまったのさ。首席になんてなるつもりはなかったから、十分に手は抜いたつもりだったんだが。俺の頭が良すぎたのか、それとも周りの奴らが馬鹿すぎたのか」

「……テオドシウス二世の時代に生まれていればよかったな。かの皇帝が創設した帝国大学には、優れた学者が大勢集まっていたと聞く。すでに閉鎖されてしまったが」

「で、学長を通じて宮中から声がかかった。お前は頭がいいから、官僚になれ。差し当たっては書記官に任命してやるから、ゲオルギア遠征に従軍しろと」

「いい話ではないか」

「どこがいい話だ。俺は学長に脅迫されたのさ。もし引き受ける気がないのなら、お前が割ってしまった私のペルシャ産カットガラス碗わんを弁償しろ。お前が落書きして駄目にした教室壁面のフレスコ画をすべて元どおりに復元しろ。私の書斎から勝手に持ち出したポリュビオスの歴史書をいい加減に返却しろ、とな。あのクソジジイ、陰険にもほどがある。要は俺を厄やつ介かい払いしたいだけじゃねえか」

　すべて自じ業ごう自じ得とくではないか。そうベリスは思ったが、少年にその自覚はないようだ。

「まあ、ゲオルギアまで公費で観光に行けるのならそれもいいかと思って、了解した。だが、来てみたらこれだ。岩だらけのしけた土地で、飯もまずい」

　深々と、プロックスはため息を吐いた。観光のつもりだったのか、とベリスは開いた口が塞ふさがらない。

「おぬし、軍司令官殿の作戦に異議を唱えていたな。詳しく聞きたい」

　プロックスは、しばらく迷っていたようだった。ベリスが信用のおける人物かどうか、考えを打ち明ける価値のある男かどうか、まだ判断がつかない様子だった。

　だが、やがて草むらから身体からだを起こし、口を開いたのは、彼自身が誰かに自分の考えを打ち明けたかったからだろう。

「隘あい路ろを塞ぐ関門を守っていれば勝てると、ヒュパティオスのおっさんは考えているようだが、それは間違いだ」

「なぜだ。隘路を封鎖してしまえば、ペルシャ軍は手の打ちようがないのではないか」

「山岳地帯の狭い関門で敵を待ち受けて、迎撃する。この状況を聞いて、思い当たる故事はないか？」

　そう問われると、ベリスにはぴんとくるものがあった。

「ペルシャ戦争の一場面、『テルモピュライの戦い』だな。ヘロドトスの歴史書に詳細が載っている」

　初めてプロックスが嬉うれしそうな顔をした。

「ほう、よく分かったな。ヘロドトスを読んでいるのか？」

「多少は。軍人たる者、戦史は一通り学んでおく必要があると心得ている」

「何とまあ、今どき珍しいくらい堅苦しい男だな。だが、勉強熱心なのは結構だ。生きて帝都に帰れたら、葡ぶ萄どう酒しゆを飲みながら、ヘロドトスの魅力について語り合うとしようぜ。まあ、それはともかく……」

　深く頷うなずいて、プロックスは立ち上がった。市民服トガについた土つち埃ぼこりを払う。

「そうだ。今の俺たちの状況は、テルモピュライの戦いの状況によく似ている。ペルシャ王クセルクセスの大軍を、スパルタ王レオニダス率いるギリシャ軍がわずかな手勢で待ち受けた戦いだ。もう千年ほど前の出来事だが」

「確かあの時は、ペルシャ軍の別動隊が地元の人間しか知らないような間道を通って、敵の守りを破ったのだったか」

「ああ。ペルシャ軍の誇る『不死アタ部隊ナトイ』に間道を突破されて、レオニダス王以下、スパルタの精鋭部隊は全員が玉砕した。いったん守りを突き崩されれば、そんなものだ」

　確かに、狭い関門に陣取ったところを挟み撃ちにされればどうしようもない。そもそも迂う回かい路ろの存在を知られてしまった時点で、関門は戦略上の要よう衝しようではなくなる。

「テルモピュライほど有名じゃないが、それから百五十年ほど後の『ペルシス門の戦い』でも同じようなことが起こっている。マケドニアのアレクサンドロス大王とペルシャ軍の間で行われた合戦だ。このときは、ペルシャ軍の方が守る側だが。やはり間道から奇襲されて、守備側が総崩れになっている。たぶん、今度の戦いでも同じことが起こる」

「そうとは限らないではないか。地元の人間しか知らないような間道の存在など、どうしてペルシャ軍に探し当てられるのだ？」

　ゲオルギアの民に、ペルシャ側に内通している者がいるとでもいうのだろうか。

「いいか、ペルシャ人たちだって、ゲオルギア王が本当にゾロアスター教を受け入れるだなんて、誰も思っちゃいねえ。初めから戦争を吹っ掛けるつもりで、無理難題を言いつけたんだ。そのときからすでに、ペルシャ人たちは戦の準備をしていたんだよ。かなり周到にな」

「……」

「一方、ローマ軍の方はどうだ。フン族の傭よう兵へいを金でかき集めて、急ごしらえで編成した軍隊だ。ゲオルギアの細かい情勢もろくに把握していない。特に兵へい站たんの不備が致命的だ」

「補給体制は万全だと、軍司令官殿はおっしゃっていたが」

「ゲオルギア王の安請け合いを真に受けたんだろ。考えてみろ。こんな瘦せた土地で、ローマの大軍を養えるだけの穀物がとれると思うか？」

　ベリスは沈黙した。ゲオルギアに到着して以来、現地でとれた正体不明の穀物で作った粥かゆのようなものばかり食べさせられて、閉口しているところだ。パンと葡ぶ萄どう酒しゆの食事が恋しい。

「だから、仮に関門の封鎖が上手うまくいったとしても、いずれはローマ軍が負けるんだ。必ずそうなる」

　実のところ、藍緑色の髪の少年が出した結論は、ベリスが漠ばく然ぜんと「こうなるのではないか」と思っていたことと、ほとんど同じだった。プロックスほど整然と論理を組み立てていたわけではないが、この地でローマ軍が敵に大勝利を収めるという未来図が、どうしても描けないのである。

「おぬしには、何か策があるのではないか？」

　それこそが、ベリスが最も気にしていることだった。ローマ軍は必ず負ける、という彼の言葉には、ヒュパティオスのような平凡な将が作戦を指揮している限り、という付帯条件がつくはずだ。プロックスであれば、この状況を打開する秘策を持っているのではないか。

「だとしても、それをあんたに教える義理はないね」

「そんなことを言わないでくれ。私は、ローマ軍が無ぶ様ざまに敗れるところを見過ごすことができないのだ」

「俺としちゃ、あのヒュパティオスのおっさんの泣き面つらを見てみたい気もするがね」

「おぬし、今のローマ帝国をどう思っている？」

　プロックスが沈黙したのは、質問の意図を図りかねたからだろう。表情を曇らせながら、ベリスは言葉を重ねた。

「我らの国は、ローマ帝国を自称しながらも、その名の由来であるローマの都を失って久しい。ローマ人の母語であるはずのラテン語を話す者ももはや少なくなり、ギリシャ語が事実上の公用語となっている。かつてはスキピオ、ポンペイウス、カエサルといった名将たちが、数々の勝利と栄光でその名を輝かせた。彼らのような英雄が、今の時代にいるか？　アウグストゥス、トラヤヌス、コンスタンティヌスのような賢帝は？　貴族も、官僚も、軍も、腐敗が問題になっている。かつてのローマ人は、自らが陣頭に立って戦うことを誇りとした。だが、今はどうだ？　金を払って、フン族などという蛮人を雇って国を守らせているありさまだ。奪われたイタリアや北アフリカを取り戻そうなどという気概もなく、過去の遺産を食い潰つぶしながら、ただかろうじて生きながらえている欺ぎ瞞まんと虚栄の帝国──それが我らがローマ帝国の実情だ」

　落日が、その最後の輝きで山々を紅あかく照らしながら、西の地平へと消えていく。それを眺めながら、ベリスは思いのたけをプロックスにぶちまけた。

「私はこのような帝国の現状を、変えたいのだ」

「ま、いいんじゃねえの。そういう志こころざしを持ってるってことは」

　せせら笑われるかと思ったが、意外にもプロックスは、ベリスの言葉を否定しなかった。

「ま、あまり過去を美化するのもどうかとは思うがね。あんたの思いは分かった」

「それでは……」

「ああ。とっておきの策を教えてやる」

「本当か!?」

「……などと俺が言うと思ったか？　甘いね。タダで教えを請おうだなんて、厚かましいにもほどがある」

　まったくもってひねくれた少年だ。法律学校の学長が厄やつ介かい払いしたくなったのも、分かる気がする。

「だいたい、教えたところであんたに何ができる？　あんたはこの軍の司令官じゃないぞ？」

「それでも、私は私ができることをしたい」

　ベリスは真剣な眼まな差ざしで、プロックスに訴えた。

「私はおぬしに、金品や、地位を提供することはできぬ。だが、この場を打開するよき案を示してくれたなら、おぬしのことを軍学の師として尊そん崇すうしよう。おぬしに困ったことがあったら、何があっても駆けつけて、おぬしの助けになろう。それでは駄目か？」

「……うわ。暑苦しい。そういうの、俺苦手なんだ」

「困ったときには互いに助け合うのが、我らキリスト教徒の基本理念だ。そのようなことを言うものではない」

　プロックスの肩に手を乗せてベリスが語りかけると、藍緑色の髪の少年は、心底嫌そうな顔でその手を払いのけた。

「ああもう、うっとうしい。教えてやるから、それ以上近寄るな」

　そう言って、プロックスはおもむろに歩き出した。気だるげな歩き方は、身体からだを鍛えている者のそれではない。根っからの文人なのであろう。ゲオルギアまで従軍するだけでもかなり疲れたはずだ。

　少年の機嫌を損ねないよう、少し距離をとって、ベリスも後に続いた。

「いいか、この戦い、ローマ軍は勝てない。軍司令官のヒュパティオスが突然心を入れ替えて俺の言うことを聞くようにでもなれば話は別だが、そうでない以上、それは動かない事実だ。その上で、何をすべきかが大事なんだ」

　確かにその通りだ、とベリスは思った。ヒュパティオスを説得することができないのであれば、ローマ全軍をどう動かすかを思案したところで仕方がない。

　それにしても、プロックスは一体どこに歩いてゆくのか。

「どうしたら間道からの奇襲を防げるか。それを考えたところで、司令官でもないあんたには、意味がない。だったら、何をすべきか。どうしても勝たなければ、という考えを捨てて、柔軟に考えることだ。そうしたら、なすべきことはおのずと見えてくる」

「なるほど。それで？」

「後は自分で考えろ。以上」

「それだけ!?」

　啞あ然ぜんとした。ほとんど何も教えてくれていない。やはりこの男は意地悪だ。

「これで分からなきゃ馬鹿だ。俺は馬鹿にものを教えるほど暇じゃない」

　プロックスが歩みを止めた。辿たどり着いたのは、陣営のはずれにある草地であった。テッサリアやアラビアから買い集められた軍馬が草を食はんでいる。その中の一頭が、プロックスを見て、威い嚇かくするようにいなないた。

「おお、怖っ。こいつはかなり性格の悪い馬だな」

　馬の方も、プロックスには言われたくないだろう。

「うん、この馬がいいかな」

　何頭かを品定めすると、プロックスはその中から一頭の黒毛の馬を選び出した。

「広い胸幅、高い蹄ひづめ。脛すねの骨はがっしりと太く、膝ひざはしなやかに曲がる。左右の顎あごの固さは均等で、鼻孔が開いている。クセノフォンの馬術書に載っている名馬の条件をすべて満たしている」

「……先ほどから、一体何をしておるのだ？」

　ベリスは尋ねたが、プロックスは気に留める様子もない。勝手に馬を馬場の外へと連れ出した。それに気付いて、年老いた馬丁が困惑した顔で近づいてきた。プロックスは、さも当然という面おも持もちで馬丁に話しかけた。

「おい、この馬を借りるぞ。軍司令官閣下のご指示だ」

　しゃあしゃあと噓うそをつき、プロックスは黒毛の馬にまたがった。馬上からベリスを見下ろして、片目をつぶった。

「あんたの勝利を祈ってるぜ。いや、俺みたいな不信心者に祈られちゃあ、神様もへそを曲げるかな」

　ベリスは慌てた。この男、どうも行動が読めない。

「は？　待て、どこへ行く？」

「帝都に帰るのさ。馬でラジカ地方を通って、そこから船で黒海を横断する」

「任務を放棄するのか？　おぬし、正気か？」

「ヒュパティオス軍司令官のご命令だ。仕方がないだろう」

　確かにヒュパティオスは「帝都に帰るがいい！」などと怒鳴りつけていたが、それを本気ととるのはどうかしている。いや、その一言が欲しくて、彼はわざと軍司令官を激怒させたのだろうか。

「意見を具申して、最低限の義理は果たした」

　プロックスは、にやりと笑った。

「帝都で会おう。ヘロドトスの歴史書について語り合うって約束、忘れるなよ」
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　翌日、ローマ軍は山岳地帯の要よう衝しようイベリア門の砦とりでに入城し、遅れて現れたペルシャ軍を迎え撃った。

　ペルシャ軍の士気は総じて低い。山中の隘あい路ろを登ってきた時点で、相当に疲労している。その状態で敵と戦えと言われても、全力は出せないだろう。散発的に矢を射かけてはすぐに後退する始末である。

　さらにローマ軍は高所を押さえている。敵の手の届かない場所から、矢や投石で攻撃できるのだ。極めて有利な情勢になっている。

　ペルシャ軍は、明らかに攻めあぐねていた。イベリア門をローマ軍に押さえられたのは、彼らにとっては誤算だったのだろう。あるいは地形をよく把握していないのかもしれない。

「よし、ここは攻めに転じるぞ」

　ローマ軍の司令官ヒュパティオスは、宣言した。緋ひ色いろの軍旗が高く掲げられ、屈強な警護兵リクトルに囲まれて、彼は関門を飛び出した。長槍コントスで武装した大勢の歩兵が後に続いた。

　大トリ隊ブー長ノスの地位にある『大おお鷲わしのシッタス』も、気勢を上げながら、自らの部隊を率いて出陣した。

「この戦いで手柄を立てることができれば、俺は千人キリア隊長ルコスだ」

　そうなれば、あの憎たらしいベリサリウスに差をつけることができる。自分よりも若いベリスが同じ階級であることに、彼は我慢がならなかった。シッタスが長年にわたって武功を積み上げて、やっと手にした地位に、あの若造は二十歳かそこらで到達してしまった。あの生き真面目まじめな堅物が地位を金で買ったとは思えないが、少なくとも武勲だけで手に入れたものではないだろう。

　ふと背後を見ると、ゲオルギアの国王の姿があった。ローマ軍の兵士たちに担がれた革張りの屋根のついた輿レクテイーカに乗っている。シッタスは苦笑いした。後方でおとなしくしていればよいものを。よほど我がローマ軍がペルシャ人どもを叩たたきのめすところを見たいとみえる。だが、せっかくついてきたのなら、活用すべきであろう。

「グルゲネス王。この先の地形がどうなっているのか、教えていただけるか」

「ふもとまでは一本道じゃ。とにかくまっすぐ進めばよい」

　シッタスが尋ねると、王は落ち着いた口調で即答した。自信に満ちた態度である。だが、彼は自分の言葉をすぐに訂正した。

「ああいや、途中、分かれ道があったかな。まあ、あまり気にすることもあるまいて」

「……グルゲネス王。王は、この辺りの地形にはもちろんお詳しいのであろうな？」

　急に不安に思い、シッタスが確認すると、ゲオルギア王グルゲネスは頭を振った。

「ん？　ああ、実はよく知らんのじゃ。わしは王であるゆえ、牧人のように野山を駆け巡ったりはせぬのでな」

　得意げにゲオルギアの老王は胸を張った。シッタスは強い疑念に駆られた。ゲオルギアの情勢については、この王からの情報を頼りにしていたが、それで大丈夫なのか。我々は、周辺の地形についてもっと詳しく調べるべきではなかったか。

　シッタスの不安が現実のものとなるまでに、それほど時間はかからなかった。

　悲鳴も上げずに、一人の軽ペル歩タス兵トスが突然崩れ落ちた。首筋には、矢が刺さっていた。驚いてシッタスが顔を上げると、矢の雨が流星のように彼らの頭上に降り注いだ。シッタスはとっさに大スク盾トウムをかざして身を守った。直後、鉄製の大スク盾トウムが立て続けに矢を弾はじいて、ずしりと重い衝撃がシッタスの腕に走った。味方の兵士たちが、ばたばたと倒れていく。

「敵襲！」

　喉のどの奥から声を振り絞って、シッタスは味方に警告した。山の上に、弓を構える敵の姿が見える。状況を、彼は瞬時に把握した。

「山中の迂う回かい路ろを通って、我らの側面を突いたのだ。してやられた！」

　イベリア門にこもっていれば、このような奇襲を受けることはなかっただろう。敵を侮あなどって打って出たのが失敗だった。

　矢に続いて、砂すな埃ぼこりとともに、こぶし大の石があられのように落ちてきた。たかが石、と馬鹿にはできない。何しろ敵は山上に潜んでおり、石ならばいくらでもある。一向に止やむ気配のない投石攻撃に、ローマ軍は打ちのめされ、疲ひ弊へいしていった。

「ベリサリウスの部隊はどこに行った!?」

　ふと気付いて、シッタスは声を荒らげた。あの堅苦しい青年の姿がどこにも見えない。

「あいつめ、怖おじ気けづいて逃げおったか？」

　山上からの投石が止んだ。だが、それで安あん堵どするほどシッタスは愚かではなかった。ローマ軍は反撃する余力もないほど十分に消耗したと、敵は判断したのだ。次は、崖を飛び降りて直接斬りかかってくるつもりなのである。

　前方が騒がしい。舞い上がる砂さ塵じんの中から、こちらに向かってくる兵士たちの姿が見えた。味方が敗走してきたところだった。

「くそっ、こんなことが……」

　逃げ惑いながら悪態をついているのは、軍司令官のヒュパティオスだ。突出しすぎて、ペルシャ軍の迎撃に遭あったのだろう。偽装退却は、ペルシャ人の得意技である。立ち尽くす味方と逃げてくる味方が交錯し、ローマ軍はさらに混乱した。そこへ山上の敵が、見事な馬術で崖を飛び越え、一気に攻めてくる。

　なすすべもない。シッタスは兵を激励し、ヒュパティオスやゲオルギア王を守りながら後退した。

　関門の砦には、フン族の傭よう兵へいたちも控えている。だが、彼らがどれだけ頼りになるのか、シッタスには疑問だった。敗北が濃厚になった今、彼らが本気で戦うとは思えない。

「しっかりしなさい、大鷲のシッタス！　その勇名が泣くわよ！」

　力強い声が、シッタスの背後から響く。振り返ると、そこにいたのは革かわ鎧よろいを身にまとった女である。短めの髪は落日の光を受けて燃えるように朱あかく、赤しやく銅どう色いろの瞳は好戦的に輝いている。唇からこぼれ見える歯は象ぞう牙げのように白く、頰ほおは戦の興奮のためにわずかに紅潮していた。短い二本の曲刀コピスを巧みに操って、屈強なペルシャ兵と渡り合っている。

　シッタスは女と隣り合わせになり、ペルシャ兵の猛撃を剣と盾で防ぎながら、彼女に短く言葉をかけた。

「お前は誰だ」

「私はアントニーナ。見ての通り、傭兵よ。妖ニユ精ムペーとでも見間違えたかしら？」

「傭兵どもは、関門にこもって高みの見物を決め込んでいるようだが」

「フン族の奴らはね。私はローマ人よ。誇りあるローマ人は、仲間を見捨てたりはしないものよ」

　アントニーナが双刀を振るうと、光の軌跡が弧を描き、断末魔の響きが轟とどろいた。女傭兵が二本の曲刀コピスで二人の敵を同時に葬ったので、シッタスには、息をつくためのわずかな余裕が生まれた。女の容姿を、改めて観察する。きりりとした勇壮な顔立ちには円熟した美び貌ぼうと色香が備わっていて、その流麗な動作はまるで演舞のようである。鎧を下から押し上げる豊かな胸にもかかわらず、腰は見事なくびれをかたちづくっていて、双刀と革鎧で武装していなければ、本当に妖ニユ精ムペーと言われても信じてしまいそうである。

「なかなかいい女だな」

「女を口く説どく余裕があるうちは、まだ大丈夫ね」

　アントニーナの皮肉めいた笑みに、つられてシッタスも笑った。

　二人はローマ軍のしんがりを務め、後退しながらもペルシャ軍を凌しのいでいた。

　ペルシャ軍の中から、ざわめきが起こった。兵士の波が左右に割れて、きらびやかな黄金の甲かつ冑ちゆうに身を包み、見事な栗くり毛げの馬を乗りこなした青年が、颯さつ爽そうとペルシャ軍の陣頭に姿を現した。

「不滅ヌーの魂シーを持ルワつ者ーン！　不滅ホスロの魂ー・を持ヌーシつホールワスローーン！」

　歓呼の声が、天高く響き渡った。それに応えて、青年は輝く宝玉で飾られた長剣スパタを、まっすぐに空へと掲げた。ペルシャ兵たちの歓声が、いっそう大きくなる。

　ローマ軍の最後尾にいるシッタスは、将兵から絶大な人気を得ているらしいこの男と、必然的に向かい合うような形になった。何者か、と訝いぶかしがる彼に、ペルシャの貴公子は名乗りを上げた。

「ペルシャ王カワードが第三子にして北方の四スパ方ーバ将ード、ホスローだ。後の世に英雄王と讃たたえられ、史書に不朽の名を残す予定の男だ。ゾロアスター教に改宗しろとは言わぬ。お前たちを全員まとめてキリスト教徒の地獄に送ってやる」

　流りゆう暢ちようなギリシャ語だった。ホスローと名乗った青年は、シッタスに剣を向けた。獲物を見つけた鷹たかのような表情で、勇ましく宣言する。

「ローマの名のある勇者とお見受けした。その生命、貰もらい受ける。俺は二人の兄を差し置いて次のペルシャ王の座を狙う、不ふ逞ていな野心家でな。手柄が欲しいのだよ」

　ホスローは剣をかざし、人馬一体になって疾駆する。鋭い斬ざん撃げきを、シッタスの剣はかろうじて弾いた。続けざまに放たれた馬上からのさらなる一撃を、彼は今度は剣身で受け止めた。

　ホスローの剣とシッタスの剣が激しく交錯した。

「なかなか筋のよい剣さばきだな。我がペルシャ軍の兵卒見習いくらいは務まるかもしれぬが、志願してみるか？」

「お前の戯ざれ言ごとになど興味はない。遺言なら聞いてやるがな」

「ほざけ、貴様こそ自分の墓ぼ碑ひ銘めいを今から選んでおくのだな」

　ホスローの馬が走り出し、剣と剣とがいったん離れた。一息つくと、ホスローは馬首を巡らせて、長い黒髪を揺らして不敵に笑う。壮麗な装飾の施された宝剣が、彼の手に握られて、まばゆい紅あかい光を放った。

「光明神アフラ・マズダの加護を受けた紅の剣だ。俺の闘志を灼しやく熱ねつの炎に変えるのさ」

　シッタスは眉まゆをひそめた。本当にそんなことがあるだろうか。まことの教えであるキリスト教の神ならばともかく、異教徒のまがい物の神が、そんな奇跡のような力を誰かに与えたりするものだろうか。

「天命が、俺を選んだのだ。俺はペルシャとローマ、双方を統すべる帝王となる。俺こそが、その地位にふさわしい」

　左手で手た綱づなを操り、再びホスローはシッタスに斬りかかる。シッタスが身を反らしたので、紅の剣は空を切った。だがその瞬間、剣から渦を巻いて吹き上がる熱風が、シッタスの頰を強く打ちつけた。

　熱い！　シッタスは悟る。先ほどの言葉は、戯れ言ではなかったのだ。異教の神の、怪しげな力がこの剣には宿っている。油断できない。

　シッタスは、じりじりと後退する。ホスロー一人にかまってはいられない。ペルシャの歩兵部隊が距離を詰めてくる。踏み止とどまって戦っていた味方は、次々と倒れている。アントニーナの姿が見えない。まさか、やられたのだろうか。

　絶望がシッタスの心に暗い闇を落としかけた、そのときだった。

「そこまでだ、ペルシャ人ども！」

　関門のすぐ脇の山の斜面に広がる深い森の中から、ペルシャ軍めがけて勢いよく疾駆する騎兵部隊の姿があった。砂塵を巻き上げながら先頭に立って弓をかざす男は、ラピスラズリのような青い輝きを放つ鎧に身を包んでいる。その男を、シッタスはよく知っていた。

「……ベリサリウス！」

「すまん、シッタス。よく持ちこたえてくれた」

　ベリスが率いているのは、ローマ軍が誇る騎馬ヒツポト弓兵隊クソタイである。古来、ローマの騎兵は接近戦に長たけ、槍やりと剣を振るって戦う。だが、他民族のよいところを柔軟に取り入れるのも、ローマ人の得意とするところだ。パルティアやペルシャといった騎馬の民との戦いから、ローマ軍は馬上から矢を射る技術を学んでいた。そうして誕生したのが、弓と剣、双方の武器を使いこなす騎馬ヒツポト弓兵隊クソタイであった。

　降り注いだ矢の雨が、ペルシャの歩兵たちを激しく穿うがつ。ホスローも、慌てて手綱を握り、護衛の兵を呼び寄せる。一転して、狩る側が狩られる側となった。弓矢に備えようとペルシャ軍が陣形を整え始めたそのとき、ベリス率いる騎馬ヒツポト弓兵隊クソタイは、敵に肉薄した。すでに弓を長剣スパタに持ち替えている。

　ベリスが長剣スパタを銀月のように煌きらめかせると、ペルシャ兵の首が宙を舞った。

　それが端たん緒しよだった。ベリスが高らかに号令を下すと、彼の部隊はペルシャ軍の真っただ中を突進した。逃げ惑う敵を手当たり次第に斬りつけながら、その陣をかき乱す。馬首を巡らせると、四方八方に斬撃の雨を降らせる。恐慌と混乱が、北風ボレアスのように吹き荒れて、ペルシャ兵の断末魔の響きをこだまさせた。

「さすがはベリス隊長ですね」

　ベリスの隣を並走しながら呟つぶやいたのは、従者のマルティヌスであった。白はく皙せきの少年は金褐色の髪を揺らしながら、右に、左にと馬上から矢を放つ。そのたびに敵の血ち飛沫しぶきが戦場を朱く染めた。

「並の将であれば、敗走してくる味方を目にして、慌てて飛び出してしまうところです。でも隊長は、一番効果的な頃合いまで辛抱強く待ち続けた。この展開を、最初から読んでいたんですね」

「絶対の自信はなかった。たまたま、さ」

　長剣スパタを振るいながらベリスが言うと、マルティヌスは静かに笑った。

「でも結果として、隊長の読み通りになったじゃないですか。やっぱり隊長には名将の素質がありますよ。シッタス殿のような猪ちよ突とつ猛もう進しんだけが取り柄の将とは違う」

「おぬしはそう言うがな、シッタスは、あれはあれでよい将だぞ」

「そうですか？　僕にはとてもそうは……っと、危ない！」

　紅の剣けん閃せんが、爆はぜるように轟いて、ベリスの馬に襲いかかった。だがその攻撃を、ベリスは予測済みだった。力強く大地を蹴り上げて、馬が跳んだ。敵の必殺の一撃は、虚むなしく空を切った。

「ちっ、惜しかったな」

　舌打ちする黄金の甲冑を着た青年の姿を、ベリスは視界の端に認めた。まるで戦場にいることを楽しむかのような敵将の不遜な表情が、印象に強く残った。だが、疾駆するベリスの馬は、次の瞬間には敵の剣の届かないところへと主人を運んでいる。

　ベリスの騎馬ヒツポト弓兵隊クソタイが敵をさんざんに打ちのめして味方のところへ戻ると、激戦でかろうじて生き残ったローマの兵士たちから、歓声が沸き上がった。

「へえ、やるじゃない、あの男。それに、なかなかいい男だし」

　口笛を吹いて彼を称たたえたのは、アントニーナだった。あの激戦を、どうにか生き延びていたらしい。ほっとしつつも、シッタスは彼女を睨にらみつけた。

「あの男はつまらんぞ。クソ真面目まじめが服を着て歩いているような男だ」

「ただのクソ真面目に、あんな戦法は取れないわよ。男の嫉妬は見苦しいわね」

「やかましい。おいベリサリウスよ。どうする？　このままペルシャ軍を蹴散らしてしまうか？」

「いや」

　馬上で長剣スパタを構えたまま、ベリスは頭かぶりを振った。

「それは無理だ。ペルシャ軍は、すぐに態勢を立て直す。私の部隊だけでは、防ぎきれない。イベリア門まで撤収する」

　プロックスの言葉をずっと考え続けたベリスが出した答えが、これだった。

　敗北は避けられない。では、どうすればよいか。「最悪の負け方」をどうにかして回避して、「よりましな負け方」にもっていくしかない。軍司令官ではないベリスが必勝の策を考え出したところで、それは机上の空論でしかない。

「味方の敗北を前提にした上で、敗走してくる味方を救うために、効果的な伏兵を準備する。それが現実的に取りうる、最良の策だったというわけですね」

　マルティヌスが言った。彼と馬を並べながら、ベリスは苦笑した。

「分かってみれば、簡単なことではあるがな」

「ですが、『戦には必ず勝たなければならない』と決めてかかっている凡百の指揮官には、絶対にできない判断ですよ」

　ペルシャ軍の方を見渡すと、黄金の鎧をまとった騎馬の若者が、味方に激励の声をかけて混乱を立て直そうとしている。先ほどベリスに斬撃を浴びせかけてきた人物だ。

　その男がペルシャの王子ホスローであることを、シッタスが彼に伝えた。ベリスは納得して頷うなずいた。『不滅ホスロの魂ー・を持ヌーシつホールワスローーン』の評判を、彼は耳にしたことがあったのだ。

　ベリス隊の猛攻によって多くが傷つきながらも、ペルシャ兵たちの士気は衰えていなかった。彼らの眼まな差ざしは、陣頭に立って勇ましく味方を鼓こ舞ぶするホスローへと向けられている。よほど上官への信頼が厚いのだろう。

「見たか、マルティヌス。あれこそが名将だ。まことの名将は、ただそこにいるだけで味方の勇気を二倍にも三倍にも増やすのだ」

　ベリスが嘆息すると、マルティヌスは無言のまま頷いた。敵将の見事な振る舞いに、ただひたすらに感服しているようだった。

　やがて、ベリスはホスローと目が合った。先に声を掛けたのは、ベリスだった。

「ペルシャの王子よ。互いに、兵の消耗が激しい。今日のところは休戦といかないか」

「……俺としたことが、油断したな」

　ホスローは、悪態をついた。よほど悔しいのだろう。無理もない。あと少しで得られたはずの完かん璧ぺきな勝利を、彼は逃してしまったのだ。

「青き鎧よろいの騎士よ、名を聞いておこうか」

「トラキアのベリサリウス」

「ベリサリウスか。覚えておこう」

　深く頷いてから、ホスローは小首をかしげた。

「それにしても、不可解だな」

　すでに日は落ちかかっている。その残ざん滓しの光が、黄金の鎧を身にまとったホスローを淡く照らし、まるで彼を落日そのものであるかのように見せかけた。

「お前たちローマ軍の司令官の潰かい走そうは、実に無ぶ様ざまであった。あれは、擬ぎ態たいではありえない。あのような無能な将軍が、このような効果的な伏兵を準備しているなど、ありえるだろうか。それほど準備が行き届いた将軍なら、そもそもの潰走を避けるべく知恵を巡らせるはずではないか？」

　何かに思い当たったように、ホスローは悪魔のような笑みを浮かべた。

「さては貴様、司令官の命令に従わずに動いたな？」

　それは図星であったから、ベリスは黙っていた。だが、次にホスローの紡つむいだ言葉は、あまりにも意表を突いていて、彼を慌てさせた。

「光明神アフラ・マズダの名にかけて、このペルシャ王子ホスローの目はごまかせぬぞ。貴様は手柄をすべて独り占めするために、わざと味方がやられるのを見過ごしたな？」

「……何を言い出すのだ!?」

　ベリスはうろたえた。ホスローの言葉は、彼にとっては心外もいいところだ。この男は、本気でそんなことを考えているのか。下げ種すの勘かん繰ぐりにしてもひどすぎる。

「いかにも堅物そうに見えるが、人は見かけによらないものだな」

　ホスローが決めつけた。恐る恐るといった様子で、シッタスが、声をひそめて尋ねてきた。

「そ、そうなのか、ベリサリウス？」

「違う！　私はただ……」

「そんなわけがありますか！　隊長を疑うのはやめていただきたい、シッタス殿！」

　ベリスの困惑の声を遮るように叫んだのは、従者のマルティヌスである。涼しげな白皙を真っ赤に染めて、シッタスにつかみかからんばかりの勢いである。

「やめろマルティヌス。味方同士でいがみ合っても仕方がないではないか」

　慌ててベリスはたしなめた。同時に、ホスローが何を企てているのかを悟る。

「はは、冗談だ。今日のところは、貴様の望み通り、休戦に応じてやるとしよう」

　この男は、ローマ人たちに、ベリスへの不審の種を蒔まこうとしている。ベリスにしてやられたのを、逆に利用したのだ。恐ろしいほどに頭の切れる男だった。

「再戦の日を楽しみにしているぞ。貴様に明日があったなら、の話だがな」

　そう言って、ペルシャの王子は馬首を巡らせた。ペルシャ兵たちが引いていく。こんな男との再戦などまっぴら御免だ、とベリスは思った。
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　ペルシャ軍の猛攻で大きな被害を受けたローマ軍は、イベリア門を放棄した。ベリス、それにシッタスの活躍で、全面潰走だけは免まぬかれたものの、もはや敵と戦えるだけの力は残っていなかった。

　そこへ、皇帝の甥おいユスティニアノス率いる援軍が合流した。だがこの援軍は、もはや何の意味も成してはいなかった。イベリア門の砦とりでを敵に明け渡したとき、軍の糧食も多くを放棄せざるを得なかった。しかも、要よう衝しようを押さえたペルシャ軍は、今やゲオルギア各地に分隊を派遣して略奪も攪かく乱らんも自由に行うことができる。ローマ軍には、もう糧食の補給の当てがないのだった。援軍がやってきても、食い扶ぶ持ちが増えただけである。

　面目を失ったのは、軍司令官ヒュパティオスである。彼は何としても、ユスティニアヌスの到着前に華々しい戦果を挙げる必要があった。今の皇帝ユスティノスには、実子がいない。甥であるユスティニアノスを事実上の後継者のように扱ってはいるが、前皇帝の甥である自分にも、次の皇帝に選ばれる可能性はあるはずだ。戦功を重ね、軍事力を蓄えれば、実力で帝位を奪うことすらできる。そう企てていたのが、すべて水すい泡ほうに帰きしたのである。

　もはや撤兵しかない。ペルシャ軍の勢いに後退を重ねたローマ軍は、ゲオルギアとローマ領ラジカ王国の国境付近にあるスカンダ砦で、最後の軍議を開き、そのような結論に達した。ヒュパティオスは、ベリスに八つ当たりした。

「貴様は私の命令に従わず、勝手に部隊を動かした。そのおかげで我が軍は敵の罠わなにはまり、窮地に立たされたのだ。その罪は、死に値する」

　跪ひざまずくベリスに向けて、剣を抜き放つ。激高する軍司令官の主張に、ベリスは何も反論しなかった。彼は属州トラキアの小都市に有力者の息子として生まれ、少年の頃よりローマ帝国の軍隊に志願し、順調に戦功を積み重ねてきた。だが、それもここで終わろうとしている。帝都に戻って歴史書について語り合うというプロックスとの約束が果たせないのは残念だが、これが神の思おぼし召めしとあれば仕方ない。無言のまま、彼はヒュパティオスが剣を振りかざすのを待ち受けた。

「お待ち下さい！」

　従者のマルティヌスが、ヒュパティオスを遮った。

「ベリス隊長は、味方を救うために、あえて臨機応変に兵を動かしたのです。それがどうして──」

「口を慎め、軍司令官閣下の御前であるぞ！」

　ベリスの強い口調に、びくりとしてマルティヌスは沈黙した。その白はく皙せきは、死人のように蒼あおざめている。

「いやいや、おかしいでしょう！」

　マルティヌスに続いて、意外な人物が抗議の声を上げた。同僚のシッタスである。

「ベリサリウス──ベリスは悪くありません。俺たちが負けたのは、ベリスのせいじゃないでしょう。むしろ、こいつのおかげで、俺たちは助かった。そうでしょう？」

「いや、悪いのは私だ」

　ベリスは静かに首を振った。軍司令官の機嫌を損ねると、シッタスまで連座させられてしまう危険がある。それは避けたかった。

「私は軍司令官殿の命に背そむいた。それは間違いのない事実だ」

　本当は、ベリスはこう言いたかった。「シッタス、ありがとう」と。だが、それを口に出すわけにはいかなかった。シッタスもベリスの共犯ではないかと疑われる危険性があるからである。軍司令官に無断で兵を動かしたその罰は、ベリスが一人で受けなければならない。ローマ帝国軍の今後を担うであろうシッタスまで巻き込んではいけない。

「軍司令官閣下。これはすべて、私が独断でやったことです。このマルティヌスに罪はありません。シッタスも無関係です。もちろん、他の将兵たちにも。責任はすべて私にあります。どうか、彼らを罰することのなきよう」

「よく言った」

　ヒュパティオスは頷いた。唇が、憎しみに歪ゆがんでいた。

「思い残すことはないな？　では、死ね！」

　──ヒュパティオスの長剣スパタが、ベリスの首を刎はねる寸前。

「待て」

　それを押しとどめる声があった。ベリスは驚いて面おもてを上げた。見下ろしているのは、緋ひ色いろの衣を着た金髪の貴公子である。皇帝の甥、ユスティニアノスであった。厳おごそかに、彼は言った。

「この者の生命いのち、余が預かろう」







　──ローマ帝国軍は全部隊がゲオルギア領内から撤退し、ペルシャ軍はその国土を思いのままに蹂じゆう躙りんした。ゲオルギア王グルゲネスはローマ領ラジカ王国へと亡命し、ここにゲオルギア王国は滅亡した。

　それはローマとペルシャの、新たな戦いの幕開けであった。
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　東ローマ帝国の首都コンスタンティノポリス。バルカン半島の北東部に位置するこの都市は、旧名をビザンティウムといい、もとはギリシャ人が建てた都市である。キリスＡト紀元Ｄ三三〇年、コンスタンティヌス大帝がこの町をローマ帝国の新しい首都と定め、自らの名にちなんで今の名前に改称した。

　南はマルマラ海、東はボスフォラス海峡、北は金角湾。三方を海に囲まれたこの都市は、西の地中海世界と東のアジア世界を結ぶ交通の要衝である。北方の琥こ珀はくや毛皮、エジプトの穀物、ギリシャのオリーブ油や葡ぶ萄どう酒しゆ、小アジアのパピルス、フェニキアの染料とレバノン杉、アラビアの馬や麝じや香こう、アフリカの象ぞう牙げ、さらにはインドの香辛料や中国セリカの絹までがこの都に運ばれてくる。黄金門から宮殿へと延びる中央メ大セ通りーは商店が立ち並び活気にあふれ、競ヒツ馬ポド場ロームでは市民たちが戦車競技に熱狂し、街の中心にあるテオドシウス広場では大道芸人が奇抜な芸で拍手喝采を浴びる。教会では水力オルガンの壮麗な響きに合わせて合唱隊が讃さん美び歌かを歌い上げ、夜の歓楽街では美しく着飾った女たちが一日の仕事を終えた男たちを誘惑する。

　現在の人口は、五十万に達すると言われている。かつてのローマには及ばないとはいえ、世界で最大級の都市であることは間違いない。その繁栄から、「諸都市の女バシ王リツサ」の名で呼ばれることもあるこの都市は、まさに「第二のローマ」であった。







　そのコンスタンティノポリスの、東の海に面した壮麗なダフニ宮殿に、ベリスは長剣スパタと甲かつ冑ちゆうを帯びて参上していた。ゲオルギア遠征から帰国してから、数日後のことである。宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエの隊長の一人として、彼は皇帝の甥ユスティニアノスに仕えることになったのだ。もちろん従者のマルティヌスも一緒である。

　ユスティニアノスは、表情に乏しい。マルティヌスを廊下に待たせてベリスが執務室に現れても、「誰だこいつは？」とでも言いかねないそっけない態度で、書類に走らせるペンの動きを止めない。ベリスのことを忘れているのか、それとも機嫌が悪いのか。不安に駆られたが、そのどちらでもなかった。

　仕事に一段落をつけると、皇帝の甥は初めて顔を上げて、ベリスに語りかけた。それも簡潔で、挨あい拶さつもなく、必要最低限のみの言葉だった。

「よく来たな、ベリサリウス。ベリスと呼ばせてもらうぞ。改めて自己紹介しよう。余の名はペトロス・サッバティオス・ユスティニアノス。ローマ帝国の執政官コンスルにして首マギス都テル・軍ミリト団ウム・司プラエ令センタ官ーリスである。バルカン半島西部のイリリクム出身だ。ただの農夫の家系だが、伯父のユスティノスが皇帝になったので、甥である余も貴族として取り立てられ、ユスティニアノスなどという大層な名前をいただいた」

　ユスティニアノスとは、この場合「ユスティノスの養子、後継者」くらいの意味である。皇帝ユスティノスには子がいなかったので、甥である彼が事実上の後継者として指名されたわけである。

「が、この名前は呼びにくいので、余のことはユスティンと呼んでくれてかまわぬぞ」

「ではユスティン様、先日は我が生命いのちをお助け下さり、まことにありがとうございました。不ふ肖しようこのベリサリウス、全力をもってあなた様に──」

「ローマの法は、指揮官による私刑を禁じている。当然のことをしたまでだ」

　それだけ言うと、ユスティンはまた書類の上に目を落とした。もうベリスのことは忘れたかのように、一心不乱にペンを動かし続けている。

　呆ぼう然ぜんとしていると、傍そばに控えていた文官風の壮年の男が、ベリスに話しかけてきた。眉まゆ毛げが濃く、妙に眼光の鋭い男である。

「ユスティン様はお忙しいので、私が貴殿にしてもらう仕事について説明しよう」

「よろしくお願いする。して、あなたは？」

「私はヨハネスという者だ。財務と法律を中心に、行政全般に深く精通しているので、皆が私を百年に一人の天才官僚などとおだてて、いささか参っている」

「はあ」

　相当な自信家のようだ。どう返事をしたものか、ベリスは途方に暮れた。

「私が天才であるというより、周りの人間が馬鹿すぎるだけの話なのだがな。ユスティン様も他の者も、私に頼ってばかりで、困ったものだ。ちなみに出身地はカイサレアだ」

「ほう、カイサレアですか」

　とっさにベリスの脳裏に思い浮かんだのは、藍緑色の髪の少年の、無愛想な顔であった。込み上げてくる笑みを、ベリスはどうにか抑制した。カイサレアなる都市は、きっとうぬぼれ屋の産地に違いない。

「実は私、先のゲオルギアでの戦いで、カイサレア出身の若者と知り合いましてな」

　プロックスは、今どこで何をしているだろうか。ゲオルギアでの出会いが、懐かしく思い出される。

「パレスティナというところは、ずいぶんとよいところなのでありましょうな」

「はあ!?　パレスティナ!?　何を言っている」

「え？　カイサレアは、パレスティナにあるのではありませんでしたかな？」

　おかしい。似たようなやりとりを、どこかで交わした記憶がある。ベリスが怪け訝げんな顔をしていると、ヨハネスは不機嫌そうに説明した。

「確かにパレスティナにも同名の都市があるが、私の出身は、カッパドキアのカイサレアだ。キリスト教徒どもはパレスティナを聖地などと崇あがめておるが、私はローマ古来の神々を信仰しておってな。キリスト教の聖地など嫌いなのだ」

「はあ、それは申し訳ない」

「確かにパレスティナと比べれば田舎いなかだが、カッパドキアは、よき土地だぞ。これほど風ふう光こう明めい媚びなところは他にない。軟らかい凝ぎよう灰かい岩がんが長年の風雨によって削られてな、まるで巨大なキノコのような奇妙な形の岩が視界一面に広がっているのだ。あれは驚くぞ。ぜひ一度観光に行くことをお勧めする」

「そうですか、機会があればそうします」

　そう答えながら、ベリスはちらりとユスティンに目を向けた。二人の会話がまったく耳に入っていないかのように、ずっと羊皮紙にペンを走らせている。すさまじい集中力だ。

「ユスティン様は、やはりお忙しいのですか？」

「何しろ皇帝陛下がなさるべき事務処理を、ほとんどお一人で代行なさっておいでだからな」

　現在の皇帝ユスティノス一世は、一介の農夫から軍人となり、皇帝へと上り詰めた人物である。といっても、赫かつ々かくたる戦果があるわけではない。先帝アナスタシオスが子を残さずに崩御したとき、先帝は文官出身であったから次は武官出身の皇帝を、という話になり、軍人の中で最年長者であり、人柄がよく敵の少ないユスティノスが選ばれた。歴史あるローマ帝国の皇帝にしては、実にあっさりとした決め方であった。

　ところがいざ即位してみると、ユスティノスには重大な欠点があることが判明した。文字の読み書きがまったくできないのである。

　読む方は、代わりに誰かが読み上げて皇帝に聞かせればよい話だが、問題は書く方だ。何しろ彼は、書類を決裁するときに記す「ＬＥＧＩレーギー（余は読んだ）」というわずか四文字のラテン文字を記すことすらできない始末だったのだ。困った廷臣たちは、「ＬＥＧＩ」という形にくり貫ぬいた木板を作らせた。決済が必要なときは、皇帝は文書の上にその木板を置き、側近が手を添えてペンを走らせるのだ。

　ユスティノス自身にも、無学な自分を恥じる気持ちがあったらしい。甥おいのユスティンを故郷の村から呼び寄せて養子にすると、徹底的な英才教育を受けさせた。おかげでユスティンは、名もない農夫の息子でありながら帝都でも屈指の教養人となったのである。

「皇帝陛下も、今では国政のほとんどをユスティン様に任せておいでだ。そういう重責を、ユスティン様は自ら進んで担っておられるのだ。貴殿もそのつもりでユスティン様にお仕えするように」

　もとよりベリスは、全力でユスティンに尽くすつもりだった。何しろユスティンは、彼の生命いのちの恩人なのだ。
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　それから十日が過ぎた。ベリスはヨハネスに教えられた通りに、忠実に任務をこなしていた。警備隊という役職は、いざ非常時となったときになすべきことをなせばよい。平時にはいくらでも手を抜くことができる職務だが、生き真面目まじめなベリスはそのような選択肢を採らなかった。二十名ほどの部下を指揮して、ダフニ宮殿の一角の警備を、抜かりなく、完かん璧ぺきにこなしている。

「たまには休め、ベリス」

　ベリスの過剰なほどの勤勉ぶりに、さすがのユスティンも忠告した。

「明日、劇テア場トロンで、芸人たちの一団が見世物をやるそうだ。見に行くといい」

「はあ。それもご命令ですか？」

「別に命令ではない」

　ユスティンは苦笑いした。珍しいことである。

「お前にも気晴らしが必要だろうと思ったまでのことだ」

「ですが、ユスティン様は私以上に働いていらっしゃいます」

　何しろ、ベリスと話をしている今も、葦あしペンをインク壺つぼにつけてはパピルスに文字を書きつける手を止めていないほどなのだ。あまり説得力があるとはいえなかった。

「余は別格だ。余は凡人ではないゆえ、人並み以上に働いても疲れぬのだ。そういう体質なのだ。だが、お前はそうではない。ゆえに休息が必要だ。だいたい、お前が休まないと、あの従者の少年も楽をできぬではないか」

　マルティヌスのことまでお気遣いとは、と感服するベリスである。そうまで言われると、休まないわけにはいかない。

「……かしこまりました。で、帝都には大劇場と小劇場、二つの劇テア場トロンがありますが、どちらのことですか」

「ん？　ああ、そうではない。余が劇テア場トロンと呼んだのは、正確には大衆劇場ルソリアのことだ」

　ベリスは顔をしかめた。大衆劇場ルソリアについては、あまりよくない評判を聞く。物真似ミーモスに代表される笑劇や無パン言トミ劇ーモスのような、くだらない、低俗な見世物ばかりが行われているというのだ。中には女性の踊り子が裸になって卑ひ猥わいな踊りをするようないかがわしいところもあるらしい。

「そう嫌な顔をするな。人生は何事も経験だぞ」

「ユスティン様は、行ったことがおありで？」

「ああ、何度かな。仕事が終わった後に、お忍びでな」

　ベリスは首をかしげた。起きている間はほとんど仕事をしているように見えるユスティンだが、実は人並みに遊びに出ることもあるらしい。一体いつ眠っているのだろうか、と不思議に思いながら退出した。







　翌日、ベリスは従者のマルティヌス少年を伴い、劇場へと足を運んだ。

　座席に座り、開演を待っていると、マルティヌスは意外な悩みを告白した。

「僕、また彼女に振られちゃいました。今年に入って、もう三人目ですよ」

「おぬしが？」

　マルティヌスは、同性のベリスから見ても、美しい少年である。ごくありきたりの白い市民服トガも、マルティヌスが着ると高価な絹服に見えるほどだ。戦場の勇者であり、気配りに長たけ、家事も完璧にこなす。女性たちから見れば、理想的な相手ではないのか。

「大抵の女性よりも、僕の方が美形ですからね。並んで歩くことを、女性たちの方が嫌がるのですよ」

「……そんなものなのか？」

「相手は手工業者の娘さんだったのですが、最初はいい感じだったんですよ。彼女が僕にぞっこんで。でも、『あなたに釣り合わない自分が惨みじめに思えてきた』って、別れを告げられました。『何であなたが私なんかと付き合うのか分からない、財産が目当てなの』とも言われましたね。けっこう、こたえました」

「一度、手料理でも振る舞ってみたらよかったのではないか。おぬしの作る鶏とり肉にくのシチューは絶品だ。あれを食べれば、彼女もおぬしに惚ほれ直したのではないか」

　ベリスの助言に、マルティヌスは悲しげに首を振る。

「もうやりました。でも、『それは料理が下手へたな私への嫌味かっ』って怒られましたよ」

　人間の、特に女性の心の機微は、まことに難しい。何か励ましの言葉を掛けようとベリスが口を開きかけたとき、舞台にたいまつの火が宿って、開演の時が告げられた。

　最初に行われたのは、古代風の愉快な喜コンメ劇ーデイアだった。古代アテネの劇作家アリストファネスの脚本を、短く手直ししたもののようだ。皇帝を揶や揄ゆする言葉が飛び出したときにはひやりとしたが、よくできていて、見ごたえのある芝居だった。大衆劇場ルソリアといっても、昼間からいかがわしい見世物をしているわけではないらしい。

「なるほど、これは悪くない。ユスティン様のおっしゃるとおり、人生は何事も経験だな。どうせ低俗な見世物だろうとたかをくくっていた私が愚かであった。偏見は、人を盲目にするものだ」

　どこまでも生真面目に、ベリスは反省した。深く頷うなずいて、マルティヌスが同調した。

「おっしゃる通りです。来た甲斐かいがありましたね。さて、次の演目は何でしょう」

　ほどなくして、水色の上衣パルラを着た娘が、軽やかに駆けながら舞台に飛び出した。栗くり色いろの長い髪を仔こ馬うまの尻尾のように束ね、頰ほおは薔薇ばらのように紅あかい。緑エメ柱ラル石ドの丸い瞳は、まるで世界の良きことをしか知らない無む垢くな童女のように、爛らん々らんと煌きらめいている。右手首には、くすんだ鈍にび色いろの腕輪を着けていた。緊張しているのか、唇はややこわばっている。美び貌ぼうの娘だが、色気よりも愛あい嬌きようの方が印象に残る。

「皆さん、こんにちは！　あたし、アナスタシアって言います。シアって呼んで下さいね！」

　両手を口に当てて、大声で自己紹介する。大きな拍手と歓声が上がった。

「今日は、来てくれてありがとう！　今から、皆さんに、とっておきの驚異タウマタをお見せします！　期待して下さいね！」

　子どもに語りかけるような口調だった。観客席には子ども連れの富裕層も多く、それを意識してのことだろう。実際、シアが舞台に現れてから、子どもたちは一体これから何が起こるのかと目を輝かせている。

「まずは、これ！」

　シアが取り出したのは、五本の短剣だった。赤、青、緑、藍、金と多彩な装飾がきらびやかだ。実戦用ではないのだろう。

「失敗したら、ごめんなさい。うまくいったら、拍手喝采、お願いしますね！」

　そう言うと、彼女は抜き身の短剣を次々と頭上に放り投げていく。それを巧みに手で受け止めると、また宙へと投げる。投げては受け、受けては投げる。それを一度もしくじることなく、ひたすら繰り返す。見事な芸である。

　シアが曲芸を続ける傍かたわら、彼女よりもさらに幼い少女が舞台上に現れて、不器用に一礼した。白、黒、銀。その手には三本の短剣が握られている。少女はシアに向けて、そのうちの一本を投げつける。シアは容易に受け止めて、それも頭上に投げ上げた。これでシアは六本の短剣を自在に操っていることになる。ひときわ大きい歓声と喝采が、舞台を包み込んだ。

　さらに一本。さらにもう一本。少女は手元の短剣をシアへと放り投げた。シアの短剣の数は八本になった。一度も受け損なうことなく、彼女は短剣を見事にさばいている。

「いえい！」

　最後にシアは八本の短剣を十本の指の間に納めて、瞳をきらきらと輝かせてポーズをとった。惜しみない拍手が、彼女へと送られた。

「へえ、器用なものですね」

　マルティヌスはすっかり彼女の曲芸に魅入られている。ベリスも同様である。少年の頃から戦場を転々としてきた彼にとって、それは新鮮な驚きに満ちていた。

　幼い少女がシアから短剣をすべて預かり、舞台から退場する。

「じゃあ次、いってみましょうか！」

　片目をつぶりながらシアが指を鳴らすと、二つの大きな檻おりが舞台の上に運ばれてきた。驚きの声が、劇場に響き渡った。ベリスも、目を見開く。もしや、あの檻の中にいるあの生き物は……。

「皆さん、分かりますかあ？　こっちの檻にいるのが、ライオンさん。あっちの檻にいるのは、トラさんです。初めて見ました？　かわいいですよね！」
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　ライオンが、唸うなり声を上げた。まるで雷鳴のように、劇場全体にこだまする。トラも負けじと吠ほえる。牙きばをむき出しにしたその形相は、戦場の勇者であるはずのベリスでさえ恐れ入るような凄すさまじい迫力だ。およそ「かわいい」などという形容とは無縁の生き物にしか見えないが、シアという少女は、ずいぶんと独特の感性を持っているらしい。

　もし中から猛獣が出てきたら……と思うとぞっとするが、二重の檻で囲われているので、心配はなさそうだ。

「で、この二つの檻を、こうします」

　四人の劇団員たちが、二枚の大きな黒い布を持ってやって来た。その布で、それぞれの檻をすっぽりと覆うように、包み隠してしまう。

「で、あたしが合図をします。そしたら何が起こるか、分かりますか？」

　子どもたちがざわついた。各々が自分の予想を言い合っているようだ。

「こっちの檻には、ライオンさん。あっちの檻には、トラさん。そうでしたね？」

　シアは、再度確認して、いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「あたしが合図をしたら、このお兄さんたちが、被かぶせていた布を一斉に取り払います。それで、もし、もしなんですけど、ライオンさんとトラさんが入れ替わっていたりなんかしたら、すごくないですか？　ねっ、ねっ、すごいでしょう!?」

　ベリスは、マルティヌスと顔を見合わせた。確かに、そんなことが起こるなら、それはすごいことだ。そのような、神の御み業わざのような奇き蹟せきが起こるというのか。いったいどうしたらそんなことが可能なのか、トラキアの田舎いなか生まれのベリスには見当もつかない。

「では、いきますよ。いち、にの、さんっ」

　シアの掛け声に合わせ、劇団員たちが、布を引っ張る。取り払われた布の中から現れたのは……。

「え!?」

　思い描いていたのとは若干ながら異なる光景を見み出いだして、ベリスは困惑の声を上げた。ライオンがいたはずの檻にはトラが、トラがいたはずの檻にはライオンが入っていた。そこまでは、シアの予告した通りだ。だが、何かがおかしかった。

　二つの檻にそれぞれ取り付けられた二重の鉄の扉が、どちらも開いていた。扉の鍵かぎが外れていたのだろうか。ゆっくりと、ライオンとトラが、それぞれの檻から外へと出てくる。再び、二頭の猛獣は唸り声を上げた。興奮しているのが分かる。

　一瞬、ベリスは自分の目の錯覚ではないかと考えた。だがそうではないことは、マルティヌスや他の観客たちも戸惑っていることから分かる。

「え、何？　どういうこと？　これも演出？」

　確かに、劇団の演出である可能性もある。だが、演出にしては冗談がすぎないか。

「あれ……えっと。はい？」

　舞台の上にいるシアの顔が、凍り付いている。彼女も、予想外の出来事に動揺しているのだ。

　ベリスは確信した。違う！　これは演出ではない！

「マルティヌス！　おぬしの弓術で、あの娘を救うことはできないか」

　白はく皙せきの少年は、困惑したように金褐色の髪を揺らした。

「そりゃ、ここに弓矢があればそうしますけど……」

　従者の応答を、ベリスは最後まで聞かなかった。無我夢中で、見物席を飛び出した。今のベリスはただの観客であり、武器も持ち合わせていない。だが、少女を救い、観客を守らなければ。

　舞台の上へと、躍り出る。ほとんど同時に、ライオンがシアに襲いかかった。

「危ない！」

　無謀にも、ベリスは少女に飛びかかるライオンに体当たりを仕掛けた。この攻撃は予想していなかったのか、ライオンは脇腹にベリスの突進を食らって吹き飛んだ。だが、空中で体勢を整えてすんなりと着地する。ライオンはひときわ大きな唸り声を上げ、妨害者への怒りを表明した。

「やれやれ、大衆劇場ルソリアに来たつもりが、実は円形コロツ闘技場セウムだったのか」

　猛獣と戦うなど、古代の剣闘士奴隷のやることだ。キリスト教の人道主義の立場から、コンスタンティヌス大帝が剣グラ闘デイア士ートルを廃止したのは、もう二百年も前のことである。

「あ、ありがとうございます！」

　感激のあまりか、シアが近寄ってきてベリスの手を取った。ベリスは肝きもを潰つぶした。なぜ早く逃げないのか。この少女は、事態を把握していないのか。それとも、よほどののんびり屋なのか。

「ぼさっとするな！　後ろ！」

　シアの背後に、トラが忍び寄った。爪を立てて、シアにのしかかろうとする。

　とっさに、ベリスはシアを突き飛ばした。トラの攻撃は空を切る。代わりに、ベリスは無防備な姿をトラの前にさらすことになった。トラの牙が、古代の剣闘士の剣グラデイウスのように鋭い煌きらめきを放った。

　のしかかる巨大なトラの頰に、ベリスは下半身を浮かせて、力強い蹴りを打ち込んだ。不意を打たれたのか、トラは怯ひるんで、悲鳴を上げた。だが、ほとんど痛手にはなっていない。

　意表を突く攻撃でライオンとトラの一撃を防いだものの、丸腰で猛獣に立ち向かうなど、どうかしている。蛮勇にもほどがある。自分でもそう思う。それでも誰かを助けたいと思ったらそうするのが、ベリスの性分である。

　シアが、猛獣たちに声をかけた。

「ちょっとちょっと！　どうしたの、トラクス。それにアラブスも。駄目よ、おとなしくして！」

　一瞬、どきりとした。「トラキトラア人クス」とは、自分のことかと思ったのだ。だが、シアが呼んだのはライオンの名であるようだった。

「トラキトラア人クス」と聞いてローマ人が連想するのは、共和政期の伝説のトラキア人剣闘士・スパルタクスである。彼が剣闘士たちを率いて起こした反乱は、当時のローマ社会を震しん撼かんさせた。スパルタクスのように強くて勇ましい、という意味で命名したのであろう。少女の抗議も虚むなしく、ライオンのトラクスは凶暴な本性をむき出しにしてシアを睨にらみつけた。

　この頃になると、さすがに観客たちも非常事態が発生したことに気付いている。あちこちで悲鳴が上がり、騒然となりながら我先にと劇場の出口へ逃げ始めている。

「子どもが先だ！　慌てるな。あの命知らずのバカが防いでくれている。すぐには襲われない。だから落ち着いて、慌てずに逃げろ！」

　ありがたいことに、誰かが観客の避難を上手うまく誘導してくれているらしい。しかし、どこかで聞いたことのある声だ。顔を上げると、藍緑色の髪の少年が、紫水晶の瞳で客席からこちらを見下ろしていた。懐かしい顔だった。

「プロックスではないか！」

　はるか辺境のゲオルギアで出会った従軍書記官の少年に、帝都コンスタンティノポリスで再会するとは、奇妙な感じがする。とはいえ、もともと少年は帝都在住であったはずだから、それほど奇異なことでもないのかもしれない。

　毛を逆立てて、トラのアラブスが疾駆した。シアを狙っている。身を挺ていしてでも彼女を守るつもりで、ベリスは一歩前に出た。

「隊長！　これを！」

　客席のマルティヌスが何かを投げて寄よ越こした。ベリスが受け取ったのは、小振りのつるドラはしーブラであった。舞台を作るための大道具を見つけてきたのだろう。

　つるドラはしーブラが手に納まった次の瞬間には、ベリスは手首をひねらせて、その鋭い先端をトラの首筋に、力いっぱい叩たたきつけた。鮮血がほとばしる。間一髪であった。マルティヌスがつるドラはしーブラを投げるのがもう少し遅かったら、あるいはベリスの反応がわずかでも鈍っていたら、トラの爪はベリスの顔面を血に染めていたであろう。

　致命傷を負って、トラは喚わめきながら崩れ落ちる。血の匂いに興奮したのか、今度はライオンが唸りを上げる。すぐに向き直ろうとして、ベリスは焦る。トラの首筋に食い込んだまま、つるドラはしーブラが抜けない。無理に抜こうものなら、金属部分が柄から取れてしまいそうだ。

　やむなく、ベリスはつるドラはしーブラから手を離す。ライオンのトラクスが前脚を振り下ろした。頭に直撃していたら死を覚悟しなければならないその一撃を、ベリスは腕で受け止めた。さすがに痛い。骨は折れていないようだが、衝撃がほとばしり、鮮血が噴き出した。

「くっ……さすがに無茶か……」

　自分の顔が蒼あおざめているのが、ベリスにも分かった。次の一撃は、持ちこたえられそうにない。武術には多少の自信があるとはいえ、彼は超人ではなかった。できることとできないことがある。せめて武器があれば……。

「おい、そこの堅物野郎！」

　手を振って観客を誘導しながら、プロックスがベリスに声をかけた。

「何をしている！　火だ！　たいまつを使え！」

　ベリスははっとした。武器なら、あったのだ。この上なく頼もしい武器が。

　曲芸師の少女をかばいながら、ベリスは舞台の壁に駆け寄って、掛けられたたいまつを手に取った。

「どうだ、猛獣め」

　ベリスは笑って、燃え盛るたいまつを猛獣たちの方へ向けた。相手が人間の言葉を解するとは思えないが、自分自身を勇気づけるためにも、彼はライオンを挑発した。

「どうした、来ないのか？　お前でも火はさすがに怖いか」

　声を張り上げたのは、猛獣の注意を自分に向けるためでもある。視界の隅すみで、プロックスが動くのをベリスは見た。少年はやや危うい足取りで、猛獣を囲っていた檻の上へ飛び乗った。先ほどまで檻を包んでいた黒い布に、手を掛ける。

　布が真下に落下して、ライオンに覆おおいかぶさった。何をすべきなのか、ベリスには分かっていた。迷わず投げつけたたいまつの炎が、布に燃え広がった。ライオンが唸り声を上げてもがいた。だが、布はライオンにまとわりついて容易にははがれない。炎に包まれていくライオンを、ベリスは曲芸師の少女とともに見つめていた。
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「じゃんじゃん食べて下さい！　今日はあたしのおごりですから！　あたしの生命いのちがあるのは、お二人のおかげですっ」

　中央メ大セ通りーから少し外れた路地裏にある居カウ酒ポー屋ナは、活気にあふれていた。楽士がタンバリンを鳴らし、きわどい衣装の踊り子が情熱的な舞いを披露し、一日の勤めを終えた兵隊たちが葡ぶ萄どう酒しゆをがぶ飲みしながら馬鹿騒ぎに興じていた。エジプトから輸送してきた穀物をテオドシウス港の大倉庫に運び入れたばかりの船乗りたちは、サイコロ遊びに熱中し、やがて隣に居合わせたフン族の傭よう兵へいたちと取っ組み合いの喧けん嘩かを始める。

　ベリスとプロックスは、曲芸師の少女シアとともにこの騒々しい居カウ酒ポー屋ナの食卓を囲んでいた。二人の前には、これでもかというほどたくさんの料理が並べられている。席に着くや否や、ベリスたちが口を開くよりも早く、シアが勝手に注文したのである。

「お二人には葡萄酒を生のままで！　あたしにはバラ油の飲み物を下さい！　あのとっても甘いやつ！　それから新鮮な卵のオムレツと、アテネ産の蜂はち蜜みつをたっぷり塗ったパンを三人前！　それからコリント産の干し葡萄に、エンドウ豆のヴィテリウス風、パイ皮包みのアピキウス風パテ！　あっそれとボイオティアの鰻うなぎの照り焼きもお願いしますね！　あたし、あれ大好きなんです！」

　息継ぎもなしにそれだけ一気に言えるのはすごい。ベリスはつい妙なところで感心してしまった。

「それにしても驚きましたね。猛獣さんたちが襲いかかってくるなんて」

「……むしろ俺は、知った顔が丸腰で猛獣に立ち向かっていったことに驚いたよ」

　シアがしみじみと語ると、エンドウ豆を口の中に放り込みながら、呆あきれ顔でプロックスが呟つぶやいた。ベリスとしては苦笑いするしかない。

「ベリスさん、腕の方は大丈夫ですか？」

「ああ、かすり傷だ」

　ライオンの前脚を食らったときにできた傷だ。今は血も止まって、痛みもない。

「ライオンとトラに襲われてかすり傷って、おかしいだろ。お前、本当に人間か？」

「神の御ご加か護ごがあったのさ。あのままだと、危なかったがな。おぬしの機転に助けられた。礼を言うぞ、プロックス」

「別にあんたを助けようと思ったわけじゃない。たいまつの存在に気付かないあんたの頭の悪さに苛いらついて、とっさに声をかけたまでさ」

「ふん、ひねくれ者が。本当は私とシアが助かって嬉うれしいくせに」

　プロックスの助けを得てベリスが二頭の猛獣を仕留めた直後、街の警備隊が駆けつけてきた。観客たちはまだ恐怖に襲われ、錯乱する者、泣き叫ぶ者も多かったが、警備隊員たちは的確に事態の収拾に当たった。

　警備隊による現場検証が一通り終了しても、シアはまだ呆ぼう然ぜんとしていた。ベリスは彼女を励ますため、またプロックスとの再会を祝して乾杯をするために、マルティヌスに後のことを任せて二人を食事にと誘った。ところが、しょんぼりしていたはずのシアが、店内に入り、ご馳ち走そうの匂いを嗅かぐと、急に元気を取り戻したのである。よほど気持ちの切り替えが早い娘なのだろう。

「さあ、さあ、ベリスさん。どうか遠慮なさらずに」

「だが、おぬし、金銭かねの持ち合わせはあるのか？」

　ベリスは、ユスティンに仕えることになって、多少の支度金を貰もらっている。プロックスは、おそらくパレスティナのそれなりに裕福な家の出身だろう。だが、目の前にいる少女は、劇団の曲芸師の少女である。どう見ても金持ちではない。

「あ、大丈夫です。お金ならあります」

「ま、まさか、おぬし、身を売ったりはしていないであろうな……？」

「失礼な！　あたし、これでも身持ちは堅い方なんですよ？」

　シアは口を尖とがらせた。だが、それならばなおのこと、持ち合わせが気になる。

「本当に心配しないで下さい。お姉ちゃんが稼いでくれた分があるんです。お姉ちゃんはあたしと同じく、劇場で演劇や踊りや芸をしている人なんですが、アレクサンドリアやアンティオキアを回って、最近帝都に帰ってきたところなんです。お姉ちゃん、妹のあたしが言うのもあれですけど、すっごい美人で、人気あるんですよ？」

　一般に、劇団の踊り子や曲芸師の収入はそれほど多くない。だが、その道で第一人者ともなると、話は別である。帝都で一番の踊り子と名高いマケドニアなる女性は、貴族のような邸宅に住んでいるとベリスは聞いたことがあった。シアの姉は、さる地方都市の長官から愛人にと望まれ、とてつもない金銀財宝を積まれたほどであるという。

　そのような事情であるなら、本当にシアは金銭に困っていないのかもしれない。が、いずれにしても自分より年下の娘におごらせるわけにもいくまい。

「今日の舞台も、本当はお姉ちゃんが立つはずだったんです。舞台の直前に熱を出して、急きゆう遽きよあたしがやることになったんですが」

「お前、舞台で主役やるのは初めてだったんだろ？」

　蜂蜜を塗ったパンをむしゃむしゃと頰ほお張りながら、プロックスが尋ねた。

「あ、分かります？　代役候補は他にもいくらでもいたんですが、土ど壇たん場ばであたしが大だい抜ばつ擢てきされまして。でも、下した稽げい古こも十分にできなくて、実はとっても緊張してました」

「だろうな。台詞せりふはわざとらしかったし、動きも最初の方はぎこちなかった。ガキどもはごまかせても、俺の目は騙だませねえ」

　自信に満ちた表情は、やはりゲオルギアで軍司令官に盾ついていた、あのプロックスである。ベリスは何だか嬉しくなった。

「まあ、飲もう、プロックス。おぬしと再会できて、私は嬉しいぞ」

　上機嫌で底の浅い酒キユ杯リクスをプロックスに押し付けると、少年は中に入った葡萄酒を一気に飲み干した。

「あんたこそ、ベリス、生きて帰れたようで、よかったな」

「おぬしのおかげでな。どうにかペルシャ軍に殺されずに済んだ」

「そういう意味じゃない。よく軍司令官に殺されなかったな、って言ったのさ。あのヒュパティオスのおっさんは、部下の活躍に嫉妬するタイプだろ？」

　ベリスは絶句した。ヒュパティオスがベリスを命令違反で処断しようとすることまで、この少年は見通していたのである。

「ユスティニアノス……ユスティン様が、救って下さった。私は今、あの方に仕えている」

「そうか、それはよかった。ヒュパティオスに注意しろ、ってあんたに忠告するのをすっかり忘れてたんで、気になっていたのさ。俺の方は、命令違反を咎とがめられて書記官をクビになったよ。まあ妥当だな。おかげで、好きな歴史書を好きなだけ読める悠々自適の日々を過ごしているけどな」

「劇場に来ていたのは、どういう風の吹き回しだ？」

　何となくだが、この少年は大衆劇場ルソリアのような庶民向けの娯楽を馬鹿にしているような気がしたのである。

「うちに仕えている家令のじいさんが、毎日本を読んでばかりではよくないから、たまには外へ出ろとうるさくてね。じゃあ大衆劇場ルソリアでも一度見ておくか、と思ったのさ。見ないことには、馬鹿にすることもできないしな」

「またまたあ、本当は楽しみにしてたんでしょう？　そうですよね？」

　シアがにやにやしながらプロックスを小突くと、少年は迷惑そうにそれを払いのけた。

「……してねえよ。まあ、でも、なかなか面白かったのは確かだな。いかつい剣闘士が猛獣と戦う光景を見られたし」

　ベリスのことらしい。苦笑いして、彼はプロックスに抗議した。

「私は見世物ではないぞ」

「出演料も貰ってないですしね」

「それに、アルキメデス考案の昇降機というやつを実際に目にすることができたのは、よかったかな」

「ああ、昇降機か。あれは驚いたな」

　二頭の猛獣を入れ替える手品に使われていた、仕掛けのことである。事件の後、警備隊の現場検証に立ち会った二人は、舞台下の秘密の装置を見せてもらう機会を得たのだ。

「そうか？　檻おりが二重になっていた時点で気付くだろ」

　大衆劇場ルソリアの舞台の床の一部は、ロープと滑車で動く昇降機になっていた。人力でレバーを回転させると、床がゆっくりと地下へと降りていく仕組みである。シアが舞台に立ち、劇団員が檻を布で隠す。シアが観客に話をしている間に、内側の檻を猛獣ごと地下に移し、すり替えたのだ。再び昇降機で舞台に上げて布を取り除けば、観客にはライオンとトラが入れ替わったように見えるという仕掛けだ。

「トラキアの無学者には想像もつかんかもしれんが、剣闘士試合が華やかだった時代の円形コロツ闘技場セウムでは、剣闘士や猛獣の登場を派手に演出するために、よく使われたらしい」

「しかし、何でそんなものが大衆劇場ルソリアにあったのだ？」

「あっ、それはあたしが解説します！　実はあの大衆劇場ルソリアはですね、もとは円形コロツ闘技場セウムだったものを改築したんです。剣闘士試合がコンスタンティヌス大帝の勅ちよく令れいで廃止されて、不要になりましたから。それで昇降機も使われずに残ってたんですけど、せっかくだから手品に使おうという話になりまして」

「ああ、そうだったのか」

　ということは、二百年ほど前までは、本当にあの場で剣闘士たちが猛獣と戦っていたのだ。ひょっとすると猛獣たちに無残に食い殺された古代の剣闘士たちの呪いが、彼をあの場に招き入れたのかもしれなかった。

「昇降機を使って檻を入れ替えて、手品は大成功、のはずだった。ところが、檻の扉の鍵に細工がしてあった。そういうことだな」

「はい」

　警備隊の現場検証の結果、明らかになったことだった。内側の檻を地下ですり替え、昇降機で再び舞台の上へと持ち上げる。その内側の檻を舞台上に残っていた外側の檻と連結させるときに、外側・内側両方の扉の鍵が自動で外れる仕組みになっていたのである。

　この二重の檻を製作したのは、劇団の舞台係の男だった。ところが、出し物が始まってしばらくすると、いつの間にかこの男は劇場から姿を消していた。警備隊が捜索をしているが、今のところ手掛かりはないようだ。

　舞台係は、何を企たくらんでいたのか。猛獣たちが檻から出てきて、劇場が大混乱に陥おちいるところを見てみたかったのか。自分の将来を棒に振ってまで、そんな大それたことをしたかったのか。

「さっき、気になることを言ったよな、お前」

「えっ、あたしですか？」

「今日の舞台に、誰が立つはずだったって？」

「お姉ちゃんです。あたしにはお姉ちゃんが二人いて、上のお姉ちゃんはコミトお姉ちゃんっていって、あたしが幼い頃に生き別れになっちゃったんですけど、あっコミトお姉ちゃんのことは今関係ないですね。下のお姉ちゃんというのが……」

「テオドラ、だろ」

「あ、はい。テオドラお姉ちゃんです。……って、お姉ちゃんを知ってるんですか？」

「俺の出身地、カイサレアでも話題になっていたことがある。アレクサンドリアにすっげえ美人の踊り子がいるってな」

「そうですそうです、その、アレクサンドリアで有名になったすっげえ美人の踊り子、っていうのが、テオドラお姉ちゃんなんです。他の誰でもない、あたしのお姉ちゃんです」

　得意げにシアは胸を張った。よほど姉のことが自慢らしい。

「……つまり、誰かがテオドラを殺そうとしたってことだ」

「そんな！　許せません、お姉ちゃんを殺そうだなんて！」

　頰ほおをぷうっと膨らませて憤慨するシアに、ベリスは尋ねた。

「テオドラには、誰かに恨まれるような理由はあるのか？」

「そうですねえ……しいて言うなら、美人すぎて他の女の人の妬ねたみを買っちゃったとか、そういうことならあるんじゃないですかねえ。何しろ、すっげえ美人、ですし。後は、お姉ちゃんに振られた男の人たちが、逆恨みをした可能性もありますね」

　なるほど、そう考えると、テオドラの生命いのちを狙う者は帝都にごまんといるだろう。

「おぬしは、とばっちりを受けたということだ」

「そうですね。でも、お姉ちゃんが無事で、本当によかったです」

　自分が殺されそうになったことよりも、姉のことを気にかけているシアだった。

「おぬし、姉思いの、よい娘だな」

「えっ、な、何ですか、急に!?　あたしなんかおだてても何も出ませんよ？」

「おぬしもそう思うだろう、プロックス？」

「な、何で俺に振る!?」

　プロックスはスープを噴き出した。他人を褒ほめるのは照れくさいという性分なのだろう。シアの素直さの、十分の一でいいから見習ってほしいものである。

「そう斜に構えるものではない。おぬしだって、この娘が猛獣に食われなくてよかったと思っておるだろう？　シアよ、おぬしにはきっと神の御ご加か護ごがあったのだな」

　ベリスが何気なくそう言うと、プロックスは、おや、という表情をした。にやりと笑って、思わぬことを口にした。

「神、じゃなくて、神々、と言うべきじゃねえかな。この異教徒の娘の場合は」

　ベリスはぽかんとした。この少年、なかなか突とつ拍ぴよう子しもないことを言う。

「異教徒……？　何を言っておるのだ？」

「そ、そうですよ。あたしが異教徒だなんて。何か証拠があるんですか？」

「その腕輪だよ」

　プロックスは、シアが右手首に着けている鈍にび色いろの腕輪を指差した。薄汚れているが、よくよく見ると、帽子をかぶり杖つえを手にした、美しい青年の姿が描かれている。

「その図像は、一見するとキリスト教の天使だか聖人を描いたものに見えるが、それはギリシャ神話のヘルメス神を描いたものだ」

　ローマ神話ではメルクリウスと呼ぶその神は、伝令や旅、商取引、発明などを司つかさどる。確かにヘルメスは、常に帽子をかぶり杖を手にした姿で描かれる。

「ヘルメスは芸人の神でもある。劇場で働く曲芸師の娘が密ひそかに信仰していてもおかしくはないさ」

「……こんな小さな絵で、よく分かりましたね」

　感心したように、シアが言った。

「そうです。あたしは、ギリシャの神々を信じる一族の出身です。でも、それがどうしたというんですか？　そんな人、このコンスタンティノポリスにはいくらでもいますよ」

　コンスタンティヌス大帝がキリスト教を公認してから、二百年が経過している。だが、ギリシャ・ローマ古来の神々への信仰が完全に絶えたわけではなかった。

　兵士たちの中には、勝利の女神ニケを信じる者もいる。医学の神アスクレピオスも、病を癒いやすご利益があるとして広く信仰されている。それどころか、古代ギリシャの哲学者プラトンが開設した学アカデ園メイアでは、今でも異教の学者たちが真理の探究に励んでいる。ユスティンの側近、カッパドキアのヨハネスもそういえば異教徒だった。

「そもそもおぬし、この娘が異教徒だからといって、そんなことを気にするたちではあるまい」

　偉そうに他人の信仰をあれこれ言えるほど、信心深い男でもないだろう。

「まあな。ただ、なぜこいつのような曲芸師の娘が銀の腕輪なんかを持っているのかってことは、気になるがな」

「銀だと……？」

　ベリスは驚いた。この薄汚れた粗末な腕輪が、銀でできているというのか。

　プロックスはシアの手を取った。テーブルの上に置かれたテラコッタ製のランプの光に、腕輪をかざす。ベリスの目には、やはり高価なものには見えない。

「かなり黒ずんでいるから、まず気付かれないだろうがな。純度の高い銀製品が時代を経ると、そうなるんだ。年代ものだな」

「あうう。プロックスさんの目はごまかせませんね。何でそんなことまで知ってるんですか。はい、確かにこれはヘルメス神の祭司の家系に伝わる特別なものです。あたしのご先祖様は、けっこう偉い人だったみたいです」

「まさか、異教の不思議な力が使える魔法の腕輪だ、などとは言うまいな？」

　あくまでも気楽な冗談のつもりで、ベリスは尋ねた。

「はい、使えますよ、魔術。何ならお見せしましょうか？」

　あっさりと答えるシア。ベリスは危うくパンを喉のどに詰まらせるところだった。

「な、なに!?　本当に使えるのか？」

「……冗談に決まってるだろ。本気にするなよ」

　馬鹿にした口調で呟つぶやいて、プロックスは干し葡萄をかじった。ベリスは顔を赤らめた。

「な、何だ、冗談か。ははは」

「いえ、あの、実はあたし、本当に……」

「まったく、自分から振った冗談で驚くなよ。本当に堅苦しい奴だな、あんた」

「面目ない。冗談の分からぬ男だという自覚はあるのだ」

「本当に使えるのに……」

　しょんぼりするシア。魔術というのは大げさだが、腕輪を使った、何か面白い曲芸や手品を身につけているのかもしれない。見てみたい気もしたが、その前にベリスには、しなければならない大事な話があった。

「ところでプロックスよ」

　改まって、ベリスはプロックスに向き直った。

「先ほども言ったが、私は今、ユスティン様に仕えている。次の戦いでは、おそらく千人規模の部隊の将を任されるだろう」

「ふーん。それで？」

「おぬしに頼みたい。私の参シユン謀ブーロスになってはくれないだろうか」

「はあ？」

「言ったであろう？　私はおぬしのことを、軍学の師として尊そん崇すうすると。おぬしが書記官をクビになったというのは、こう言っては語ご弊へいがあるが、むしろ好都合だ。私にはおぬしの力が必要なのだ」

「よし、分かった。俺があんたを助けてやる」

「本当か!?」

「……などと俺が言うと思ったか？　嫌なこった。はっきり言って、迷惑だ」

　ベリスは舌打ちした。そう、プロックスという男は、こういう奴なのだ。頼みごとをしても、絶対に素直に承諾してはくれないのである。

「おぬし、本当にひねくれた男だな。そんなに嫌か？　おぬしにとっても、悪い話ではないと思うのだが、理由を聞かせてほしい」

「本を読む時間が減る。以上」

　任官にあたって、報酬とか、地位とかを要求する輩やからはいくらでもいる。こういう連中は、ある意味ではむしろやりやすい。だが、本を読む時間などと言われると、ベリスとしてはため息を吐つくしかなかった。

「付け加えると、あんたは生き真面目まじめすぎる。あんたの言う通り、俺はひねくれ者なのでね。せっかく自由の身になれたのに、堅苦しい上官に仕え直すなんてまっぴらごめんだ」

「おぬしがそう言うなら、生真面目になりすぎないよう、誠心誠意努力する」

「いや、そういうところが生真面目だって言ってんだが……」

「あたしからもお願いします。ベリスさんを助けてあげて下さい」

　身を乗り出して、シアが口添えした。

「あたし、お二人は本当にすごいと思うんです。ベリスさんは強くて勇気があって頼もしいし、プロックスさんはすごく頭が良くて、知識もあるし観察力が鋭いですよね。そんなお二人が組めば、まさに敵なしだと思うんです」

「まあな、確かに、俺の頭脳があれば、たいていの敵には勝てるだろうな」

「はい、そう思います。プロックスさんはとても素敵ですよ」

　得意げにうそぶくプロックスに、シアは何気なくそう言ったのだろう。だが、その一言は、意外な効果を発揮した。藍緑色の髪の少年は、驚いた表情でシアをまじまじと見つめた。

　おや、と思って、ベリスはプロックスの顔を覗のぞき込んだ。

「……おぬし、もしかして照れておるのか？」

「ばっ……何で俺が！」

　プロックスは、顔を赤くする。

「こいつが、変なことを言うからだろ。お、おいシア、あんまりむやみに他人を褒めるものじゃねえぞ。相手がバカだと、勘違いして図に乗るかもしれないからな」

「大たい言げん壮そう語ごを吐くくせに、他人から褒められるのは苦手なのか」

「そういうところって、けっこうかわいいですよね、プロックスさん」

　ひとしきり笑ってから、シアは話を戻した。

「あたし、すごい人、素直に尊敬します。お二人には、ちゃんと社会の第一線で活躍してほしいんです。まあ、ベリスさんはたぶんほっといても出世すると思うんですけど、プロックスさんは、何というか、その、ちょっと癖が強いので、ベリスさんと組んでこそ輝けると、あたしは思うんです」

　何気ない一言を、プロックスが咎とがめた。

「癖が強いって、どういう意味だ」

「ええっと、そのう、いいところもたくさんある一方で、欠点も多いというか」

　シアは、実に正直者である。言わなくてもいいことまで口に出してしまった。途端にプロックスの顔が険けわしくなる。

「欠点!?　俺に欠点だと？」

「おぬし、自覚がないのか？」

「そうだな……しいて言えば、欠点が何一つないことだけが、俺のただ一つの欠点だな」

　ベリスはシアと顔を見合わせた。プロックスが冗談を言っているのか本気で言っているのか、分かりかねたのである。

「ともかくだ。おぬしが助けてくれれば、私としては本当にありがたい。ともに、ローマ帝国の誇りを取り戻そう」

「ローマ帝国の誇りだって？」

　プロックスはせせら笑った。

「くだらない。あんたは、そんなもののために戦っているのか？」

　ベリスは、むっとした。彼はローマ人として、国家の威信と栄光はとても大事なものだと思っている。それを否定されては面白くなかった。

「他にもっと大切なものがあるんじゃないのか？」

「もっと大切な……？　キリスト教の神の偉大さを、世に知らしめることか？」

「そうじゃない。そんなことも分からないようなら、俺はあんたと組む気はない」

「もったいぶった言い方をするが、おぬし、要は初めから協力する気などないのだろう？」

　ベリスが言うと、プロックスは不機嫌そうに葡ぶ萄どう酒しゆを飲み干した。

「酒がまずくなるから、この話はここまでだ」

　こういう頑固者は、一度こうと決めると、てこでも動かない。あまりにしつこいと、かえって逆効果になることもある。残念だが、今はプロックスを説得するのは、あきらめた方がよさそうだ。ベリスはそう結論付けた。結局、その夜は気まずい空気のままお開きとなったのである。
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　翌日、宮殿に参上したベリスは、劇場での事件をユスティンに報告した。皇帝の甥おいは、すでに事件のあらましを聞き及んでいる様子だったが、改めてベリスから詳細を聞いて、興味深げに頷うなずいた。

「ほう、では、犯人である何者かは、そのテオドラという女を殺そうとしたということか。それにしても、お前はよくよく災難に巻き込まれる体質と見える。お前に休息をやろうというせっかくの余の配慮が、無駄になってしまったぞ」

　ひたすら恐縮するベリスである。「休め」と言われたのに大いに働いてしまったのだから、不忠者と言われても仕方のないところだ。

　ユスティンはペンを置き、沈黙した。珍しいことである。普段であれば話をしている最中も筆を止めず、報告を受けるや否や決断を下す彼が、何かを迷っているらしい。ベリスは視線を下に向けた。ユスティンの執務机には、黄金で縁取りされた緋ひ色いろの布が掛けられている。高貴なる緋色は、フェニキアの沿岸のみで採れる貝から抽出された分ぶん泌ぴつ物ぶつによるものだという。不思議な力が宿るとも言われるこの美しい貴き顕けんの色を、古来、人々はこぞって追い求めた。だがフェニキア人たちはその製法を秘伝とし、緋色の染料には黄金以上の高値がつけられた。ローマ帝国は、皇族以外の人間がこの色を用いることを禁じた。

　やがてユスティンの出した結論は、ベリスを驚かせた。

「ベリスよ、お前の宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエの任を、いったん解く。首都長官テオドトスの下で、今回の大衆劇場ルソリアの一件を調査せよ」

「なぜです？　私は、ユスティン様の下で働きとうございます」

　面食らって、ベリスは抗議した。彼にとって、ユスティンは生命いのちの恩人である。他の誰かに仕えるなど、今は考えられない。

　口元を歪ゆがませて、ユスティンは笑った。

「分からぬか？　手柄を立てさせてやろうと言っているのだよ」

　そう言うと、ユスティンは緋色の衣を翻ひるがえして立ち上がり、おもむろにベリスに近寄った。耳元に顔を近づけ、声をひそめて、そっと告げる。

「お前は立身出世を望んでいるのだろう？」

　その言葉に、一瞬、違和感を抱き、その原因に気付いてベリスははっとした。

　宮廷をはじめ帝都の人々が普段用いているギリシャ語ではなく、本来のローマ帝国の公用語であるラテン語で、ユスティンは囁ささやいたのだ。イリリクム出身のユスティンとトラキア出身のベリスは、ともにラテン語を母語とする地域で育った。

「己おのれの私利私欲のためではございません」

　ベリスも、ラテン語で答えた。教養ある宮廷人たちの中には、ラテン語を解する人間はいくらでもいる。だが、それは主に法律や文学に用いられるラテン語であろう。声をひそめた口語のラテン語を正確に聞き取ることのできる人間は、それほど多くないはずである。

「確かに私は、栄達を望んでおります。ですがそれは……」

「分かっている。余も同じ気持ちだ」

　ユスティンの目が、マルマラ海に浮かぶ満月のように光った。喜怒哀楽に乏しいと言われる男が、強い意志をあらわにして、ベリスに語りかけた。

「今のローマ帝国は腐り切っている。貴族も、官僚も、軍も、市民も、世界を征服したあの偉大なるローマ人の後継者であるという矜きよう持じを忘れている。ヒュパティオスのごとき無能者が、ただ先帝の甥だというだけで軍の最高責任者になれてしまうほどだ。皇帝陛下──すなわち、我が伯父ユスティノスにしてもそうだ。ただ軍の最年長者というだけで、文字の読み書きもできない無学者が、帝国全土に君臨する専制君主になりおおせてしまう。そのような国家が、まともだといえるか？　かつて英雄帝トラヤヌス陛下は、ダキア地方を征服し、メソポタミア全土を支配下に組み入れて、ローマ帝国の最大版はん図とを達成した。それから四百年余り。我らがローマ帝国は、当時の版図を少しずつ切り売りして、どうにか生き延びている。……生き延びているだけだ。もはやあの頃の栄光など、どこにもありはしない」

　驚いて、ベリスは主君の顔をまじまじと見つめた。ユスティンの志こころざしは、ベリス自身のそれと、ほとんど変わらなかった。

「お前はゲオルギアで目覚ましい活躍をして、我が軍の名誉を救った。劇場では、曲芸師の娘を助けるために、自らの生命をもかえりみずに猛獣と戦った。智ち謀ぼうと、勇気と、義ぎ俠きよう心しんを兼ね備えた、まことの勇士だ」

「ユスティン様……」

　この人は、自分を認めてくれている。熱い思いが、ベリスの内側から込み上げてきた。

「余が皇帝となった暁あかつきには、帝国軍の全権をお前に託す。イタリア、アフリカ、ガリア、それにヒスパニア。帝国の領土は、すべて取り戻す。お前がその先頭に立つのだ」

　自分と志を同じくする人物が、ここにいた。その事実がベリスの心を震わせ、狂喜に近い感動が彼を柔らかく包み込んだ。自分はもう一人ではないのだ、という思いが、未来への希望を奮い立たせた。

「だから手柄を立てて、余の下に戻ってくるのだ」

　プロックスを味方にできなかったのは残念だが、私にはユスティン様がいる。この方とともにあれば、必ずやいにしえのローマ帝国の復興は、成るだろう。ベリスは力強い確信を持って、彼に答えた。

「かしこまりました。ユスティン様のためにも、全力を尽くします」







　ユスティンの執務室を退出したベリスは、警護隊の控室に行き、マルティヌスにユスティンからの命令を伝えた。マルティヌスは年少で身分も一介の従者だが、その戦闘技術や判断力の鋭さには、目を見張るものがある。自分の代理として宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエの指揮を執ってもらうつもりだった。「僕にベリス隊長の代理なんて無理ですよ！」と慌てる彼をなだめすかしながらダフニ宮殿の回廊を歩いていると、見たことのある顔がこちらへと向かってきた。大柄な甲かつ冑ちゆうをがちゃがちゃと鳴らし、胸を張って大理石の列柱の中を闊かつ歩ぽするのは、ゲオルギアでともに戦った『大おお鷲わしのシッタス』である。

「はっはっは。ようベリス。俺もお前と同じ、宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエの隊長に任命されたぞ。俺の勇名が、ユスティン様の耳にも届いたらしい。次はどちらが先に昇進するか、競争だ！」

　ベリスは口元をほころばせた。彼が伏兵を準備している間に、ローマ軍の全面潰かい走そうを防いでくれたのは、この男である。ヒュパティオスに命令違反を責められたときも、かばってくれた。当初はベリスに突っかかるような態度を取っていたが、今では最も頼もしい戦友だ。

「そうか。では私が留守の間、このマルティヌスと協力してダフニ宮殿をしっかりと警護してくれ」

「おう、任せとけ……って、ベリス、お前、今、何て言った!?」

　口をあんぐりと開けるシッタスに、ベリスは説明した。

「就任早々だが、私はしばらく宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエを離れることになったのだ。私が巻き込まれた、劇場での一件は聞き及んでいるだろう？　首都長官テオドトス殿の下で、事件の調査に協力することになったのだ」

「え……俺はてっきり、またお前と同じ職場になるものと……」

「僕と一緒では不満だと言いたいのですね？」

　マルティヌスが、険しい顔つきでシッタスを睨にらみつけた。

「ベリス隊長。僕、やります。シッタス殿には、とても宮殿の警護なんて任せられません。万事この僕にお任せ下さい。シッタス殿は酒でも飲みながら女性の尻でも追いかけ回していればよろしい」

　妙に突っかかるような物言いに、ベリスは思わず問い返した。

「おぬし、何の話をしておる？」

「先日、僕はこのシッタス殿が泥酔して酒場から出てくるのを見ました。どこで知り合ったのか、美しい女の人と一緒でしたね。ずいぶんとデレデレして、見苦しいことこの上なかったです。酒を飲むなとは言いませんが、ローマの武人たる者、節度が必要なのではないですか」

「俺がどこで何をしようと、お前には関係がないだろう」

　シッタスが鼻はな白じろむと、ベリスは苦笑いして指摘した。

「ああ、そういうことか。おぬし、シッタスが美人と仲良くしていたのが妬ねたましかったのだな？」

「どういうことだ？」

「マルティヌスは、最近女性に振られてばかりでな。自分に自信をなくしておるのだ」

「この顔で、女に振られたのか？」

　マルティヌスの整った白い顔立ちを、シッタスは驚いた表情でまじまじと見つめた。

「こいつの顔なら、酒場に行けばいくらでも声をかけられるだろうに」

「ええ、酒場ではよく声をかけられますよ。ただし、薄汚いおじさんたちにね。中年男に『君、かわいいね』なんて言われてもまったく嬉うれしくないですよ」

「そ、そうか、それは気の毒だな」

　シッタスがたじろぐと、マルティヌスはぎろりと目を光らせて吐き捨てた。

「同情はいりません。宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエは僕が取り仕切りますから、シッタス殿は酒でも女でもお好きなように」

「何で俺がベリスの従者ごときに仕切られねばならんのだ！」

　シッタスが顔を赤くした。軍靴カリガで踏み締められ、大理石の床が悲鳴を上げる。マルティヌスは、意地悪く指摘する。

「分かってますよ。シッタス殿は、ベリス隊長と一緒に働きたかったんですよね？」

「ん？　そうなのか？」

　何気なくベリスが尋ねると、シッタスは力強く否定した。

「ち、違う！　そうじゃない！　おいベリス！　俺はお前と仲良く一緒にやろうとか、仕事帰りに一杯飲みに行こうとか、そんなことを考えていたわけではないからな！」

「分かった分かった。そんなにむきになることはないではないか。いずれにしても、これは公務なのだから私情を抑えてしっかりとやってくれ。頼んだぞ、二人とも」

　納得のいかない顔のシッタスである。マルティヌスも、不機嫌そうにそっぽを向いている。先が思いやられるな、と内心で頭を抱えるベリスだった。
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　ベリスはその足で市庁舎へと赴おもむいた。

　帝都の行政を司つかさどる首都長官を長とする機関である。首都長官は、地区行政官や主計官、検閲官、度ど量りよう衡こう管理官といった官僚たちを従え、治安維持、風紀の取り締まり、食糧の備蓄と配給、物価の統制などといった業務を行う。裁判所の裁判官たちや、沿岸警備隊も彼の指揮監督下にある。

「ベリサリウスと申します。ユスティン様の推薦により、長官殿の指揮下に入ります」

「許可する、入れ！」

　尊大に首都長官は命じ、ベリスは事件の対策本部へと入室した。

　現在の首都長官はテオドトスという中年の男で、やたらと大きな頭が特徴的な人物であった。「まるでメロンみたいだな」とベリスは思った。

　警備隊に所属する十五、六人ほどの男たちが集まっていた。死者こそ出なかったが、劇場で猛獣たちが人間に襲いかかるという衝撃的な展開が話題となり、世間での注目度は高い事件である。首都長官もかなり解決に力を入れているらしい。

　まず警備隊長が、事件の概要を隊員たちに説明した。事件に巻き込まれた当事者として、ベリスは隊長の言葉に補足を加えた。大半は隊員たちにとっても周知のことではあるが、改めての確認である。犯行に及んだ舞台係が逃亡中であること、事件の関係者からの調書が一通り取られていることなどが語られると、最後に首都長官がしめくくった。

「我々はこの一件を、劇団の踊り子テオドラを狙った殺人未遂事件であると断定した。奇跡的に犠牲者は出なかったが、帝都コンスタンティノポリスの歴史上、前例のない大胆な犯行である。必ずや逃亡中の下げ手しゆ人にんと、その背後にいる人物を捜し出すのだ」

　直接の実行犯は檻おりの鍵かぎに細工をした舞台係である。だが、彼が単独で犯行に及んだとは考えづらい。指示した人間がいるはずだ。

　首都長官が退席し、いったん休憩時間に入ると、ベリスに話しかけてきた男がいた。

「おい、あんた」

　警備隊の副隊長を務めているブーゼスという若者であった。昨日、劇場に真っ先に駆けつけて事態の収拾に当たったのは、この男である。いかにもやんちゃな顔つきで、警備隊というより、彼らに取り締まられる側の不良少年のような印象だ。

「ユスティン様の推薦で来たんだって？　メロンの野郎は、ユスティン様のことが嫌いだから、気をつけろよ」

　ベリスは苦笑いした。テオドトスの部下たちは、上司のことを密ひそかに「メロン」と呼んでいるらしい。皆、考えることは同じである。

「忠告、痛み入る。私はメロンの酢漬けが苦手でな。どうも苦みが強くていけない」

「同感だ。外側だけがやたらと硬くて、中身はスカスカだしな」

　そう言って、副隊長ブーゼスは豪快に笑った。どうやらテオドトスは、部下からあまり人望がないようである。

「あんたユスティン様のお気に入りなんだろ？　事件が解決したら、オレをユスティン様に推薦してくれよ。メロンの下で働くのはいい加減飽き飽きしてるんだ。いつも偉そうだし、手柄は横取りするくせに、失敗は下に押し付ける。オレはいつも奴の頭をカチ割る機会をうかがってんだ」

　そう言って、ブーゼスは剣を振り回すふりをした。ほう、とベリスは感心した。ブーゼスの身のこなしは、一見して素人しろうとのものではないと分かる。動作に無駄がなく、力強さと機敏さの均衡がとれている。

「おぬし、なかなかの使い手だな」

「だろ？　烈火のクーツェス、疾風のブーゼスの兄弟といえば、故郷のトラキアじゃあ知らねえ奴はいねえぜ」

「そ、そうなのか」

　自分はトラキア出身だが初めて聞いた、とは言い出せないベリスであった。

「いずれにしても、よろしく頼む。今回の事件を首尾よく解決することができれば、私としてもおぬしをユスティン様に推挙しやすくなる」

　警備隊の副隊長をさせておくには惜しい男かもしれない。戦場こそが、この男の真価を発揮できる場ではないだろうか。事件が解決したら、一度手合わせをしてみよう。ベリスはそう思った。







　──数日後の夜、ベリスはブーゼスに至急の呼び出しを受けた。入念な聞き取り調査の結果、一人の女が容疑者として浮上したのだ。ベリスが駆けつけると、ブーゼスはすでに警備隊を率いてその人物の邸宅を取り囲んでいた。貴族が住んでいてもおかしくない、中アト庭リウムのある立派な屋敷である。

「……あの、これは一体、どういうことでしょうか」

　中から出てきた女性を、ブーゼスの掲げる青銅製のランタンが照らし出した。長い赤毛の、高価な絹の服を着た美しい娘であった。

　険けわしい顔でブーゼスが彼女を睨みつけた。

「アンティオキア出身の踊り子、マケドニアだな？　お前をテオドラ殺害未遂の共犯者として逮捕する」
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　早朝に叩たたき起こされたプロックスは、不機嫌そうにベリスを睨にらみつけた。髪の毛はぼさぼさで、目は虚うつろだ。左肩から全身に巻き付けるように身に着けた黒い外ヒマテ套イオンは、裏表が逆になっている。朝から元気いっぱいのシアとは対照的である。

「眠い……何で俺が行かなきゃならないんだ」

「そう言うな。おぬしとシアは、事件の証人だ。来てもらわねば困る」

「今日はイチジクでも食べながら、アッリアノスの『アレクサンドロス東征記』を読むつもりだったんだがなあ」

　ぼやくプロックスは、パピルスを巻いた書ヴオル巻ーメンを手に抱えている。本当に本が好きなのだな、とベリスは苦笑いした。その横で、シアがきらきらと丸い瞳を光らせた。

「あたしはお二人にまた会えて嬉うれしいですよっ」

　警備隊詰め所の小さな部屋に、ベリスはプロックスとシアを招き入れた。被疑者の尋問に使う部屋である。壁に掛かっている粘土製のランプには、狐きつねと旅人の絵が描かれている。イソップ寓ぐう話わの一場面だろうか。

　中にいるのは、ブーゼスと、一人の若い女性だった。悄しよう然ぜんとして椅い子すに腰かけている彼女の美しい顔立ちは、長い赤毛の下でやつれているように見えた。無理もない。昨夜、彼女はブーゼスによって逮捕され、この小部屋で朝まで軟禁状態にあったのだ。

　ブーゼスが鋭い目つきで説明した。

「こいつはマケドニア。知っているかもしれないが、『緑プラ組シノイ』きっての人気の踊り子だ」

　帝都コンスタンティノポリスの住民は、『青組ベネトイ』と『緑プラ組シノイ』という二つの市民集団デーモスのいずれかに属している。競ヒツ馬ポド場ロームで行われる戦車競技の応援団を起源とする集団だ。

　戦車競技は、緑・青・赤・白の四台の戦車によって競われる。市民たちのこの競技への熱狂ぶりは凄すさまじく、特に緑と青への人気は過熱する一方だった。ついにはそれぞれの応援団が、政治にも大きな影響を及ぼす市民集団デーモスを形成するに至ったという次第である。劇場で見世物をする芸人や役者の劇団も、必ずどちらかに属している。

「ちなみにシアよ、おぬしの劇団は、どちらに属しているのだ？」

「あたしのところは、マケドニアさんと同じ『緑プラ組シノイ』ですよ」

「そうかそうか、庶民向けということだな」

『青組ベネトイ』は貴族や比較的裕福な市民から強い支持があり、『緑プラ組シノイ』はどちらかというと下層市民からの人気が高い。

「このマケドニアという女は、もともとはアンティオキアで名を馳はせていたが、昨年の『神の大いなる怒り』を機に、帝都へと移り住んだ。……間違いないな？」

　マケドニアは、静かに頷うなずいた。逮捕された当初は無実を訴えていた彼女だが、疲れ切ってしまったのか、ブーゼスの問いかけにおとなしく答えるようになっている。

　シアが、そっとベリスに耳打ちした。

「ベリスさん、ベリスさん。その『神の大いなる怒り』っていうのは……」

「ん？　ああ、我々キリスト教徒は、地震のことをそのように呼ぶのだ」

「ああ、やっぱりそうでしたか。あれは、大変な惨状だったみたいですね……」

　先年アンティオキアを襲った大地震は、ローマ帝国の歴史上、空前の被害をもたらした。人々は家の下敷きとなり、火が風に煽あおられて大火となり、教会、修道院、民家、集会所、その他ありとあらゆる建物が瓦が礫れきと化した。その日はちょうどキリスト昇天の記念日であり、市外からも多くの人々が集まっていたことから被害は拡大した。およそ二十五万人もの生命が失われたと言われている。かつてヴェスヴィオ火山の噴火で滅んだポンペイの街をはるかに凌しのぐ犠牲者を出したことになる。

　ブーゼスは話を続けた。

「あの惨さん禍かを逃れて帝都に移り住んだお前は、たちまち帝都で一番の踊り子になった。『神の大いなる怒り』で失った財産を、すべて取り返せるほどのな。だが、最近になって、お前にとって誤算とも思える出来事が起きた。エジプトで絶大な人気を博していた踊り子のテオドラが、ひょっこりと帝都に戻ってきたことだ。テオドラが妹のシアが属する劇団で新しい活動を始めると聞いて、お前は恐れた。自分の人気が、テオドラに奪われるのではないかとな」

「……」

「お前はテオドラを殺そうと考えた。劇団の舞台係を買収して、テオドラの舞台で使う猛獣の檻おりに細工をさせたのだ」

　ブーゼスの形相は険しく、今にもマケドニアを縊くびり殺してしまいそうである。

「舞台係にお前が金を渡していたのを見たと証言している者がいる。仕事柄、お前は劇場の舞台に昇降機があることも知っていたはずだ。犯行を計画できるのは、お前以外にはありえない。言い逃れできると思うな」

　目の前にいる女性がそのような大それたことをしでかす人物とは、ベリスにはとても思えなかった。だが、すべての状況は彼女が黒幕であることを示している。

「おい、お人よし」

　プロックスが、ベリスをからかった。

「あんた、『このようなか弱い女性が、まさかそんなことをするとは』などと思っているだろう」

「そ、そのとおりだが、悪いか？」

「甘いな。こういう一見、おとなしそうな女が、えげつない陰謀を企てるものなんだよ。怖いね、女の嫉妬ってやつは」

　そう言って、彼は大きなあくびをした。その背後で、不意に扉が開いた。甘い薔薇ばらの香りがベリスの鼻孔をくすぐった。

「……このようなことになって残念だわ、マケドニア」

　姿を現したのは、葡ぶ萄どう酒しゆ色の長い髪が鮮烈な、驚くほど美しい女だった。黄玉トパーズの瞳は妖よう艶えんな光で見る者を鋭く射抜く。挑発的な尖とがった鼻は高級遊女ヘタイラのようでありながら、柔らかそうな唇は聖母のような慈愛に満ちていた。両耳に美しい真珠のクロ耳飾りタリアをつけていたが、それは彼女の優美さと干渉することなく、むしろいっそう引き立てている。上質の巻衣キトンからしなやかに伸びた腕は白く、髪をかき上げる指は大理石のように滑なめらかだった。

　シアが瞳を明るく輝かせた。

「お姉ちゃん！」

「シア、あなたには本当に迷惑をかけたわね」

　優美カのリ女神スもかくやという美声でそう言って、女は伏し目がちにシアを抱き締めた。つまり彼女こそが、噂うわさのテオドラであろう。

　ふと、ベリスはテオドラと目が合った。吸い込まれそうな瞳に、ベリスは釘くぎ付づけになった。テオドラは神秘的な笑みを彼に返した。

「素敵な殿方でございますね。きっと、名のあるお方なのでしょう」

「い、いえ」

　なぜ緊張しているのか、ベリスは自分でも分からなかった。テオドラには女帝のような風格が備わっていて、ただいるだけでその場の雰囲気を支配してしまう存在感があった。

「私は、名もない一介の武ぶ辺へん者ものにすぎません。貴族でもなければ将軍でもありません」

「そうですか。でも……」

　テオドラは、艶やかな髪を揺らしながら静かにベリスに近寄った。

「私の見立てでは、あなたはいずれ、今よりもはるかな高みへと上り詰めますわ。それこそ、誰も届かないような高みに……」

　心臓が、どきりと高鳴った。一瞬、時が止まったかのような錯覚に、ベリスは陥おちいった。

「一体……何をおっしゃっている？」

「失礼。私、占い師もしているものですから。気になる方がいらっしゃると、つい将来を予言してみたくなるのです」

　悪魔のような、天使のような微笑を浮かべて、テオドラはそう答えた。

　ベリスは、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。テオドラが彼の傍そばを離れ、マケドニアのもとへ向かっても、彼はそのまま何もせずに立ち尽くしていた。

　まじまじと、プロックスが彼の顔を覗のぞき込んだ。

「ベリス、あんた、顔真っ赤だぞ」

「あれあれー？　もしかしてお姉ちゃんに一ひと目め惚ぼれしちゃいましたかあ？」

　妙に嬉しそうに、シアが冷やかした。

「そ、そんなわけがあるか！」

「そうか、あんたはああいう年上の妖艶な女が好みなのか。意外だな」

「断じて違う！」

　ベリスはむきになって否定したが、では自分がテオドラに対して抱いたこの感覚は何なのかと尋ねられると、自分でも答えられない。あるいは二人の言う通りなのかもしれない。

　一方、テオドラは、マケドニアへと近寄った。愁うれいを帯びた瞳で、寂しげにマケドニアへと声を掛けた。

「マケドニア。まさかこんな日がくるなんて、夢にも思わなかったわ」
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「……違う、わたくしは、何もしていない。本当に何も知らない」

　絞り出すように、マケドニアは声を上げた。

「信じて。わたくしに、あなたを殺すどんな動機があるというの？　あなたがアンティオキアに立ち寄ったとき、わたくしがあなたをどれほど親切にもてなしたか、忘れてしまったの？」

「そう。路銀を使い果たして途方に暮れていた私を、あなたは優しくもてなしてくれたわね。ユスティン様からいただいた銀の食器を使って……」

「ユスティン様！　そう、そうだわ！」

　マケドニアのやつれた顔に、ぱあっと光が宿った。

「ユスティン様にお取り次ぎ下さいまし！　あの方なら、分かって下さるわ」

　突然、主君の名前が出てきたので、ベリスはつい声をかけた。

「おぬし、ユスティン様と知ち己きなのか？」

「ユスティン様は、わたくしを皇こう妃ひにして下さるとおっしゃったわ」

　ベリスは、ブーゼスと顔を見合わせた。つまり彼女は、ユスティンと男女の仲であるということだろうか。

「ユスティン様は大変に多忙なお方だ。おそらく、おぬしにかまっている暇は……」

　そのときだった。開きっぱなしの扉の向こうから、複数の足音が聞こえてきた。護衛の者たちを引き連れ、緋ひ色いろの衣を翻ひるがえして現れたのは、噂のユスティンであった。

　ベリスは目を丸くした。まるで見計らったかのような登場である。

「ああ、ユスティン様！　やはりわたくしの無実を信じて来て下さったのですね！」

　マケドニアの期待は、だが、裏切られた。ユスティンは、マケドニアには見向きもしなかった。マケドニアなど目に入らないかのように、ユスティンはずっとある一点を見つめていた。

「ユスティン様。なぜこのようなところに……」

　そのベリスの声も、ユスティンの耳には入っていないかのようだった。ユスティンの双そう眸ぼうは──まっすぐにテオドラを見つめていた。

「お前がテオドラか？」

「初めまして、ユスティン殿下。それともこう言った方が的確ですかしら──未来の英雄帝、ユスティニアノス陛下」

　あからさまな追つい従しようの言葉に、ユスティンは、ふっと笑った。

「お前の顔を見に来たのだ。マケドニアが嫉妬したという、噂のテオドラの美び貌ぼうをな」

　驚きに包まれながら、ベリスはユスティンの顔を見つめた。万事に冷めた眼まな差ざしを向けるユスティンの瞳に、豊かな好奇の光が灯ともっている。

「それはそれは。恐縮でございます」

「噂通りの美しさだ。出身はどこだ？」

「生まれはこのコンスタンティノポリスの都ですけれど、私の父はキプロス島の出身ですの」

「キプロスだと？　なるほど、お前はキプキユロス女プリスというわけか」

　納得したように、ユスティンは笑った。キュプリスとは「キプロス出身の女」という意味の言葉だが、この島で生まれたとされる美の女神アフロディテの別称でもある。

「ここで出会えたのも、神の思おぼし召めしであろう。もっとお前の話が聞きたい」

「お待ち下さい、ユスティン様！」

　かすれた声を発したのは、マケドニアであった。

「わたくしです。マケドニアでございます。お忘れでございますか、ユスティン様」

「罪を犯すような人間を知ち己きとするほど、余の目は曇っておらぬつもりだが？」

　そっけなくユスティンは言い放ち、マケドニアは絶句した。

　冷然と彼女を無視し、ユスティンは再びテオドラに話しかけた。

「熱を出して舞台を降板したとのことだが、体調は戻ったのか？」

「はい。次の公演では、必ず私が主演を務めます。ぜひ一度、ユスティン様も、足をお運びいただければ……」

「いや。舞台の仕事は、もうやめよ。お前にふさわしい身分を、余が保障してやる」

　その意味は明らかだった。ユスティンは、テオドラの美貌を見み初そめ、寵ちよう姫きとして囲うつもりなのである。

「私は、しがない劇場の踊り子にすぎません。ユスティン様とは、とても釣り合いませんわ」

「かまわぬ。いや、むしろ今のお前の境遇が、お前自身の価値と釣り合っておらぬのだ。余がそれを正してやる。帝国のすべてを捧ささげでもせぬ限り、お前にふさわしい地位などはありはせぬであろう。それができるのは、世界でも余だけだ」

　冷徹なユスティンの口から出たとは思えぬ、情熱的な求愛の言葉であった。意外な成り行きに、ベリスは困惑した。

「何だか、話が妙な方向に進んでいるな」

　シアとプロックスだけに聞こえるよう、ベリスが声をひそめると、栗くり色いろの髪の少女は緑エメ柱ラル石ドの瞳を輝かせた。

「さすが、あたしのお姉ちゃんです。皇おう子じさまに見初められるなんてすごい！」

「いや、感心している場合ではないと思うが……」

　ベリスは苦笑いしたが、庶民にとっては、皇族の寵姫という立場は、目も眩くらむような地位である。シアが驚くのも当然であるといえた。

「なあ、プロックス。おぬしはどう思う？」

　だが、ベリスの問いかけに、返答はなかった。無言のまま、プロックスはユスティンとテオドラを見つめていた。

「プロックス？」

「ん？　ああ、すまん。考え事をしていた」

「そうか。ぼうっとしているなど、おぬしらしくないな」

　そう答えたベリスだが、プロックスが紫水晶の瞳で何を読み取っていたのか、彼には分かる気がした。テオドラからは、美しさだけでなく、何か得体の知れない、ただならぬ気配を察したベリスである。プロックスもまた、同じことを感じたに違いなかった。
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　翌日、事件はさらに進展があった。

　猛獣の檻おりに細工をした舞台係が、帝都の北部地区に水を供給する『アスパルの貯水池』に浮かんでいるのが、発見されたのである。ベリスが駆けつけたところ、彼はすでにこと切れていた。溺でき死しである。おそらくはマケドニアが逮捕されたことで、もはや官憲から逃げきれぬと悟って身を投げたものと思われた。

　正午、ベリスは警備隊詰め所を出て、ユスティンのいるダフニ宮殿へと向かった。

　マケドニアの逮捕と舞台係の死により、事件は終息へと向かっている。もはや首都長官テオドトスの下でベリスにできることはほとんどなかった。彼は警備隊の副隊長ブーゼスをユスティンに推挙しようと考えていた。

　今回、マケドニアという事件の黒幕を探り当て、逮捕に繫つなげたのは、ブーゼスの手柄である。『疾風のブーゼス』の異名通りの手際の良さであった。結果として、ベリスは大した貢献ができなかった。だが、ブーゼスという得がたい男を知己とすることができたのは、大いなる果実であるといえた。ユスティンの下で、彼はその能力を存分に発揮してくれることであろう。

　執務室の扉を開けると、ユスティンがいるはずの場所にカッパドキアのヨハネスが座っていて、気難しい顔つきでパピルスの束に何かを書き入れていた。

「ユスティン様のお姿が見えぬようだが？」

「今日は、まだお見えになっておらぬ」

　ベリスが問うと、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、ヨハネスが応じた。葦あしペンにインクをつけすぎたようで、パピルスにぽたぽたと黒いインクが垂れている。ヨハネスは舌打ちした。

「どこか、お身体からだの様子がお悪いのか？」

　パピルスをくしゃくしゃと丸めて、ヨハネスは吐き捨てた。

「あのテオドラとかいう踊り子の女と、この時間までまだ寝室で睦むつび合っておるのだ！」

　ベリスは啞あ然ぜんとした。

　ユスティンとテオドラがすでに男女の仲になっている。それは、まあいい。ユスティンはローマ帝国の事実上の皇太子であり、またその地位にふさわしい貴公子然とした容姿を備えている。好みの娘を我がものとするくらいは、お手の物なのであろう。だが。

　あの、どんなときでも仕事が最優先のユスティン様が、常に国家のことを考えているユスティン様が、仕事を放り出して女に夢中になるなど、そんなことがありうるだろうか。

「まったく、ふざけている。踊り子風ふ情ぜいにうつつを抜かすとは、ユスティン様も案外、俗物ではないか。やはり百年に一人の天才である私とは違って、ユスティン様もその程度の、つまらぬ男だったということだ。がっかりだな。貴殿もそう思うだろう？」

　ぎろりとした目で睨にらまれて、ベリスは立ちすくんだ。ヨハネスの言うことはもっともだが、上司たる人をそこまで悪あしざまに言うことはないではないか。うかつに同意するのは、はばかられた。

　取り繕うように、ベリスは咳せき払ばらいをした。

「ま、まあ、ユスティン様も聖人君子ではない、ということですかな」

「だいたい、ユスティン様は女の趣味が悪すぎる。女というものは、胸が膨らみかけたくらいの娘が一番よいというに」

「その意見には賛同しかねる」

　この男は危険だ、とベリスの直感が告げていた。将来、自分が結婚して娘が生まれるようなことがあっても、決してこの男にだけは近づけないようにしよう、とベリスは思った。

「いずれにせよ、一時の気の迷いであろう。ユスティン様のことだ。すぐにお気持ちを切り替えられて、また政務に励まれるに違いない。ところでヨハネス殿は、今どんなお仕事をなさっておいでか？」

　話を変える必要性を感じたので、ベリスは別のことを問うた。

「私の仕事か？　私の仕事ぶりを知りたいのか？　貴殿に理解できるかな？　いや、できぬであろうな。百年に一人の天才である私の壮大な構想を、凡人である貴殿に理解できるとは、とうてい思えぬ」

　もったいぶった言い方をしているが、実は話したくてたまらないのだろう。笑顔を見せて、ヨハネスは説明した。

「皇帝陛下はご高齢だ。そう長くはもたない。間もなく、ユスティン様の時代がやってくる。そのときに備えている」

　世の中に溜たまり切った膿うみを取り出すような社会制度の改革を、ユスティンは志こころざしている。ヨハネスを筆頭に、多くの人材がそのために集められていた。。

「法律、財務、軍事、宗教。あらゆる領域に、ユスティン様は切り込んでゆくおつもりだ。例えば法律については、法学者のトリボニアノス殿が責任者だ。百年に一人の天才である私には及ばぬが、トリボニアノス殿もまあ、九十年に一人くらいの逸材であるといってよいだろう」

　この自信家がそれほどまでに言うのだから、よほど優秀な人物なのであろう。

「私の担当は財務だ。ユスティン様の目標は、いにしえのローマ帝国の復興だ。そのためには、莫ばく大だいな戦費が必要だ。よって、抜本的な税制改革を推おし進める」

「公平な税制度をお願いしたいものですな。貧しい者が苛か烈れつに取り立てられる一方、金持ちへの課税が見過ごされるようなことがあってはならぬ」

「むろん、私の税制度は公平だとも」

　悪魔のような笑みを、ヨハネスは浮かべた。

「貧しき者からも、富める者からも、等しく公平に搾り取るのだ。ふふふ……」

　ヨハネスから距離を取る必要性を、ベリスは痛感した。やはり、この男は危険だ。

　執務室を退出して、ダフニ宮殿の廊下を歩いていると、『大おお鷲わしのシッタス』が手を振って合図をした。マルティヌスも一緒である。

「ようベリス。事件を見事に解決したそうじゃないか！」

「おめでとうございます。さすがですね、ベリス隊長」

「残念ながら、私は大したことはしていない。警備隊のブーゼスという男が……」

「これでまた、宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエに戻ってくるのだな！　俺は待ちわびていたぞ！」

　大声で、シッタスはベリスの声を遮った。

「いや、そうしたいのは山々だが、ユスティン様が執務室に顔を出しておられぬので、辞令が下りぬ。しばらくはまだ首都長官テオドトス殿の指揮下にいることになりそうだ」

「ええっ、そんな！　僕、シッタス殿のお守りはもうこりごりですよ！」

「俺の方こそ、口の悪いクソガキの相手は今すぐにでもやめたいわ！」

　相変わらず、険悪そうな二人の仲だった。

「年長者として、俺はこいつに色々とものを教えてやったのだ。ところがだな、俺の方がベリスよりも格上だということを、こいつはどうしても理解せん！」

「当たり前です。シッタス殿は、ベリス隊長の足下にも及びません」

「お前は本当に小憎らしい奴だな。そんなだから顔がいいのに女にもてんのだ」

「何だ、けっこう仲良くなっておるではないか、おぬしら」

「「どこが!?」」

　口をそろえて抗議する二人に、つい苦笑いしてしまうベリスである。シッタスは咳せき払ばらいをして、話を戻した。

「とにかく、お前の従者なんぞが相手では張り合いがない。早く戻ってくるのだぞ、ベリス」

「そんなに私と一緒に働きたいのか？」

「そ、そうではない。俺がお前とは格が違うということを、お前に知らしめてやりたいのだ。そのためには、同じ職場で働くのが一番だと思ったまでだ。ただそれだけだ」

　口くち髭ひげをいじりながら言うシッタスに、ベリスは口元をほころばせた。

「そうか。私はけっこう、おぬしと一緒に働きたいという気持ちを持っているぞ」

　ゲオルギアでは軍司令官ヒュパティオスの不興を買ってしまったベリスである。今はユスティンという後ろ盾があるが、それはそれで、イソップ寓ぐう話わでいう「ライオンの皮を被かぶった驢ろ馬ば」のようだと陰口を叩たたく者がいるのだ。シッタスのことは、宮中でも数少ない信頼できる人間だと思っている。

「機会があれば、酒でも一緒に飲もうではないか」

「お、俺はお前と酒を飲みに行きたいなどとは思っておらぬぞ！」

　なぜか、動揺しているシッタスである。

「いいか！　俺はお前と馴なれ合うつもりはないからな！　絶対にお前よりも偉くなって、いつかお前を顎あごでこき使ってやる！」

　競争心をむき出しにして、シッタスはベリスを睨にらみつけた。手ヴエル槍トウムを床に突き立てて、乾いた音を立てる。憤然として去っていくシッタスの後ろ姿を見やりながら、ベリスはマルティヌスに呟つぶやいた。

「なかなか面白い男だのう、シッタスは」
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　数日が経過した。大気は日に日に涼しくなり、夏は終わりを告げようとしている。

　ユスティンは未いまだに政務に顔を出さず、苛いら立だったヨハネスがベリスに八つ当たりするのは、もはや日課となった。

　仕方がないので、ベリスは警備隊の詰め所へ入り浸っている。事件のことは、もうブーゼスたちに任せておけばよいのだが、ユスティンがいないと宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエへの復帰の手続きもできない。

　その日は仕事を早めに切り上げて、ベリスはゼウクシッポス浴場にやってきた。昔ながらの、ローマ式の公衆浴場である。セプティミウス・セヴェルス帝によって建てられたこの建物は、帝国の新たな都の目玉として、コンスタンティヌス大帝によって全面改築された。温浴室、談話室、トレーニング場、中アト庭リウム、図書館などを兼ね備えた広大なこの施設は、市民の憩いの場であった。

「ああ、やはり風呂は心が癒いやされる……」

　温浴室の浴槽に浸つかり、発汗場で身体からだを休めていると、心地よさに、つい独り言が出た。たっぷり汗を流した後は、係の者に垢すストリり器ギリスで身体の表面に付着した汗や垢あかを擦こすり取ってもらい、全身に香油を塗り付けるのだ。これがまた格別で、自分がローマ帝国に生まれてよかったと心から思える瞬間である。

　扉が開いて、客が入ってきた。藍緑色の髪をした若い男の姿が、ベリスの視界の片かた隅すみに映った。その男は、ベリスを見るなり、「おっ」と声を上げた。

「こんなところであんたに出会うとはな」

　ベリスは顔を向けた。若者の正体は、プロックスであった。

「おぬしであったか。ここへは、よく来るのか？」

「まあな。俺は風呂はそれほど好きじゃないんだが、ここには図書館がある。ただで本が読める」

「おぬしらしいな」

　ベリスは笑った。プロックスは、彼の隣に座った。

「今は、どんな本を読んでいる？」

「ん？　今はアキレウス・タティオスの『レウキッペとクレイトフォン』だな。絶世の美少女レウキッペと恋に落ちた青年クレイトフォンを主人公とした、地中海世界の各地を舞台とする冒険物語だ。船が難破したり、盗賊に襲われたり、戦争に巻き込まれたりしながら、ついには愛を成就させるまでを描いている」

「ほう、面白そうだな」

「全然」

　プロックスの反応はそっけない。

「全編、ご都合主義の連続さ。所しよ詮せんは荒こう唐とう無む稽けいな作り話だな」

「そう思うなら、読まなければよいのに。おぬし、本当にひねくれ者だな」

「その本がいかに馬鹿げていてくだらないものなのかを説明するためには、ちゃんと読まなきゃいけないだろう？」

「いや、そんなにくだらない本なら、相手にしなければよい話ではないか」

　よく分からない男である。他に読むべき本はいくらでもあるだろう。

「で、あんたは何でこんな時間に風呂なんか来てるんだ？　ユスティン皇おう子じにこき使われて忙しいんじゃないのか？」

「それが……」

　ベリスは、ユスティンの現状を説明し、辞令が出ないため宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエへの復帰の手続きができないことを説明した。

「事件もほぼ解決しているというのに、歯がゆいことさ」

　額の汗を手で拭いながらベリスがそう言うと、プロックスは急にむっつりと黙り込み、顎に手を当てて何やら考え込むような素振りを見せた。やがて口を開いたプロックスは、思いもかけないことを言い出した。

「黒幕は、本当にマケドニアだったのか？」
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　目をしばたたいて、ベリスは藍緑色の髪の少年に問いかけた。

「おぬし、一体何を言う」

　今さら疑う意味が分からない。『一見、おとなしそうな女が、えげつない陰謀を企てるものなんだ』などと言っていたのは、プロックス自身である。

「確かに俺も、最初はマケドニアが黒幕で間違いないと思っていた」

　紫水晶の瞳が、鋭く光る。

「だが、ユスティン皇子を見るあのテオドラの目を見ただろう？　あの女は、ただ者じゃない。少なくとも、黙って誰かにしてやられるような女じゃない」

　ベリスは思い出す。テオドラと目が合った、あの瞬間を。彼女の瞳はすべてを吸い寄せるような深しん淵えんの中にあって、悪魔的な魅力で彼を釘くぎ付づけにした。

『私の見立てでは、あなたはいずれ、今よりもはるかな高みへと上り詰めますわ。それこそ、誰も届かないような高みに……』

　あの言葉が、忘れられない。おそらくは、ただの戯ざれ言ごとだろう。だが、彼女の神秘的な眼まな差ざしは、そう笑い飛ばしてしまうにはあまりにも鋭すぎた。

「テオドラはマケドニアに危うく殺されかけたが、運よく、たまたま助かった。助かったばかりでなく、偶然、それがきっかけでユスティン皇子と出会って見み初そめられ、その寵ちよう愛あいを受けるようになった。悪人のマケドニアは捕らえられ、めでたしめでたし……少し、話ができすぎていないか？」

「おぬし……」

　少年が一体何を言いたいのかようやく理解して、ベリスは呆ぼう然ぜんとした。高温の温浴室にいるというのに、彼の背筋を、うすら寒いものが駆け抜けた。

　天を仰ぐ。フレスコ画法による天井装飾が目に入った。朱色の枠の中に鮮やかな青が広がっていて、まるで本物の空のように見えている。エジプトから運ばれた青色カエル顔料レウムを贅ぜい沢たくに使っているのだろう。

「もしやテオドラこそが真犯人じゃないのか？」







「例の事件、黒幕はお前なのであろう？　テオドラよ」

　ユスティンはそう言って、杯の中の葡ぶ萄どう酒しゆを一気に飲み干した。

　少し離れたところに控えている若い宦かん官がんを呼びつけ、山羊やぎの角を模した杯を預ける。献ミニ酒ストラ係ートルを務める宦官はうやうやしくそれを受け取って、ユスティンとその寵ちよう姫きの邪魔にならぬよう、再び離れたところへと移動した。

　ユスティンとテオドラは、競ヒツ馬ポド場ロームに来ていた。帝都の市民たちが熱狂する戦車競技が、今まさに行われている。皇族専用の貴賓席から、二人は四頭立ての戦車が勢いよく駆けるところを眺めていた。

　十万人を収容する競ヒツ馬ポド場ロームは、ダフニ宮殿のすぐ隣にある。これは偶然ではない。歴代の皇帝は、戦車競技の熱狂的な支持者であった。それゆえ、いつでも競技が見られるよう、ダフニ宮殿を競ヒツ馬ポド場ロームの横に建設したのであった。それどころか、宮殿から競ヒツ馬ポド場ロームの皇帝貴賓席まで延びる直通の専用通路すら作られている。宮殿から一歩も外に出ることなく、戦車競技の観覧に赴おもむくことができるのだ。

　ユスティンの言葉に、テオドラは眉まゆをひそめた。

「これは異なことを仰おおせられます。殺されかけたのは、私でございますよ？」

「だが、お前は当日の朝になって突然、熱を出して主役を降板になったというではないか」

　愛する女に対してすら、裁判官のような険けわしい眼差しを向けるユスティンであった。

「それも怪しいものだ。本当に病だったのか？　最初からそのつもりだったのではないのか？　舞台係を買収し、自分自身を殺すための装置を作らせる。自分は直前に『熱を出し』て、代役を立てさせる。安全なところにいながら、殺されかけたかわいそうな被害者は自分だと主張できる。また別の誰かを買収し、マケドニアが舞台係に金貨を渡すところを見たと証言させる。これでマケドニアを陥おとしいれることができる。最後に舞台係を始末してしまえば、真相は闇に葬られる」

　何かを言いかけて、テオドラは沈黙した。下手へたな言い訳は、ユスティンには通用しない。その程度のことが分からぬ彼女ではないだろう。

「お前を責めているわけではない。動機を知りたいだけだ。マケドニアに濡ぬれ衣ぎぬを着せて追い落とすことが目的だったのか？」

「それもございます。私が帝都で一番の踊り子になるためには、彼女の存在が邪魔でしたから」

　美しい白い巻衣キトンに包まれた豊かな胸に手を当てて、テオドラは返答した。

「一番の目的は、私が『マケドニアが嫉妬して殺そうとするほどの女』であるとの噂うわさを立てることにございました」

　その言葉の意味をとっさに理解しかねて、一瞬、ユスティンは沈黙した。やがて意味に気付くと、ユスティンは声に出して笑った。

「なるほどな。余はまんまとお前に釣られたというわけか。恐ろしい女だな」

　まんざらでもなかった。これほど聡そう明めいで美しい女になら、欺あざむかれても不名誉にはならないだろう。そんな気すらするのだった。

　ユスティンは美を愛した。美しい女性、美しい花、美しい空、美しい街。世界は、調和のとれた美しい秩序の下で一つであらねばならなかった。それがユスティンの哲学だった。

　かつてアンティオキアの街に滞在していた際、ユスティンは踊り子のマケドニアを見初めて寵姫としていたことがあった。今のテオドラのように公然たるものではなく、密ひそかに呼び寄せて愛を交わしたのだが、それがマケドニアには不満だった。

「わたくしを、ユスティン様の妃きさきにして下さいまし！　そしてゆくゆくは、ローマ帝国の皇こう妃ひに！」

　甘美なひとときの後に、必ずその嘆願がなされ、ユスティンは興ざめした。マケドニアは見た目は美しいが、内面は醜い俗物であるように、彼には感じられた。愛情が、一気に失せていった。

「欲の深い女め。たかが劇場の踊り子のくせに、増長するな」

　ユスティンは彼女との関係を絶った。いかに見た目が美貌でも、彼の美の範はん疇ちゆうに、彼女はなかった。

　もう何年も前の話である。今になって、彼女と同じ踊り子の女を愛することになるとは、皮肉であった。

　不意に、ユスティンは競技会場アレーナを指差した。

「あの馬はいい」

　競技を控える馬の中に、ひときわ毛並みの美しい一頭を、彼は見み出いだしていた。全体的にがっしりとしていて、力もありそうである。

「さすがは『青組ベネトイ』だ。よい馬を選ぶ」

「私も『青組ベネトイ』をひいきにしておりますわ。『緑プラ組シノイ』なんて、実力もないのに街の娘たちにもてはやされて、滑こつ稽けいですわ」

「余もそう思う。まったくそのとおりだ。……が、お前は『緑プラ組シノイ』の踊り子だったではないか」

「だからこそ、です」

　テオドラは、静かに微笑ほほえんだ。

「私は『緑プラ組シノイ』の連中のように、弱者同士で傷の舐なめ合いをするがごとき生き方は、好みませんの」

『緑プラ組シノイ』の騎手は、庶民の英雄である。貴族や金持ち連中が支持する『青組ベネトイ』の騎手を何度も打ち破っているのが、痛快なのだろう。だが、『緑プラ組シノイ』の騎手がたまたま『青組ベネトイ』に勝ったからといって、その支援者にすぎない自分たちまで偉くなった気になるのは、笑止というべきであろう。そのような者たちと馴なれ合うことを、テオドラの気高い精神は好まなかったのだ。

　競技が始まった。戦車を曳ひく馬たちが力強く大地を蹴り付けて、砂すな埃ぼこりを巻き上げる。青、緑、赤、白。四色の四頭立て戦車が競技会場アレーナをのびのびと駆け抜けて、その姿に観客席は熱狂の声を張り上げた。

　折り返し地点を示す標柱で戦車が大胆なカーブを描くと、その声はひときわ激しくなった。『背骨』と呼ばれる中央分離帯をぐるりと巡るようにして、四台の戦車は競技会場アレーナを一周する。先に七周した戦車の騎手が勝者となる仕組みだ。

『背骨』の中央には、ひときわ大きく立派な石柱がそびえ立っている。深く刻み込まれたエジプトの神聖文字が美しい。古代エジプトのファラオ・トトメス三世が自らの戦勝を記念して造ったものだ。テオドシウス一世の時代に、テーベのカルナック大神殿から帝都に運び込まれた。

　予想通り、『青組ベネトイ』の戦車は圧倒的な力を見せつけて一等になった。騎手のポリュフィリオスが、立ち上がって観客の歓声と拍手に応えている。

「『青組ベネトイ』と言えば、あの青い鎧よろいを着たベリスという若者ですけれど」

「あの者が、どうかしたか？」

　宦官が、胡桃くるみをたっぷり載せたガラスの器を持ってきた。ユスティンは一つつまんで、口の中に放り込んだ。

「実によく澄んだ瞳で、あなたを見つめていましたわね。あなたのことを、心から敬愛している様子でしたわ」

　そう言って、テオドラはユスティンの耳に顔を近づけた。

「『今のローマ帝国は腐り切っている。余はこの世の中を立て直し、いにしえのローマ帝国の栄光を復活させたい。そのためにはお前の力が必要なのだ』」

　ユスティンの声こわ色いろを真似まねて、テオドラは囁ささやいた。驚いて、ユスティンは彼女の顔を見つめた。ラテン語でこそなかったものの、テオドラの囁きはユスティンが以前ベリスに告げた言葉と、ほとんど同じ内容だった。

「おおかたそんなことを言って、彼を抱き込んだのでございましょう？　あの純じゆん朴ぼくな若者は、あなたの名演説に感激の涙を流して、あなたへの忠誠を胸に刻んだというわけでございますね？　ふふ、ずる賢いお方」

「……噓うそは言っていない」

　実際、彼は今の帝国の現状を許しがたく思っていた。政治の分からぬ無学な皇帝、ただ上から与えられたことのみを淡々とこなすだけの無気力な役人、自らの無能さで味方の兵士たちの生命いのちを無駄に散らす軍人、賄わい賂ろをむさぼる聖職者……。彼らを一掃し、規律と秩序と活力ある社会を実現させたい。そう思う心に、偽りはなかった。

　だが一方で、彼には決してベリスには見せない側面もあるのだった。『ローマ帝国の輝きを再びよみがえらせた、偉大なる皇帝』として、彼は歴史に自らの名を刻みたかった。最も神に近い存在として、アレクサンドロス大王やユリウス・カエサルを凌しのぐ英雄として、民の崇拝を受け、列国の王を跪ひざまずかせ、世界のあらゆる民族を従えてみたかった。

　そのような不ふ遜そんな野心を、ベリスの純粋な心は嫌うであろう。ゆえに彼は、ベリスの前では理想的な上官を演じるよう、常に心がけているのである。

　そのことを、テオドラはいともたやすく見抜いてしまった。恐ろしく頭の切れる女である。

「ベリスはあなたの役に立ちますわ」

「お前が言うなら、そうなのであろうな」

　自分がテオドラにすっかり心を許してしまっていることに気付いて、ユスティンは驚いた。彼は今まで、誰にも心を許さずに生きてきた。ただの「農夫の息子」から、彼が突然「皇帝の甥おい」になりおおせたとき、周囲の人々は急に彼に対する態度を変え、おべっかを使い、こびへつらうようになっていた。

「人間の本性とは、かくも醜く、あさましいものなのか」

　そう思い、そう思う自分自身をも、ユスティンは嫌悪した。彼もまた、同じ立場に立たされれば、彼らと同じ反応をしたに違いないのである。

　気が付くと、誰にも心を許さない、誰も信じない人間になっていた。それでよい、と彼は思っていた。カッパドキアのヨハネス、法学者トリボニアノスらを腹心にしているのも、その現れである。ヨハネスは傲ごう慢まんで敵が多く、トリボニアノスは金に汚い。だが、能力があれば、それでよい。どうせ人間など、所しよ詮せんはその程度のものなのだ。

　だが、テオドラならば、その心の醜さも含めて、すべてを許せる気がした。極端な話、いつかテオドラに裏切られ、寝首をかかれることがあったとしても、それすらも受け入れられるような気分になっていた。それだけの価値を、彼はこの踊り子の女に見出したのである。

「一つだけ、解げせないことがあるのだが」

　競技会場アレーナでは、次のレースが始まろうとしていた。

「お前の美貌、お前の才知があれば、放っておいてもいずれはマケドニアを凌ぐ評判を得ることができたであろうに、なぜあえてあのような危険な真似をした？」

「私には時間がありませんでした」

　驚いて、ユスティンは顔を上げた。テオドラが何か不治の病を患ってでもいるのかと思ったのである。そうではなかった。

「皇帝陛下は、すでにご高齢。ユスティン様が後を継いで皇帝となられるのは、時間の問題でございました。そして、新たに皇帝となるお方が、いつまでも独身であるはずがございませんでしょう？」

「最初から余の妃となるつもりだったのか？」

　身分の高い者なら、誰でもよかったわけではない。当初からユスティンだけに、テオドラは狙いを定めていたのである。

「私を満足させられる男は、地上にただ一人、ユスティン様だけでございますよ」

　ユスティンは、苦笑いした。テオドラの大胆さ、そして勝負運の強さに、舌を巻く思いだった。

「よかろう。お前を、ローマ帝国の皇妃にしてやろう」







「おぬし、そんなことを考えておったのか」

　テオドラこそが、テオドラ殺害未遂事件の黒幕である。マケドニアは、テオドラにはめられたにすぎない。そう主張するプロックスに、ベリスは呆あきれて首を振った。荒こう唐とう無む稽けいな作り話、と先ほどは今読んでいる本を馬鹿にしていたが、プロックスの方こそ、想像力を明後日あさつての方向に広げすぎなのではないか。

　ベリスの全身から、どっと汗が噴き出した。温浴室に長くいすぎたせいもあるだろうが、それだけではなさそうだった。

「そんなことが、あるはずがなかろう。おぬし、テオドラを……いや、テオドラ様を侮辱する気か？」

「テオドラ『様』ときたか」

　皮肉たっぷりに、プロックスは口元を吊つり上げた。

「劇団の踊り子の女が、一夜にしてすごい出世だな」

「ユスティン様の覚えめでたきお方だ。これからは、そうお呼びするのが妥当だろう」

「やっぱりあんた、テオドラに惚ほれてるのか」

「ば、馬鹿を言うな！」

「ほら、また顔が真っ赤になった」

「それは温浴室に長時間おったからだ！」

　プロックスの指摘は、言いがかりである。その証拠に、プロックス自身も顔が真っ赤になっている。誰でも温浴室に長時間いればそうなるのだ。それだけの話である。

「まあ、主君と女を取り合う甲斐かい性しようはないわな、あんたには」

　どうしてこの男は、いちいち癪しやくに障るようなものの言い方をするのか。

「おぬしこそマケドニアに惚れているのではあるまいな？」

「……は？　馬鹿か、あんたは。俺は冷静な分析に基づいて、一番合理的と思われる仮説を立てているだけだ」

「では、おぬしは自説をきちんと証明できるか？　誰にも明らかな、客観的な形で、証拠をつきつけることができるか？」

「そ、それは……」

　プロックスにしては、歯切れが悪い。ふてくされたように、彼は吐き捨てた。

「もういい。あんたに相談しようと思ってたことがあったんだが……やめた。俺は、俺のやり方でやらせてもらう」
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　何だって俺が、こんなことをしているのか。

　プロックスは、自分に問いかけた。自分でもよく分からない。ベリスにあんなことを言ってしまった以上、引くに引けなくなってしまったというのはある。だが、自分はそこまで他人に親切をしてやるような人間だっただろうか。

　とはいえ、誰もがマケドニアが黒幕だと信じて疑わない以上、自分が動くしかない。無実の人間が処刑されるのを黙って見ているのは、さすがに後味が悪い。

　人々が寝静まった深夜になって、プロックスは行動を開始した。月明かりだけを頼りに、マケドニアが囚とらわれている警備隊の詰め所に、彼は忍び込もうとしているのだった。

　忍び込んで、どうするのか。プロックスに彼女を救出できる当てなど、ほとんどない。彼は密偵でも盗賊でもない。行ったところで、何もできずに回れ右をして帰るしかないのではないか。自分はここまで行き当たりばったりの性格だっただろうか。

　一応、助け出した後の計画は練ってある。だが、そこに至るまでの道筋は、運を天に任せるしかない。

　塀を何とか乗り越えて、プロックスは詰め所の敷地内に侵入した。草むらの中に身を隠し、様子を窺うかがう。すると、何者かの靴音が、こちらへと近づいてきた。

「官憲か……って、げっ……ベリス!?」

　ランタンを左右に向けながら辺りを見回しているのは、群ぐん青じよう色いろの板クリ金バニ鎧オンを着た堅物の青年であった。よりにもよって、である。

　ベリスは、まだ警備隊に籍を置いているはずだ。事件がこれだけ早く収束に向かうとは予想していなかったので、任期が残っているのである。

　あくまでも「テオドラ殺害未遂事件」のための増員として、ベリスは警備隊に派遣されたのであり、夜の見回りのような通常の警備隊の任務は免除されているはずだ。だが、生き真面目まじめなベリスは、そのような理由で楽をすることをよしとしなかったのだ。

「あの野郎、何だってこんなところに」

　プロックスが塀を乗り越えるときに出したわずかな音を耳にして、様子を見に来たのであろう。奴のことだ。プロックスが潜むこの草むらの中まで、几き帳ちよう面めんに確認するに違いない。

　まずいことになった。この状態でベリスに見つかれば、言い訳できない。

　不意に、囁き声がプロックスの耳に入ってきた。

「こっちにやって来ますね、ベリスさん」

「そうだな……って、シア!?　お前、こんなところで何をしている!?」

　いつの間にか隣で一緒になってしゃがみこんでいるのは、緑エメ柱ラル石ドの瞳が印象的な、曲芸師の少女である。いたずらっぽい笑みを浮かべて、シアはプロックスの口を手で塞ふさいだ。

「しっ。話は後です。今は、ベリスさんをやり過ごさないと」

　プロックスがつい驚きの声を上げてしまったので、ベリスに勘付かれたようだ。ランタンを突き出しながら、ベリスはゆっくりとこちらに向かってくる。

「大丈夫です。ここはあたしに任せて下さい」

　何が大丈夫なものか。そう思ったが、他に手がない以上、彼女の言う通りにするしかない。プロックスは押し黙って、ベリスがやってくるのを待ち受けた。

　気付かずに去ってくれ、とプロックスは祈ったが、ベリスはランタンを二人のいる草むらの方へと向けた。やはり、ベリスの警備には抜かりがない。草むらも、二人の姿を完全に隠すことはできない。ベリスと目が合った、ような気がした。

　まずい、と思ったそのとき、シアが身を乗り出した。すうっと息を吸って、

「にゃーん」

　猫の真似まねをした。

　表情や仕草まで、そっくり猫を真似ている。

　プロックスは脱力した。ふざけているのか。そんなもので、ごまかせるはずがない。

　だがベリスは、

「何だ、ただの猫か」

　納得したような独り言を呟つぶやいて、回れ右をした。

　プロックスは、啞あ然ぜんとした。ベリスが過ぎ去るのを待ってから、彼は口を開いた。

「え……!?　何だ、今のベタベタなやり取りは!?　いくらベリスがバカでマヌケだからって、いやまさか、そんな……」

「言いましたよね？　あたし、魔術が使えるって」

　そういえば、居カウ酒ポー屋ナでそんな話をしていたような気がする。ただの冗談だと聞き流してしまったが、まさか本当にそうなのか。

「『埋まい伏ふくの奇術』は、盗賊たちの守護神でもある、ヘルメス神の三つの力のうちの一つです。追っ手に追われてしまっても、この力でやり過ごせます。誰もあたしたちに注意を向けなくなるんです。便利でしょう？」

　便利どころではない。この力が本物であるとすれば、ギリシャの神々こそが真の神であり、キリスト教の神は偽者であるということにもなりかねない。ローマ国民の宗教観が一気にひっくり返るような事態である。絶句して、プロックスはシアの顔をまじまじと見つめた。

「プロックスさんでも、びっくりすることってあるんですね」

　にこにこと無む邪じや気きに笑う。吞のん気きなものだ、とプロックスは思った。

「そりゃそうだ。そんなことを聞いて驚かないのは、ただの馬鹿だ。そんな力があれば、何だってできるんじゃないか？」

「無制限に使える力ではないんです。あまり使いすぎると、『ちょっとは遠慮せい』ってヘルメス神が機嫌を損ねて、しばらく使えなくなるんです。でも、今は非常事態ですから、ばんばん使っていきましょう」

「で、お前は何だってこんなところにいるんだ？」

　頭の整理が追い付かない。プロックスに気け取どられずにすぐ隣までやってきたのは、これも『埋伏の奇術』とやらの賜たま物ものだろう。だが、そもそもなぜシアはプロックスについてきたのか。

「マケドニアさん、無実なんですよね？」

「気付いていたのか」

「あの猛獣さんたち、普段は優しいんです。檻おりから出たからといって、いきなり人を襲うような子たちじゃないんです」

　猛獣たちが檻から出てきたとき、シアはすぐに逃げなかった。プロックスは、単にシアがどんくさいだけだと思っていたが、まさか自分が襲われるとは思っていなかったのだろう。言われてみれば、劇団の猛獣は人を襲わないように訓練されているはずである。

「お姉ちゃんが、狂気の神ディオニュソスの力を使ったとしか思えないです」

「テオドラの奴も、魔術を使うのか？」

　もしやユスティンを誘惑したのも、魔術の力によるものだろうか。そう考えたプロックスだが、シアの答えは違った。

「お姉ちゃんはあまり魔術は得意じゃなくて、人間の心を動かすようなものは使えないはずです」

　意外である。テオドラにも、苦手なものはあるのだ。

「お姉ちゃんは何でもできる人ですけど、だからこそ、ですかね。ほら、美人すぎて女神さまに嫉妬されたり、頭が良すぎて神々に憎まれたりする人、よく神話に出てくるじゃないですか」

「あー、なるほどな。機はた織おりの勝負でアテナ女神に勝ってしまったばかりに蜘蛛くもに変えられてしまった、アラクネみたいなものか」

「ディオニュソス神が授けてくれる魔術には、『錯乱の狂術』『酩めい酊ていの秘術』『誘惑の迷術』の三つがあるんですけど、お姉ちゃんが使えるのは、最初の『錯乱の狂術』だけ。それも、力が弱いので動物にしか効きません」

　神々の魔術を継承する家系に生まれながら、しかしテオドラはそれを上手うまく使いこなすことができなかった。テオドラも、劣等感にさいなまれたりしたのだろうか。

「まさか、お姉ちゃんがそんなことをするはずないって、ずっと自分の考えを否定していたんですけど、マケドニアさんに実際にお会いして、ああやっぱりそうなんだって。こう言ってはあれですけど、そんな大それたことができるような度胸のある人だとは思えませんでした」

「つまり、テオドラの方がよほど、大それたことができる度胸があると？」

「……はい」

　そんなことを考えていたのか。プロックスは驚いた。あのとき、シアはそんな様子をおくびにも出さず、明るく振る舞っていたはずである。

　詰め所の外壁を見て回ると、出入りができそうな窓が見つかった。身のこなしの素早いシアがまず中に入り、ついでプロックスが、彼女に助けられながら窓をくぐった。

　中は薄暗いが、窓から月明かりが漏れているので、どうにか様子が窺える。人のいる気配もするが、シアの『埋伏の奇術』の効果がある。

「よほど大きな音を立てない限り、気付かれたりはしないですよ」

　シアは断言した。今は、その言葉を信じるしかない。抜き足で、二人は奥へと進んだ。

「きっとこの部屋ですね」

　一番奥にある扉の前で、シアは立ち止まった。その扉だけ、鉄の錠前がついている。

「何とかなりそうか？」

「たぶん」

　シアは腰に下げた革袋の中から針金を取り出した。それを鍵かぎ穴あなに入れ、銀の腕輪に何度も触れながら回す。

「ヘルメス神の二つ目の力、『盗賊の巧こう術じゆつ』を使います。手先が器用になるので、物をすり取ったり、こうして鍵をこじ開けたりするのに便利なんです。あっ、でもあたしは泥棒さんじゃないですよ？」

　すぐに、かちゃり、という音がした。

「開きました！」

　シアが緑エメ柱ラル石ドの瞳を輝かせる。頷うなずいて、プロックスが扉を開ける。

「ごめんくださーい。マケドニアさん、いますかあ？」

　友達の家に遊びにでも来たような、緊張感のないシアの声である。返事は、すぐには来なかった。プロックスが中を覗のぞくと、暗闇の中で、壁に吊つり下がった二つ灯心のランプの光に照らされて、やつれた女が怯おびえたような顔でこちらを見つめていた。間違いなくマケドニアなのだが、先日よりもやけに老け込んで見えるのは、監禁生活が続いたせいだろう。

「あなた方は……」

「俺はプロックス。こいつはシア。あんたを助けに来た」

　そっけなく、プロックスは言った。ことさらに無愛想になったわけではなく、時間が惜しかったのである。

「ああ、確か先日の……」

「事情は後だ。とにかく、行くぞ」

　マケドニアの手を引いた。さすがに名を馳はせた踊り子だけあって綺き麗れいな手をしている、とプロックスは思った。

　侵入したときと同じ窓から、建物の外に出ることにした。身体からだが柔らかいマケドニアは自分の力だけで難なく窓を飛び越えていく。三人は、さらに塀の上によじ登って、敷地外へ脱出した。

「北へ向かうぞ」

　プロックスは宣言した。街中に逃げるとしたら西だが、追う側の官憲も同じことを考えるだろう。人通りの少ない小道を、三人は走った。

「ヘルメス神の三つ目の力『健脚の駆術』を使います。速く走れるようになります」

　シアが、プロックスにそっと囁ささやいた。身体が軽くなったような気がした。

　やがて金角湾に臨む、北のネオリオン港までやってきた。大型商船や軍船ドロモンが行き来する南のユリアヌス港、テオドシウス港とは違い、小さな漁船や対岸への渡し船が使う、ささやかな港である。真夜中の今は人影も見えず、カモメだけが愛らしい鳴き声で出迎えてくれた。

「ここまで来れば、しばらくは大丈夫でしょうか」

　真っ黒な海を見渡しながら、シアが言った。長時間走り続けたにもかかわらず、まったく息が乱れていない。何とも元気いっぱいの少女である。マケドニアはかなり疲れているようだが、実のところ一番息を切らせているのはプロックスだった。いつも本ばかり読んでいるからそうなるのだ、たまには身体を鍛えろ、とベリスならば説教するに違いなかった。『健脚の駆術』の力がなければ、その場にへたり込んでしまっていただろう。

「お二人とも、ありがとうございます。どんなに感謝しても足りません」

「俺は別に、大したことはしていない」

　ここまでマケドニアを連れてくることができたのは、ほとんどシアのおかげである。

「一つだけ確認したいんだが、あんたは本当に無実なんだな？」

　プロックスが問いかけると、マケドニアは恥じ入るように下を向いた。

「わたくしも、純真無む垢くの人間ではありません。多くの人を蹴落とし、自じ堕だ落らくな快楽に身を委ゆだね、傲ごう慢まんと貪どん欲よくを伴はん侶りよとして生きてきたような女です。神は決して、わたくしをお許しにはならないでしょう」

　そこで言葉を区切り、マケドニアは顔を上げて、決然として断言した。

「ですが、今回の事件に限っては、わたくしはまったくの無実です」

「分かった。あんたの言うことを信じる」

「ありがとうございます。あなたは、とてもよい人なのですね」

「は……!?　ばっ、何言ってやがる」

　よい人と言われて、プロックスは動揺した。

「俺はお人よしだからあんたを信じるわけじゃない。俺の明めい晰せきな頭脳が、あんたはシロだと告げているんだ。そこを勘違いするな」

「いえ、あなたはとてもよい人です」

「断じて、違う！」

「あの……そんなことで言い争ってる場合じゃないと思いますけど」

　シアの言うことも、もっともである。はっとした様子で、マケドニアは唇に手を当てた。

「そうでした。これから、どうしたらいいのでしょう」

　今頃、詰め所は大騒ぎのはずだ。すぐに官憲が招集され、帝都中でマケドニアの捜索が行われるだろう。

　帝都に留とどまるのは危険だ。だが、外に出ようにも、高さが三十ペース（約九メートル）以上、長さが四五スタディオン（約八・一キロメートル）、金角湾からマルマラ海まで続く三重構造のテオドシウス城壁が行く手を阻はばんでいる。

　城壁を乗り越えるのは、ほとんど不可能だ。では、五つの門のどれかを突破できないか。それも難しい。いずれも衛兵が厳重に見張っているし、夜は固く閉じられている。

　だが、今後については、プロックスに計画があった。

「城壁を越えることは無理でも、海を渡ることはできる」

　帝都コンスタンティノポリスは、北、東、南の三方を海に囲まれている。特に、北は金角湾を隔ててガラタ地区と呼ばれる陸地に臨んでいる。小舟を使って脱出することは可能だ、とプロックスは判断していた。

「人を雇っている。昨日、居カウ酒ポー屋ナで知り合った傭よう兵へいだ。何かと器用な奴みたいだから、あんたの助けになると思う」

「さすがプロックスさん。準備がいいですね」

「はあ？　こんなことくらい普通だろ」

「もうっ、素直じゃないですね。褒ほめてるんだからそのまま受け取っておけばいいのに」

　助けてくれる人がいると聞いて、だが、マケドニアはむしろ不安を覚えたようだった。

「信頼してよい方なのでしょうか」

「たぶんな。あんたのことを、よく知っているという話だから」

　マケドニアは、不思議そうに小首をかしげた。

「わたくしに、傭兵の知り合いなどおりましたでしょうか……」

「それはあんまりじゃない。私の顔を見忘れたかしら？」

　背後から、声がした。現れたのは、革かわ鎧よろいを着た女である。短い朱色の髪と、煌こう々こうと光る赤しやく銅どう色いろの瞳、それに波打つような豊かな胸が印象的な美女であった。

　女の姿を見て、マケドニアは驚きの声を上げた。

「あなたは……アントニーナ！」

「ずいぶんと久しぶりね、マケドニア」

　女傭兵のアントニーナであった。ゲオルギアでは勇将シッタスとともにしんがりを務め、今は帝都で羽を休めている。

　実はアントニーナもまた、かつては『緑プラ組シノイ』の踊り子であった。三年前までは、『帝都で一番人気の踊り子』といえば、マケドニアでもテオドラでもなく、彼女のことを意味したのだ。マケドニアも彼女の評判は耳にしており、故郷アンティオキアから帝都へと出張巡業した際には、共演したこともある仲であった。

　アントニーナは美び貌ぼうだけでなく、芸も一流のものを持っていた。だが思うところがあったのか、彼女は突然踊り子を辞めて、傭兵隊へと身を投じたのである。

　人々は驚いたが、もともとアントニーナは剣舞を舞わせれば並ぶ者なしと言われた剣術の名手なのであった。平和な街での暮らしよりも、戦場での刺激の方を、彼女は求めたのだった。

　豊満な美女の姿に、シアが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ええっ、まさか、師匠!?」

「あら、よく見たら、シアじゃない。どういう取り合わせ？」

　シアもまた、アントニーナとは知ち己きであるらしい。奇遇なことだ、とプロックスは思ったが、そもそもシアは劇場の曲芸師である。かつて踊り子をしていたアントニーナと面識があるのは、むしろ当然であるといえた。

「何だ、師匠って」

「アントニーナさんは、あたしのお師匠なんです」

　踊り、無パン言トミ劇ーモス、曲芸。あらゆる技に通じた芸達者であったアントニーナは、劇団の中で養われていた幼いシアに、自分の知っている知識や技術を教えてくれたのだという。

「『これだけは誰にも負けないという芸を身につけなさい。そうしたら、あんたは一生食いっぱぐれることはないわよ』」

　アントニーナの声こわ色いろを真似まねて、シアは笑った。どうやら彼女は物真似ミーモスの芸も得意らしく、かなり似ている。あのふざけた猫の鳴き真似の主と同一人物とは思えない。

「そう言って、師匠はあたしに何でも教えてくれましたよね。あたしの今があるのは、師匠のおかげだと思っています」

「ふふ、嬉うれしいことを言ってくれるじゃない」

「師匠はどこかの戦場に出て野垂れ死んだって、お姉ちゃんから聞いてたんですけど、生きてたんですね！」

「……テオドラったら、いい加減なことを」

「師匠。実は、あたしのお姉ちゃんは……」

「うん、聞いてる」

　どう反応していいか分からないという顔をして、アントニーナはため息を吐ついた。彼女はテオドラの先輩でもある。テオドラが帝都を出てエジプトのアレクサンドリア市での巡業を始めたのは、踊りや芸ではアントニーナにかなわないと判断したためであるらしい。

「テオドラも出世したものね。私も素敵な相手を見つけて、いい暮らしがしたいわあ」

　アントニーナは肩をすくめた。彼女ほどの美女なら、いくらでも男が寄ってきそうなものだが、男なら誰でもいいというわけでもないのだろう。それとも、美女であるだけに、近づいてくる男どもの下心が見え透いてしまうということなのだろうか。

「傭兵になったというのは、本当だったのですね。驚きました」

　マケドニアは、女でありながら傭兵隊に身を投じるということが、いまいち吞のみ込めていないようだった。

「わたくしも剣舞の経験がありますが、それが実際の戦場で活いかせるものだとは思いません。舞いと実戦は、まったく別のものだと思います」

「でも私の場合は、そのまま実戦で通用してしまったのよね」

　腰に下げた二本の剣を、アントニーナは照れくさそうに見下ろした。

「あるとき私は、うっかり剣で人を傷つけてしまったの。危うく牢ろう獄ごく行きになるところだったんだけど、現場にいたさる軍の高官が、私に声をかけてくれたのよ。その剣の腕を無駄にするのは惜しい、傭兵隊に入らないか、そうしたら不問にしてやる、ってね。気付いたら、客の歓声よりも敵の血ち飛沫しぶきの方に興奮するような女になっていたわ」

「まるで現代のゼノビア女王、ですわね」

　かつて武名で名を馳せた異国の女王の名前を、マケドニアは持ち出した。苦笑いして、アントニーナは海の方へと視線を移した。

「そろそろ行きましょうか。小舟が準備してあるわ」

「おう、頼んだぞ、アントニーナ」

「私に任せて。マケドニアは、無事に逃がしてあげるわ」

「アンティオキアまで行けば、当てはあります。今は地震で街が崩壊して大変なときですけど、皆さんと助け合って生きていければ、と思います」

　それがよいだろう。官憲も、まさかアンティオキアまでは追ってくるまい。追ってきたとしても、アンティオキアにはマケドニアの味方になってくれる人が、幾人もいるのだろう。

「最初から、そうすればよかったのです。街のみんなが困っているときに、わたくしは彼らを見捨てて自分だけ帝都でいい暮らしをしていた。今回のことは、それに対する神の罰だと思うことにします」

　アントニーナは桟さん橋ばしまで歩いていく。係留してある小船に乗り込み、マケドニアを手招きした。

「よろしくお願いします、アントニーナ。あなただけが頼りです」

　初めて微笑ほほえんで、マケドニアはアントニーナの手を取った。
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　小舟が見えなくなるまで、プロックスはシアとともに見送った。

「これで、一件落着、ですね！」

　波のない静かな海を眺めながら、シアは手を叩たたいて、声を弾はずませた。その動作にぎこちなさを感じて、プロックスは首を振った。

「違うだろ」

　シアは事件の真相にずっと気付いていながら、ことさらに明るく振る舞っていたのだ。今だってそうに違いない。

「そうじゃないだろう。少なくとも、お前にとっては」

「……え？　プロックスさん、一体、何を……」

「無理をするな。つらいときに、無理して笑うな。そんなのは馬鹿のすることだ」

　シアの頰ほおを、一筋の涙がこぼれた。

「あ……」

　テオドラの代役が殺害されるように仕組んだのは、テオドラ自身だった。ということは、シアは姉であるテオドラに殺されかけたということになる。

　代役がシアに決まったのは、当日の朝だった。だが、シアになるかもしれないと、予想することくらいはできたはずだ。それでも構わない、とテオドラは判断したということだ。

　涙を拭いながら、シアはしょんぼりと俯うつむいた。

　プロックスは、黒い外ヒマテ套イオンを脱いでシアの肩に被かぶせた。シアは丈の短い水色の上衣パルラを着ているが、腕はむき出しである。まだ秋の本格的な到来には早いが、夜風は冷たく感じられることだろう。

「寒いだろう。これでも着ていろ」

「ありがとうございます。やっぱり、本当は優しいんですね、プロックスさん」

「ばっ……。違う、走りすぎて暑かったから、不要になっただけだ」

　ぶっきらぼうに言った途端、プロックスは鼻に違和感を覚えた。次の瞬間、

「へっぷし」

　特大級のくしゃみが、彼の口から飛び出した。栗くり色いろの髪を揺らして、シアが笑った。

「もう、プロックスさんたら、意地っ張りなんだから」

「い、今のは、鼻がむず痒がゆくなっただけだ」

「『無理をするな。そんなのは馬鹿のすることだ』」

「てめえ」

　シアの物真似ミーモスは、相変わらずよく似ていた。拳こぶしを振り上げるプロックスに、シアはぴたりと身を寄せた。

「こうやって、身体からだを寄せ合っていれば、寒くないですよ？」

「ちょ、お前……」

　誰かに目撃でもされたら、誤解されるところだ。皆が寝静まった深夜の港に、人がいるとも思えないが。

「大丈夫です。あたしはもう平気です。そりゃ、ちょっとへこみましたけど、プロックスさんがいます。ベリスさんもいます。誰かに裏切られても、また新しいお友達をつくればいいんです。それだけの話なんです」

　友達をつくるのは得意そうなシアである。姉と袂たもとを分かつことになっても、自分の足でしっかりと立つことができるだろう。

　シアとテオドラでは、生きる道があまりにも違いすぎる。このような形でなくとも、いずれこの日はやってきたに違いない。

「あたし、決めました」

　やがて、晴れやかな声でシアは言った。

「あたしは、あたしの大好きなお姉ちゃんを、取り戻します！」

「どういう意味だ？」

「昔の優しかったお姉ちゃんに戻すんです。権力とか、お金とか、地位とか、そんなことよりももっと大事なものがあるって、お姉ちゃんに教えてあげるんです」

「そりゃ結構だが、どうやって？」

「それはプロックスさんが策を立てて下さい」

「はああ!?　何で俺が？」

「駄目ですか？」

　肝心なところは、人任せか。呆あきれてしまったプロックスだが、それでいいのかもしれない。シアの周りになら、人は寄ってくるだろう。

「まあ、気が向いたら、そのうちな」

「わ！　ありがとうございます。やった！」

　シアは、ぎゅっと身体を寄せた。仔こ犬いぬのように人懐っこい娘である。

「もう少しだけ、こうしていていいですか？」

「勝手にしろ」

　とは言ったものの、プロックスの胸に顔を寄せるシアの息づかいまでがはっきりと感じられる距離である。さすがに気まずくなって、プロックスは両腕をうろうろさせた。肩を抱き寄せてやるべきなのか。だが、それではまるで恋人同士ではないか。

　そんなプロックスの様子に気付いたのか、シアは顔を上げて、にこりと笑った。

「プロックスさん、さては今、『あれ？　シアってこんなに可愛かわいかったっけ？』って思ってますね？　あたしの魅力に今さら気付いてドキドキしていますね？　もう、気付くのが遅いですよ。このおニブさん」

「言ってろ、バカ」

　そっけなく、プロックスはシアを突き飛ばした。頰ほおを膨らませて猛然と抗議するシアを無視して、彼はぽつりと呟つぶやいた。

「しかし本当に寒いな」

　秋が、すぐそこまで来ていた。







　こうして『テオドラ殺害未遂事件』は収束した。だがこの事件を契機に、書物に埋もれる日々を送るつもりだったプロックスは、政治の世界へと否いや応おうなしに巻き込まれていくことになる。
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　プロックスの自宅は、『ヴァレンスの水すい道どう橋きよう』近くの住宅街にある。

　ローマ人は、土木工事に優れた民族である。とりわけ優れた成果が、上水道であった。帝都コンスタンティノポリスも、街の八十スタディオン（約十四・四キロメートル）ほど西北にある水源から水を引いていた。数十万の市民に飲み水を供給しているこの水道は、「地下の川、天空の川」という美称でも知られている。山にはトンネルを掘り、谷には水道橋を敷設して、ローマ人ははるばる帝都まで水道を延ばしているのである。

　帝都コンスタンティノポリスは、かつての首都ローマにならい、七つの丘に整備されている。丘と丘の間の谷に架かっているのが、『ヴァレンスの水道橋』だ。ヴァレンスは蛮族相手に不名誉な戦死を遂げたことで知られる皇帝だが、この水道橋は帝都にあまねく飲み水を供給するのに役立っている。彼の名を不滅のものにするだろう。

　水道橋の前を早足で走り抜けるベリスに、露店商が声を掛けてきた。

「お、そこのかっこいいお兄さん、練り粉菓子はどうだね。羊のミルクで作ったチーズとアテネ産の蜂はち蜜みつをたっぷり使った、おいしい練り粉菓子だよ！」

　愛想笑いで通り過ぎようとするベリスだが、思い直し、腰の革袋から銅貨を取り出して露天商に手渡した。代わりに受け取った菓子を頰ほお張ばりながら、道を尋ねる。うかつにもベリスは、目的地であるプロックスの家の正確な位置を知らなかったのだ。

　少し歩いて、ベリスは目当ての場所にやってきた。家の扉を叩たたくと、召使いらしき老人が顔を出した。名前を名乗り、プロックスに会いに来た旨を伝えると、老人は無言で主人を呼びに行った。ほどなくして、プロックスが現れる。黒い外ヒマテ套イオンを着て、爽やかな顔である。

「おっ、ベリスじゃねえか。朝っぱらから、一体どうしたんだ」

「どうしたんだ、ではない。マケドニアが脱走した」

「へえ、そりゃおおごとだ」

「とぼけるな！　おぬしの仕業だろう！」

　世間の誰もが、テオドラ殺害未遂事件の黒幕は、マケドニアだったと思っている。それを疑っているのは、ベリスの知る限りではプロックスぐらいである。また、ベリス自身が厳重な警戒をしていた中、まんまとマケドニアを連れ出す手際の良さは、並大抵のものではない。これまたプロックスしかできない芸当だろう。

「俺は何も知らないぜ。マケドニアが勝手に逃げたんじゃないのか」

「しらじらしい。おぬし、私の訪問を予想していただろう？」

　先日、詰め所に呼び出したときのプロックスは、髪はぼさぼさ、目は虚うつろで、いかにも眠そうな表情だった。ところが今朝の彼は、まるで別人である。叩たたき起こされて慌てて出てきたという様子ではない。

「いや、たまたま早く目が覚めたんで、本を読んでいたのさ。タキトゥスの『年代記』だ。俺、ラテン語はギリシャ語ほど読めないけど、いざ読み始めると、これがけっこう──」

「ええい、話をそらすな！　私が求めているのは、黙タキるトウ人スではなく、真実を話す者だ」

「おっ、上手うまいこと言うじゃねえか」

「で、どうなんだ？　おぬしがやったのであろう？」

　プロックスは、いたずらがばれた悪童のようににやりと笑った。白しらを切り通すつもりはないらしい。首を振りながら、彼はうそぶいた。

「あの鍵かぎ穴あなは、なかなか強敵だったな。こじ開けるのに苦労したぜ」

「おぬしに、そんな才能まであったとはな」

　意外に器用なところもあるようだ。驚きつつ、ベリスは問いただした。

「せめて、私には一言相談があってもよかったのではないか？」

「相談したら、協力してくれていたか？　そんなわけはないだろう」

　確かに、その通りである。おそらく全力で止めていただろう。

「本当に彼女が潔白であるなら、裁判でそれを証明すべきだろう」

「それができないから、奥の手を使ったんじゃないか」

「何が奥の手だ。そんなことを、神がお許しになると思うか」

「神がお許しになったからこそ、無事にマケドニアは逃げることができたんじゃないかな」

　ベリスは、ため息を吐いた。これでは埒らちが明かない。

「本当におぬしを逮捕してしまうぞ」

「だったら、あんたの方こそ証明してくれよ。俺がどうやって、マケドニアを脱走させたのかをさ。さあ、俺を有罪にしてみなよ。できるのか？　ん？」

　痛いところを突かれて、ベリスは押し黙った。昨夜は、彼自身が抜かりなく警備に当たっていたのだ。一体どうやってプロックスがマケドニアを逃がしたのか、実際のところ想像もつかないのである。

「言っておくけど俺、体力とか敏びん捷しよう性せいとか、全然ないからな。建物の中に忍び込んだり、追っ手から上手く逃れたり、そんなことは全然できないからな」

「むむむ……口ばかり達者なひねくれ者め！」

　頭に血が上るのを、ベリスは感じた。この男は、自分だけが正しいと思っている。ローマは法治国家だ。このようなことが許されるはずがない。マケドニアは無実だというのも、結局はプロックスの勘だけが根拠ではないか。

「とにかく、こんな無法なやり方はいかん。ローマ帝国の誇り、威信に関わる問題だ」

「また出たよ、『ローマ帝国の誇り』。あんた、前にもそんなことを言っていたな」

　プロックスは、鼻で笑った。ベリスを挑発するような態度だった。

「なぜ笑う。国家の誇りは大切なものだ。おぬしはそれを乱そうとしておる。そのことが、なぜ分からない」

　この藍緑色の髪の若者は、ゲオルギアでも軍司令官ヒュパティオスに逆らった。そのときは、それを小気味よく感じたベリスである。だが、今回の件は明らかにやりすぎだ。結局のところこの男は、ただ権威に逆らいたいだけではないのか。力ある者に反発して、自己満足を得ているだけではないのか。

「おぬしのことなぞ、金こん輪りん際ざい信用せぬ！　この分からず屋めが！」

　吐き捨てて、ベリスは少年の家を退去したのである。
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　一方、ダフニ宮殿では、カッパドキアのヨハネスが歓喜する日がやってきた。

　ユスティンが、ついに政務に復帰したのである。テオドラに溺れていたのが噓うそのように、またこれまでの仕事の遅れを取り戻すかのように、彼は今まで以上に猛烈に職務に取りかかり始めた。

　彼がまず行ったのは、首都長官テオドトスを激しく糾きゆう弾だんすることであった。

「帝都コンスタンティノポリスの治安維持は、すべて首都長官の責任である。首都長官テオドトスは、なすべきことを怠おこたった。いったんは捕らえたマケドニアなる凶悪犯罪者を、みすみす逃してしまうとは！」

　皇帝ユスティノスの前で、彼はテオドトスを手厳しく罵ののしった。

「マケドニアはすでに帝都の外へ脱出したと見られ、追跡は困難だ。これはテオドトスの失態である」

　首都長官は大きな頭を大きく振って、断固としてそれを否定した。

「警備隊によると、当日は、ユスティン殿下、あなたの部下であるベリスという者が夜警を担当していたとのこと。これは、ベリスの失態だ。私の過ちではない」

「これは異なことを仰おおせられる。余は確かにベリスを貴殿にお預けしたが、それはあくまでも事件の調査をさせるためだ。そのベリスに、本来任務ではない夜警業務を押し付けていたということか？」

「そ、それは……」

「やる義務のない夜警業務をベリスが一生懸命にこなしていたときに、警備隊の他の者たちは何をしていたのだ？　誰も夜警業務に就ける人間がいなかったのか？　テオドトス長官の部下たちは、そろって怠たい惰だな無能者なのか？」

　巧妙な論法で、ユスティンはテオドトスを追い詰めていった。人望のないテオドトスを粛しゆく清せいし、自分の息のかかった者を新たに首都長官に据すえようと、彼は企てていた。多少、強引ではあるが、マケドニアの逃亡を上手く利用したのである。

　だが、テオドトスの処分に、断固として反対する人物がいた。

「テオドトスは、いかなる法にも触れていない。彼を罰することはできない」

　梟ふくろうのように鋭く目を光らせてきっぱりと言い放ったのは、法務クアエ長官ストルの地位にある老臣プロクロスであった。彼の言葉に動かされて、ユスティノス帝はテオドトスを無罪放免とした。わずかに警備隊長を謹慎処分としたのみである。もちろんベリスや警備隊副隊長ブーゼスには、お咎とがめはなかった。

　執務室に戻り、ユスティンは唸うなった。

「プロクロスめ……」

　学がなく、政治に疎うとい皇帝ユスティノスを、法律の専門家という立場から支えている側近である。恐ろしく融通が利かず、賄わい賂ろなどは絶対に受け取らない清せい廉れん潔白な人柄で知られている。さすがのユスティンも、この男にだけは一いち目もく置いている。

「今しばらくのご辛抱です。ユスティン様が皇帝におなりあそばせば、テオドトスやプロクロスごとき、どうにでもなります」

　カッパドキアのヨハネスになだめられて、ユスティンは頷うなずいた。

「テオドトスという男はだな、かつて『青組ベネトイ』と『緑プラ組シノイ』の抗争が原因で無法者どもが暴徒化して騒そう擾じよう事件を起こしたときも、適切な処理をせずに犯罪者どもを野放しにした。帝国を現在進行形で駄目にしている張本人の一人だ。あやつのメロン頭は見るのも不愉快だから、ここらで始末してしまいたかったのだが」

　ユスティンの言葉に、ヨハネスは腹を抱えて笑った。

「メロン頭、とはうまい表現ですな。確かに奴の頭はメロンのようにでかい」

「そして中身はスカスカだ」

　テオドトスが部下たちから密ひそかに「メロン」と呼ばれていることを、ユスティンは知らなかった。知らなかったが、自然と彼らと同じ思考に行きついたのである。

　ユスティンは続いて人事の辞令を発動した。首都長官の下に派遣していたベリスを復帰させ、宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエの隊長に戻したのもその一つである。すでに『大おお鷲わしのシッタス』も同じ職にあり、二人は分担してダフニ宮殿の警護を任されることになった。

「ベリス隊長！　やっと戻ってきて下さったのですね！」

　腕を大きく広げてベリスを歓迎したのは、金褐色の髪に白はく皙せきの美び貌ぼうを持つマルティヌスであった。ベリスが不在の間は、彼が事実上の隊長代理を務めていた。

「マルティヌス。私がいない間、シッタスにいじめられたりはしなかったか？」

「おいおい、ひどい言い方じゃないか」

　マルティヌスの後ろから現れたのは、そのシッタスである。大きな鎧よろいをがちゃがちゃと鳴らしながら、不本意そうにベリスを睨にらみつける。

「お前の従者ごときと張り合っても仕方がないだろう。ことさらいじめるようなことはせん。それどころか、俺はこいつを飲みに連れていってやったのだぞ」

「そうですね、連れていっていただきました」

　二人はかなり険悪な仲だったはずだが、いつの間にそこまで打ち解けたのか。シッタスも、意外に面倒見のよい男ではないか。

　ベリスが驚いていると、マルティヌスは涙目で訴えた。

「綺き麗れいなお姉さんが接客してくれる店だと聞いていたのですが、行ってみたら店員はみんなひげの濃いお姉さんたちで、よってたかって僕のことをおもちゃにするんです。シッタス殿のことは、もう金輪際信用しません！」

「お、俺も、まさかそんな店だとは知らなかったのだ！」

　慌ててシッタスは弁明した。たまたま初めて行く店にマルティヌスを連れていったら、思わぬ展開になって彼自身も困惑したのだという。

「そんな店があるのか……いやはや、帝都は広いな」

「そこで感心しないで下さい、ベリス隊長」

「まあ、平和でいいことだ。戦時になれば、そう悠長なことは言っていられないぞ」

　マルティヌスは不服そうだったが、そろそろ勤務の時間である。いつまでも雑談を続けるわけにもいかない。

「さっそくだが、二人とも聞いてくれ。提案したいことがあるのだ」

　ベリスが発議したのは、宮殿の警護体制の見直しであった。

　普段ユスティンのいるダフニ宮殿のほか、皇帝との謁えつ見けんに用いられるマグナウラ宮殿、元老院など、国家の中枢となる機関は帝都の南東部に集中している。宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエはこの広大な宮殿地区を各部隊で分担して警護しているのだが、必ずしも連携が取れているとは言いがたい。それをベリスは改善しようというのである。

「そんなことをお考えとは。やはりベリス隊長は非凡ですね」

　マケドニアを取り逃がした失敗を取り返そうと、ベリスは必死である。マルティヌスとシッタスに詳細を説明し、ベリスは二人から賛同を得た。さっそく、他の部隊にも提案するべく、改善案を文書にまとめることにする。

「隊長、やる気ですね」

　マルティヌスに言われて、ベリスは頭を搔かいた。一つには、職務に専念していないと、ついプロックスのことを思い出し、腹を立ててしまうからである。今は仕事のことだけを考えていたかった。

　ベリスが復帰してから、三日が経過した。騒動は、宮殿地区の出入り口にあたるカルケ門で起こった。

　カルケ門は、青銅でできた壮麗な門である。宮殿地区を守るため、複数の衛兵が厳重に守っている。そのカルケ門の衛兵から、至急、来てほしいとベリスに要請があったのだ。

「なぜ私が……？　カルケ門は、私の部隊の管轄ではないが」

　不思議に思いながらマルティヌスを連れて現場に駆けつけると、顔見知りの兵士が困惑気味に伝えてきた。

「これはベリス隊長！　実は、不審な娘を捕らえたのですが……」

「不審な娘……？」

　ベリスが眉まゆをひそめると同時に、元気の良い声が石壁の向こうから聞こえてきた。

「いや、だからあたしは不審者じゃありませんって！　ベリスさんに！　ベリスさんに取り次いで下さい！　お願いします！」

「シアではないか」

　ベリスは口元をほころばせた。門まで行ってみると、兵士たちに腕をつかまれて激しく押し問答をしているのは、果たして水色の上衣パルラを着た少女である。

「ああ、あの曲芸師の少女ですか」

　マルティヌスが納得して手を打った。ベリスの姿を見るなり、シアは口から唾つばを飛ばす勢いでまくしたてた。

「あっ、ベリスさん！　プロックスさんと喧けん嘩かしたって本当ですか!?」

「……確かにその通りだが、おぬし、こんなところで何をしておる」

　兵士たちにシアを解放するよう命じて、ベリスは尋ねた。

「プロックスの奴、おぬしに何か余計なことを吹き込んだのか？」

「すぐに、仲直りしに行って下さい。今からでも！　ねっ？」

「おいおい、今は勤務中だぞ」

　ベリスは苦笑した。そんなことのために、わざわざ宮殿までやって来たのか。

「それに、プロックスのことは、もう忘れた。奴はもう、友人でも何でもない」

「噓うそですよね？」

　声をひそめて、シアは緑エメ柱ラル石ドの丸い瞳を輝かせた。

「プロックスさんを警備隊に突き出したりしてないじゃないですか。どこかに、プロックスさんのことを信じたい気持ちがあるからですよね？」

　そう言われると、沈黙するしかない。ゲオルギアで出会い、帝都で再会したカイサレア出身の藍緑色の髪の少年は、口が悪く、遠慮がなく、果てしなくひねくれている。めぼしい友人がいなさそうなのも納得の性格の悪さだが、どこか嫌いになれなかった。

「聞いて下さい。あたしが本当のことを話します」




　　　３




　マケドニアが住んでいた高級住宅に勝るとも劣らない、壮麗かつ広大な屋敷にテオドラは住んでいた。

　白い門柱は真しん鍮ちゆうの花はな綱づな飾りで彩られ、玄関はギリシャ神殿風のつくりである。正面二階に三つ並んだガラス窓は、二本の大理石の円柱で仕切られている。切り妻屋根の上には、金色に輝く十字架があった。ユスティンによって与えられた邸宅だ。

　この家を売り払ったら本が何冊買えるかな、と思いながらプロックスはその門をくぐった。

「よく来てくれましたね」

　テオドラは、黄金で縁取りされた赤い絹の上衣パルラで着飾っていた。まるで女王のようで、堂々たる佇たたずまいである。

「お前とはじっくり話がしたいと思っていたのです」

「あんたが俺のことを覚えていたとは、意外だな」

　警備隊の詰め所で、一度会ったきりである。ほとんど会話も交わしていない。そんなプロックスにテオドラからの招待状が届いたのは、つい昨日のことである。

「それとも、シアから俺のことを聞いたのか？」

「シアはお前のことがよほど好きなようですね」

　そう微笑ほほえんで、テオドラは明言を避けた。客室にプロックスを通し、天使のレリーフが施された寝レク椅トウ子スを勧める。プロックスがそれに従うと、自らも対面の寝レク椅トウ子スに横になり、テオドラは召使いを手招きした。

「俺はシアのことなんか別に好きじゃないけどな」

「素直じゃないのね。私のこともお嫌い？」

「別にことさらにあんたのことが嫌いなわけじゃない。俺は人間よりも本の方が好きだ。ただそれだけだ」

　テーブルの上には、小さくカットされた果物が盛り付けられたガラスの器がある。給仕係の娘が、葡ぶ萄どう酒しゆに蜂はち蜜みつを混ぜた食前酒ムルスムを持ってきた。

「どうぞ。タレントゥム産の、香りのよい酒ですよ」

「いらん。あんたの酒には、毒でも入っていそうなんでね」

「まあ。案外、臆病なのですね。私と杯を交換してもいいのですが、それでも嫌ですか？」

　そう言われると、拒む理由もない。プロックスは杯を受け取り、中の液体を少しだけ舐なめてみた。プロックスが普段飲んでいる安物の酒とは違う味がした。

「ささやかですが、晩ばん餐さんを用意しています」

「それは、すまんが本当にいらん。家で食ってきた」

　別に意地悪を言ったわけではない。テオドラがどんな思惑でプロックスを招いたのか、皆かい目もく見当もつかなかったので、食事の準備がなされているとは思わなかったのである。

　とにかく用件を言ってくれ、というプロックスの要望を汲くみ取ったのか、テオドラは単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「マケドニアの脱走は、お前の仕業ですね？」

　そらきた、とプロックスは思った。テオドラが彼を呼ぶ理由は、他に思い当たらない。

　どうしてテオドラがプロックスの関与に気付いたのか、それは分からない。ベリスがしゃべったとは思えない。シアも余計なことを口にするはずはないが、彼女のことだからうっかり口を滑らせた可能性はある。

「咎とがめているのではありません。彼女を逃がしたということは、お前は自分自身の力で、真実に辿たどり着いたということ。私はその才知を、高く評価しているのです」

「そりゃどうも」

　プロックスの返答は、そっけない。「たかが踊り子の分際で」と思っているわけではないが、ユスティンの寵ちよう愛あいを受けた途端に上流階級を気取っているテオドラが、どうにも気に入らなかった。

「私とユスティン様のために、お前の力を貸してほしいのです」

「というと？」

「お前はゲオルギア遠征に書記官として参加しながら、任務を勝手に放棄していますね？」

　どこから仕入れたのか、ゲオルギアでのプロックスの言動も、聞き知っているようだ。

「それは違う。軍司令官のヒュパティオスが、俺に帰れと言ったんだ」

　プロックスの屁へ理り屈くつを、テオドラは無視した。

「ヒュパティオスなる者は、先帝の甥おいという血筋でなければ、本来は軍司令官になど到底なれるはずのない程度の器量の持ち主と聞いています。お前の友人であるベリスと同様、彼と衝突して睨まれたという経歴は、お前の不名誉ではなく、むしろ豊かな才能の所在を示すものでありましょう」

「誰と誰が友人だって？」

「はい？」

「俺はベリスなんかと友人になった覚えはない」

　意外な反論に、初めてテオドラの黄玉トパーズの瞳に困惑の色が宿った。

「あんな奴、友人なものか。バカ真面目まじめだと思っていたら、ただのバカだった。俺はバカと友人になるつもりはない。融通の利かない、どうしようもない奴だ」

　プロックスが吐き捨てると、テオドラは表情に落ち着きを取り戻し、皮肉げな笑みを艶美な口元に浮かべた。

「なるほど、となると、どうやらお前には友人が一人もいないようですね」

「やかましい」

　残念ながら、友人らしい友人が他にいないのは確かである。法律学校の同級生たちも、いつも授業をさぼってばかりの癖に成績は抜群のプロックスのことを、毛嫌いするか畏い敬けいの念で見つめるかのどちらかだった。誰も対等の友人として接してはくれなかった。

　給仕係の娘が、柄の長い柄ひ杓しやくでアンフォラ（両取っ手付きの壺つぼ）から葡ぶ萄どう酒しゆをすくい、水で薄めて銀製の杯に注ぎ入れた。それを受け取り、美酒を口の中で転がしてから、テオドラは囁ささやいた。

「お前にとっても、悪い話ではないはずです。もし私が、この国の宰相になって辣らつ腕わんを振るえと言っても、お前はそれを望まないでしょう。お前には、そのような野心はないはず。私が求めているのは、宮仕えせずに、必要なときに私やユスティン様の相談役となってくれる人材です。報酬ははずみます。読みたい本を、好きなだけ買えるくらいに」

　悪くない話ではあった。こちらの望んでいることを、こちらが要求していないのに提示してくれるのも、ありがたかった。テオドラという女は、自分は野心の塊かたまりのくせに、栄誉とか栄達に興味のない人間もいるのだということを、熟知しているようだった。まったく大した女である。

「一つ訊きいていいか？」

「何でしょう」

「あの事件の黒幕は、お前なんだよな？」

「さて、何のことだか……」

　今さらすっとぼけるとは、ずいぶんとしらじらしい。そうプロックスは思った。テオドラが真の黒幕だと思ったからこそ、彼はマケドニアを助けたのである。だがこの場には、テオドラの召使いたちの姿がある。彼らはテオドラの正体を知らないのだろう。

「いや、これは答えなくていい。俺にはもう分かってるんだ。すべてはあんたが仕組んだことだってな。俺が訊きたいのは別のことだ」

　プロックスは、目配せをした。その意味に気付き、テオドラは家の者たちを下がらせた。

　声をひそめて、だが強い口調で、プロックスは追及した。

「妹のシアが死んでもいいと思っていたのか？」

　テオドラの仕掛けた罠わなによって、シアはもう少しで猛獣たちに食い殺されるところだったのだ。一体どういうつもりだったのか、それだけは確認しなければならなかった。

「……妹が無残に殺されれば、みんなが私に同情するでしょう？」

「ふざけるな！」

　怒りに任せて、プロックスは身を乗り出した。弾はずみで、テーブルの上に置いていたプロックスの葡萄酒の杯が、ひっくり返った。紫の染みが床を浸した。

「シアはな、ずっとお前のことを心配していたんだぞ？　自分が殺されかけたのに、姉のお前が無事でよかったって、ずっとそう言っていたんだぞ？」

　柄にもなく熱くなるのを、プロックスは自覚した。言わずにはいられなかった。

「それなのにあんたは、妹を犠牲にして、自分が注目を浴びようと思ってたのか!?　そんな生き方をして、自分を恥じる気持ちはないのか!?　まさかあんたは……って、何がおかしい!?」

　テオドラは、笑っていた。おかしくてたまらないものを見た、と言わんばかりに、悪魔のような笑みを浮かべて、プロックスを見つめていた。

「まさか本気にしたのかしら？　今の戯ざれ言ごとを」

「……」

「もちろん、私にとってシアは大切な妹よ。シアにとって私が大切な姉であるようにね」

　涼しい顔で、テオドラは杯の中の葡萄酒を飲み干した。

「私にも、シアが主役を任されるなんて予想外だったのよ。妹がやると分かっていたら、あんな恐ろしいことはしなかったわ」

　確かシアは、「代役候補は他にもいたが、自分が大だい抜ばつ擢てきされた」という趣旨のことを言っていた。舞台の主役をやるのは、初めてだったようだ。辻つじ褄つまは合っている。

「それが事実だとして、ではシア以外の人間なら、死んでも構わないと？　同じ劇団で働く仲間だよな？　それに、貯水池で死んでいた舞台係は？　あんたが殺したんだろう!?」

「お前には分からないでしょうね。私があの連中に、どんな目に遭あわされてきたのかを」

　黄玉トパーズの瞳が、テオドラの眼がん窩かの中で暗く光った。

「自分自身が生きていくためにも、シアを食べさせるためにも、あの頃の私は何でもした。身体からだを売ったことも、一度や二度じゃない。裕福な家庭に生まれた人間には、決して分からないわ」

　プロックスは、沈黙した。彼はカイサレア市の有力な都市参事会員の次男として生まれて、まず不自由のない生き方をしてきた。食べるものにも、住居にも困ったことはない。

「私は決して芸の才能がある方ではなかったから、劇団の連中には、何度も罵ののしられ、殴られ、鞭むちで打たれたわ。私が異教徒であることも、災いした。お前はどうせ地獄に落ちるんだ、死んでも救われないんだ、って口汚く言われたものよ。役に立たない、と思われたら奴隷として売り払われてしまうから、必死に働くしかなかった」

　テオドラの頰ほおが、わずかに紅潮している。酔っているのだろうか。それとも酔っている振りをして、あたかも本音を吐き出しているかのように見せかけているのだろうか。

　シアは姉のことを「何でもできるすごい人」と思っているようだが、テオドラの言葉が事実だとすると、相応の苦労があったということになる。

「絶望の中で、この地獄から這はい上がるために、私はシアを信頼できる友人に預けて帝都を出た。たった一人で芸をしながら旅をして、流れ着いたのが、エジプトのアレクサンドリアよ。私はそこで大成功を収めた。そしてまた帝都に、あの劇団に戻ってきたのよ。戻ってみたら、シアは曲芸師として劇団で働き始めていて、友人はいつの間にか踊り子を辞めて傭よう兵へいになっていたけどね」

　アントニーナのことか。プロックスは納得した。

「あいつらに、復ふく讐しゆうがしたかった。とんでもない事故を引き起こして、劇団がめちゃめちゃになればいい。そう思ったのよ」

「マケドニアに、濡ぬれ衣ぎぬを着せたのはどうなんだ。あいつは、もう少しで処刑されるところだったんだぞ」

「あのままでも、処刑にまでは至らなかったわ。死刑の判決が下っても、罪を減じて、修道院に送るつもりだったのよ」

　本当だろうか。プロックスは、テオドラの表情を窺うかがった。途端に驚くほど澄み切った黄玉トパーズの瞳で鋭く見つめ返されて、彼は慌てて視線を逸そらした。巨大なフレスコ画が目に入った。美の女神アフロディテを描いたものだ。だがテオドラの前では、女神の美しさもかすんで見える。

「あの女も、お前の目の前ではしおらしくしていたかもしれないけれど、黒い噂うわさの絶えない女よ。死ねば、まず地獄行きでしょうね。私はあの女のために、悔かい悛しゆんの機会をくれてやるつもりだったのよ？」

「口からでまかせを」

「本当よ。私はユスティン様にお願いして、娼しよう婦ふや踊り子たちの悔悛のための修道院を造るつもりよ」

　どこまで本心なのか、すべて噓うそなのか、見当もつかない。

「お前の目的は何だ？」

「あら、決まっているでしょう。ローマ帝国の歴史上初めての、女帝になることよ」

　女帝。五百五十年にわたる帝政ローマの歴史で、その地位に上り詰めた女性は、ただの一人もいない。権力の中枢に位置した女性は幾人もいた。夫であるクラウディウス帝を毒殺して息子のネロを帝位につけたアグリッピナ。シリア王家の出身で、息子カラカラ帝の時代に大きな権勢をふるったユリア・ドムナ。凡ぼん庸ような弟テオドシウス二世の姉として、十五歳で帝国の摂政となり、生涯を純潔のまま貫つらぬくことを誓ったプルケリア。だが、彼女たちの一人として、女帝としてローマ帝国の最上位に君臨した者はいないのである。

「女帝になって、何をするんだ？　何がしたいんだ？」

　テオドラは、薄く笑った。自分自身を含めた世の中のすべてを嘲あざけるような、暗く冷たい笑みだった。

「私はいつだって、卑いやしい踊り子として蔑さげすまれてきた。エジプトで成功して、ユスティン様の寵愛を受けるようになった今だって、『あいつは所しよ詮せん、いかがわしい下町の劇場で裸で踊るのがお似合いの女だ』って、そう思われているのよ。その私が女帝として、すべての人間を跪ひざまずかせる。思うがままに権勢をふるい、気に食わない人間を命令一つで処刑台に送り込む……世の中への、これほどの復讐は、他にないでしょう？」

「お前なんかが、皇帝にふさわしいものか」

　プロックスは、吐き捨てた。そんな利己的な理由で皇帝になられては、支配される側はたまったものではない。ローマの民は、自由の民である。皇帝は、民の自由と幸福を保障する存在でなければならない。少なくとも、そうあらねばならないと志こころざし、そのために努力を惜しまない者だけが、皇帝たる資格を持つ。プロックスは、そう考えていた。

「この世で一番皇帝にふさわしい人間がいるとしたら、それはベリスだ。あいつほどバカ真面目まじめに国のことを考えている奴はいない」

　とっさに出てきた自分自身のその言葉に、プロックスは驚いていた。ベリスを持ち出したのは、単にテオドラへの当てつけだが、自分は彼のことをそう考えていたのか。

「もう十分だ。あんたと話すことは何もない」

「そうですか。残念です。私とお前が組めば、できないことは何もないと思っていたのですが……」

　大して残念そうにも見えないテオドラであった。快い返事を期待しながらも、おそらくそれが得られないであろうことを予想はしていたのだろう。黒い外ヒマテ套イオンを肩にかけて、プロックスは静かに退出した。

　自宅への帰途につきながら、最後にテオドラに吐き捨てた自分自身の言葉を、プロックスは頭の中で何度も反はん芻すうしていた。

「皇帝にふさわしいのは、ベリス。そうか、そうだよな。俺の心は、もう決まっていたんだな」
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　翌日、仕事を終えて帰途についたベリスは、ダフニ宮殿から中央メ大セ通りーを西へ進んだところにあるテオドシウス広場を通りかかった。白亜の柱が立ち並ぶ美しい回廊に囲まれた、円形の広場である。昼間は露店が立ち並び、曲デス馬ルト師ルやお手ピラ玉芸人リウスで賑にぎわう街の中心地だが、今は日も暮れかかっており、人通りも減り静かな佇たたずまいである。その中で彼は、白い石灰岩のベンチに腰かけて、鳥のさえずりをぼうっと聞いているプロックスの姿を見つけた。

　テオドシウス一世は、ゴート族と戦い、ローマ帝国を再統一し、キリスト教を国教と定めた偉大な皇帝である。『大帝』と呼ばれることもある。その彼が整備した広場の中央には、皇帝の業績を記念した巨大な石柱が立っている。柱の高さは、三十パッスス（約四五メートル）ほどはあるだろうか。その表面は彼の数々の勝利を讃たたえたレリーフで飾られ、コリントス式の柱頭の上には、勇壮な鷲わしの彫刻が彫られた台座が載っている。さらにその上には、剣と十字架を掲げた皇帝の像が立っていた。歴代の皇帝たちは、自らの生き様を誇るように、このような記念碑を自らの名を冠した広場とともに整備していた。

「ここにいたか、プロックス」

　藍緑色の髪を揺らして、プロックスは顔を上げた。

「シアからすべてを聞いた。彼女がおぬしに協力していたことも、ヘルメス神だかディオニュソス神の魔術とやらのことも、全部聞いた」

　シアがマケドニアの脱走に協力していたと聞き、また魔術なるものを目の前で実演されて、ベリスは驚いた。だが同時に、プロックスが彼の警備をかいくぐったからくりを知らされて、納得もしたのである。

「すまなかった。私は、もう少しで無実の人間を処刑台に送ってしまうところだった」

　率直に、ベリスは頭を下げた。

　猛獣たちがいきなりシアに襲いかかってきたのは、考えてみると不自然なのである。劇団で飼われているのだから、そう簡単に劇団の仲間であるシアを襲うはずがない。猛獣たちにはあらかじめテオドラが異教の魔術をかけていたのだ。

「俺だって、本当は正式な裁判の下で、彼女が無罪になれば一番いいと思っていたさ」

　気まずそうに、プロックスは鼻の下をこすった。

「だけど、テオドラが権力を得た以上、それはほとんど絶望的だ。だったら、とにかく彼女が助かることを最優先した方がいい。そう思ったのさ。分かってくれよ」

　ベリスは、プロックスがローマの法を軽視しているのだと思っていた。しかし、プロックスは法律学校で首席になったほどの若者だ。決して法治主義の意義を理解していないわけではないのである。

「人のために法があるのであって、法のために人があるのではない、ということだな。私が以前、ローマ帝国の誇り、という言葉を口にしたときに、おぬしは言ったな。もっと大切なものがあるんじゃないか、と。なんとなく、分かった気がするのだ」

　直接、ものを教えるということを、プロックスは好まないようだ。ゲオルギアのときもそうだった。相手が自分自身の頭で考えて答えを出すまで、彼はじっと待つのだ。

「国というものは、民あってのものだ。国家の体裁や面メン子ツよりも、民のことを第一に考えよと、そう言いたかったのだな？　無む辜この民が犠牲になることのないような、そんな国をつくらなければならないと、おぬしはそう考えているのだな？」

　軍隊での生活が続いたためか、自分はいかにも軍人らしい考え方に染まり切っていた。国を守れ、とばかり言われて、誰を守るのか、を考えたことがなかった。

「無実の人間を処罰して、何が国の誇りか。私には、そんな言葉を口にする資格などなかったのだ。おぬしが言いたいのは、そういうことなのだろう？」

　どうだ、とベリスは胸を張った。プロックスは、感激して彼の手を取ったりはしなかった。暑苦しい、と言わんばかりの顔で、彼はそっけなく呟つぶやいた。

「あんたのそんなところが、堅物だって言ってるんだ」

「自覚はしている。自分の性格の悪いところは謙虚に見つめ直し、速やかに正すことのできるよう、力の限り善処する」

「いや、あのさあ……」

「分かっている。今のは堅物の私なりの、冗談だ」

　プロックスは、噴き出した。くだらねえ、と呆あきれ声で言う少年に、ベリスは改めて依頼した。

「もう一度、頼みたい。私の参シユン謀ブーロスになってくれないか」

「悪いが、それは……」

「参シユン謀ブーロスはついででいい。肩書きは何でもいい。私はおぬしに、私の従軍史家になってほしいのだ」

「……何だって？」

　意外な言葉に困惑するプロックスに、ベリスは説明した。

「おぬし、アッリアノスの『アレクサンドロス東征記』を読んでいると言っていたな。アレクサンドロス大王は、確かに偉大な帝王にして戦争の天才だが、その彼の功績が後世に伝わっているのは、アッリアノスのような優れた歴史家がいるからだ。アレクサンドロスのような偉人と比べるのはおこがましいが、私もささやかな名を、歴史に残したいと思っている。おぬしが書いてくれないか」

　ベリスの提案は、熟慮の末に出たものではなかった。プロックスの顔を見ているうちに、突然思い浮かんだのだ。

「おぬしは自分の一生を、ただ他人が書いた歴史書を読むだけで過ごすつもりか？　本当に歴史が好きなら、あるいは本を読むのが好きなら、それだけで満足するはずはあるまい。後世に語り継がれるような歴史書を、自分の手で書き上げたいと望んでいるはずだ。そうではないか？」

「そんなこと、考えたこともなかったな」

　プロックスは頭を搔かいた。少し笑って、立ち上がる。

「でも、確かにその通りだな。むしろ俺以外の誰に、今の時代の歴史を書けるんだ？」

　ベリスの目をまっすぐに見つめ、その肩をぽんと叩たたく。

「分かった。あんたの参シユン謀ブーロス兼従軍史家に、なってやる」

「本当か!?」

「ただし、一つだけ条件がある。あんたがローマ帝国の皇帝になれ」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉にベリスは困惑し、聞き間違いかと疑った。

「何を言うか。次の皇帝は、ユスティン様だ」

「その次でいい。あるいは、イタリアやアフリカを征服して西ローマ帝国を復活させて、その皇帝になるのもいい。俺は皇帝になったあんたを書きたい」

　ベリスは首を振った。

「私は一介の武人だ。皇帝など、恐れ多いことだ」

「あんたはそう言うがな、あのテオドシウス大帝の像を見ろよ」

　広場の中央にそびえ立つ石柱を、プロックスは指で示した。その最上部には、勇ましく右手に剣を、左手に十字架を掲げた大帝の像がある。

「偉大なる大帝も、元はただの下級将校だ。それが、数々の輝かしい軍功を立てて、ついにはローマ帝国全土を支配する皇帝になった。出発点は、あんたと同じだったんだ」

　確かに、古来、武力を用いて力ずくで帝位を手に入れたローマ皇帝などいくらでもいる。その中にはただ権力が欲しかっただけの俗物もいれば、力によって手に入れた帝国を徳によって治めた名君もいる。

「今の皇帝のユスティノスだって、最初は兵卒だ。無学で字も読めない、それどころか戦場での功績だって、大したものじゃない、そんな男が時流に乗って即位したんだ。俺には、今のあんたの方がよっぽどましに思えるがな」

　とはいえ、大それたことである。今のベリスには想像もつかないことだった。

「俺が書きたいのは、『皇帝ベリサリウス伝』だ。俺が書くんだから、あんたには歴史に名を残す価値のある、とびきりの大物になってもらわないとな」

　ベリスは天を仰いだ。とんだ課題を突き付けられてしまったものである。

「今すぐ、決断しなくていい。今のあんたは、ユスティンの下で頑張るだけで精一杯だろう。でも、いつか、そんな選択を迫られる日が来ると思う」

　予言者のような口ぶりだった。実際、この聡そう明めいな若者は、ベリスよりもずっと未来を見通すことができるのかもしれなかった。

「だからその時のために、俺がそんな考えを持っていることを、頭の片かた隅すみに留めておいてくれ」
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　帝都に吹く風が、徐々に冷気を帯びている。自らを紅あかく染めた木々はどこか物寂しく、空に浮かぶ雲はどんよりとした灰色を帯びている。

　ひときわ寒い日の午後だった。ユスティンはベリスを伴って、ダフニ宮殿の奥深くにある皇こう妃ひルピキナの部屋を訪問した。

　ルピキナは長年ユスティノス帝に連れ添った、気品ある老婦人である。元は異教徒だがキリスト教に改宗し、エウフェミアというキリスト教徒としての名前も持っている。

　ベリスを「前途有望な武官です」と紹介した後、ユスティンは本題に入った。

「伯母上。お願いがあって参上しました」

「あなたが私に？　珍しいこともあるものですね」

「実は私は、テオドラという娘と結婚したいと考えています。つきましては、伯母上に味方になっていただきたいのです」

「その話ですか」

　それまで温和な表情を見せていたルピキナが、蛇へびのような冷酷さで、そっけなく首を横に振った。

「なりません。私は反対です」

「えっ……!?　今、何とおっしゃいましたか、伯母上」

「あなたこそ、何を言うのですか。その者の素性は聞いています。あなたは、偉大なる皇帝ユスティノスの甥おいにして、後継者たる男子ですよ。そのような輝かしい血筋のあなたが、卑いやしい劇場の踊り子などを妻にしようとは！」

「しかし……」

　喉のどまで出かかった言葉を、ユスティンはかろうじて押しとどめていた。

「想像しただけでも、反へ吐どが出ます！　下げ卑びた男どもにいやらしい淫みだらな踊りを見せ、薄汚い連中に金貨一枚で身体からだを売り、快楽に身を委ゆだねる自じ堕だ落らくな暮らしをしている女を、よりによって妻にしたいとは！　ああ、二度とそんな汚らわしいことを口にしないで頂戴」

　説得の余地はなさそうである。ベリスを連れて、ユスティンは逃げるように退出した。執務室に戻って絹張りの椅い子すに腰かけると、力なく呟いた。

「まさか伯母上があのような態度に出るとは……」

「ですが、皇妃ルピキナ様が反対なされるのは、当然なのではないですか」

　ユスティンとテオドラでは、身分があまりにも違いすぎる。皇族ともなれば、個人の恋愛感情だけで結婚するわけにはいかない。皇妃の主張は、そこまで意外なものだろうか。

「お前は伯母上の素性を知らぬからそう言うのだ」

　ユスティンは苦々しく吐き捨てた。

「伯母上はな、今はああやって緋ひ色いろの衣を着て、いかにも皇妃然としているが、実は奴隷身分の出身なのだ」

「え……」

「駆け出しの軍人だった伯父に、ノミスマ金貨三十枚で買われた蛮族の娘にすぎぬ。それが、伯父上と結婚して、その伯父上が皇帝となりおおせたものだから、とうとう皇妃にまで上り詰めたのだ。その伯母上が、さも高貴な血筋の生まれであるかのように装って、余のテオドラを卑しい踊り子などと罵ののしるなど、笑止だと思わぬか？」

　キリスト教の人道主義の立場から、ローマ帝国では奴隷制度がほぼなくなりつつある。だが、同じローマ人を奴隷にすることは良心が許さないという人々も、異教の蛮族を奴隷とすることにはさほど抵抗はなかった。

「人が人を奴隷とすることなど、神がお許しにはならぬ。だが、野蛮な異教徒どもは人ではなくドブネズミ以下の下等な存在だからな。奴隷にしてしまっても構わぬであろう？」

　そううそぶく者もいた。帝国全土には、まだまだ大勢の奴隷たちが残っていた。

「奴隷出身で苦労を重ねてきた伯母上だから、テオドラとの結婚にも理解を示してくれるだろうと思っていたのだが……」

　ユスティンは、唇を嚙かみしめた。どうしてもテオドラと結婚したいらしい。

「こうなったら、やむを得ん。皇帝陛下に直接お願いしてみるか」







　だが、ユスティンによる直訴は、不首尾に終わった。皇妃ルピキナがすでにこの件を皇帝に伝えており、自分は絶対に反対であると訴えていたのだ。皇妃が反対する結婚に、皇帝があえて賛成する理由がなかったのである。

「すまぬ。お前を余の妃とするには、しばらく時間がかかりそうだ」

　気まずそうなユスティンにそう告げられて、テオドラは艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。皇帝夫妻の反応は、彼女の予測の内にあった。

「慌てるつもりは、ありませんわ。皇帝陛下や皇妃殿下とは違って、私たちには時間はたっぷりありますもの」

　むしろ性急にことを進めると、思わぬところで足をすくわれかねない。「卑しい踊り子の女」との結婚を強行することでユスティンの皇帝としての資質に疑問符がつけられるような事態になれば、本末転倒である。

　それよりも、足元を固めるべき時である。ユスティンとテオドラ自身の味方を増やし、敵を排除しなければならない。

　ユスティンの下を退出し、宮殿の回廊を歩きながら、テオドラは考えた。

　文官では、カッパドキアのヨハネスと法律家トリボニアノス。武官では、シッタスとベリスの二人に、ユスティンは期待をかけている。

　人を見る目には自信があるテオドラである。彼らの中では、特にベリスが傑出しているように思われた。今はまだ地位が低いが、ローマ帝国の将しよう帥すいとして、申し分ない才能を秘めている。ユスティンへの忠誠心も並々ならぬものがある。いずれ皇帝となったユスティンの下で、ローマ全軍の最高指揮官として力を振るってくれるはずだ。

　そう確信していたテオドラだが、自らの判断に、修正を施さなければならないかもしれない。プロックスの一言がきっかけで、そう考えるようになっていた。

『この世で一番皇帝にふさわしい人間がいるとしたら、それはベリスだ。あいつほどバカ真面目まじめに国のことを考えている奴はいねえ』

　ベリスは、本当に「ユスティン麾き下かの最高指揮官」という立場に、満足するだろうか。今は、ユスティンへの反逆など、考えもしていないだろう。だが、立場は人を変える。数万の大軍を指先一つで動かせるような地位に到達したとき、彼の心に魔が差すことがないと、言い切れるだろうか。まして、あのプロックスは、ベリスを激しく焚たきつけるに決まっている。

「巨大すぎる才能は、危険だわ」

　プロックスともども、今のうちに、始末しておくべきだろうか。あるいは二人をどうにかして引き離すのがよいだろうか。テオドラらしくもなく迷いがあるのは、妹のシアが二人と親しく交流している様子であったからだ。

「シア……」

　テオドラ自身が引き起こしたあの事件のことを、思い出した。

　まさかシアが代役に選ばれるとは、思ってもみなかった。テオドラの頭の中では、シアは主役をやるには早すぎる、まだまだ幼い少女だった。一人の自立した人間として成長していることに、彼女は気付いていなかったのだ。

　テオドラたちの父アカキオスは、キプロス島に生まれ、帝都コンスタンティノポリスに出て来て劇団の熊使いとなった。彼が病死したとき、コミト、テオドラ、アナスタシア──すなわちシア──の三人の娘が残された。

　その日から、姉妹は劇団でほとんど奴隷のような扱いを受けた。姉のコミトとは、幼い頃に生き別れた。芸をいっこうに身につけることができなかったので、ペルシャの奴隷商人に売り飛ばされたのだ。

　自分も姉のようになるのでは、という恐怖から、テオドラは必死で芸を覚え、男たちに媚こびを売り、身み銭ぜにを稼いできた。妹のシアには、自分や姉のような不幸を味わってほしくなかった。

　シアは明るく快活な少女に育っている。姉たちとは違って、劇団の連中にも可愛かわいがられている。それは素晴らしい才能だと思う。

　彼女は事件の真相に気付いているようだ。あのプロックスに協力してマケドニアを逃がしたのも、おそらくシアだろう。

　ユスティンから与えられた邸宅で一緒に住もうと持ちかけたが、断られた。シアには裕福な生活をさせてやるつもりだったのに、かえって彼女との間に、修復できない亀裂が生まれてしまった。

「もう後には戻れない。私はこの道を進むしかない……」

　自分には、才能がある。他の誰にもない才能が。それを活いかすには、まだまだ味方が足りない。特に、側近となる者が必要だ。

　……白い列柱の立ち並ぶ、天上のような幻想的な回廊を歩いていたテオドラは、すぐにはその男に気付かなかった。いや、正確には、かつて男であった者と言うべきだろうか。何気なくすれ違った宦かん官がんに違和感を覚え、その正体を悟って慌てて振り返った。彼女は、確かに見たのだった。いかにも頼りなげで卑屈そうな若い宦官の瞳が、まるで真夏の中天に浮かぶ太陽のようにぎらぎらと光るのを。

　その宦官もまた、振り返ってテオドラを見た。やはり見間違いではなかった。煌こう々こうと輝く瞳は、あふれんばかりの野心でぎらついていた。自然と、彼女は声を掛けていた。

「お前、名は何と言う？」
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　ユスティンが皇帝から急に召し出されたのは、聖ソフィア教会で祈りを捧ささげ、司教たちと懇談をしていたときだった。コンスタンティウス二世によって建てられ、いったんは焼失したものの、テオドシウス二世によって再建された教会である。木造屋根を持つバシリカ式の聖堂は、どこかユスティンの美意識には合わなかった。いつか古代の聖王たちの度ど肝ぎもを抜くような荘厳かつ華麗な大聖堂を自ら設計し、建ててみたいと空想しながら、彼は宮殿へと舞い戻った。

「ペルシャのカワード王が、使者を寄よ越こしたのだ」

　ユスティノス帝は、そう話を切り出した。

　カワードは、四十年にわたってペルシャ王国に君臨する老王である。彼の人生には、まさに波は瀾らん万ばん丈じようという言葉がふさわしい。即位の当初から、尋じん常じようではなかった。彼は隣国エフタルとの戦いで戦死した父王から王位を受け継いだのだが、その直後、彼の登とう極きよくに不満を持つ親族の反乱に遭あい、辺境の城に幽閉されたのである。

　幽閉先の牢ろう獄ごくに通いつめて献身的にカワードの世話をしたのは、美び貌ぼうで名高い彼の妃きさきであった。この妃が、夫を逃がすために一計を案じた。城主を誘惑した彼女は、自らの豊満な肉体を彼に与える代償として、誰にも邪魔されず、誰にも見張られずにカワードと面会する機会を懇こん願がんする。好色な城主はこれを了承し、妃との一夜の逢おう瀬せを楽しんだ。

「なかなかよい女であったな。自分から誘ってくるとは驚いたが、夫と離れ離れになって欲求不満がたまっていたのだろう。よい、会わせてやれ」

　翌日の夜、再び監獄を訪れた妃は、約束通り二人きりでカワードと面会した。積もる話もあったのだろう。深夜になってようやく牢獄から出てきた妃は、フードを深く被かぶり、言葉少なに城を後にした。

　その翌朝、カワードの様子を見るために牢獄の中を覗のぞき込んだ見張り係は、仰天することになる。中にいたのは、カワードの衣服を着た、彼の美しい妃であった。昨夜、牢獄から出てきたのは、妃の衣装を着たカワード自身であったのだ！

　妃の命懸けの献身でまんまと脱獄したカワードは、その足で隣国のエフタル帝国へと亡命する。エフタルは父王を戦死させた仇かたきであったが、この際やむを得ない。かつての宿敵の力を借りたカワードは、自ら軍を率いて反乱者を打倒し、王位を取り戻したのである。

　王位を奪還した後も、カワードの人生は様々な波瀾に彩られてきた。だがそんな彼も、四十年の治世を経て、さすがに老いた。彼の今の悩みは、後継者問題であった。

　彼には幾人もの息子がいたが、父親の目から見て最も優れていると思われるのは、三男のホスローであった。聡そう明めいで、戦場での武勲もあり、庶民や兵士たちからの人気も高い。次の王として、申し分のない資質の持ち主であると思われた。だが、宮中には長男や次男を支持する勢力も多い。あえて三男のホスローを後継者に指名すれば、国内が混乱することは必至であった。

　カワードが頼ったのは、同じく老齢のローマ皇帝・ユスティノスであった。積年の宿敵であるはずの彼に、カワードは驚くべき提案をしてきた。彼はユスティノスに、息子ホスローを養子にしてやってくれと言ってきたのだ。

　ローマ帝国が後ろ盾となれば、ホスローのペルシャでの支配権は盤ばん石じやくとなる。それを期待してのことであった。

「長年、敵同士ではあったが、同じ老齢の帝王として、奴はわしに親近感を抱いておるのだろう」

「ペルシャごとき蛮族の国王と、大ローマ帝国の皇帝とでは、重みが違います」

「何、金で買った帝位よ」

「……どういう意味でございますか？」

「はて、お前には話しておらなんだかな。わしが帝位を手にした経緯を」

　先帝アナスタシオスは子どもを残さずに崩ほう御ぎよした。当時宮廷で絶大な権力を握っていた宦官の長・アマンティオスは、自らの側近を皇帝として擁よう立りつしようと図った。宦官、つまり去勢を施された官吏は、どれだけ強い権勢の持ち主であっても、自身は決して皇帝に即位することはできない。であれば、せめて自分の操り人形になる人間を選ぼうと考えたのである。

　自らの野望を成就させるため、アマンティオスは、皇帝エクスク親衛隊ービトルの隊長であったユスティノスに多額のノミスマ金貨を手渡した。これを使って有力者たちを買収せよ、というのである。

　ユスティノスは金貨を賄わい賂ろとしてばら撒まいた。──ただし、アマンティオスの側近を皇帝にするために、ではなかった。彼は金貨をちらつかせながら、元老院の有力者たちにこう囁ささやいたのだ──「来たる皇帝選出選挙の際には、このユスティノスをよろしく」と。

　さすがに、ユスティンは絶句した。

「それでは、伯父上は横取りした他人の金を使って帝位を得たのですか」

「そうじゃな。まあ、昔の話じゃ。それよりも、ホスローの件だが」

　どうでもよい、とばかりに大きなあくびをして、皇帝は話題を戻した。

「わしとしても、ペルシャとの無用の戦いは避けたい。この話、了解しようと思う」

　ユスティンとしても、悪くない話に思えた。彼が目指すのは、いにしえの大ローマ帝国の復活である。そのためには、西方のイタリアや北アフリカ、イベリア半島を奪還しなければならない。打倒すべきは、それらの地に居座るゴート族や、ヴァンダル族であった。ペルシャとの戦いは、なるべくなら収束させておきたいところであった。

「では、そのように……」

　頷うなずいて、話題を変えようとしたときだった。

「その話、なりませぬ！」

　猛然とした反対の声が、謁えつ見けんの間に鳴り響いた。現れたのは、法務クアエ長官ストルのプロクロスであった。長年にわたってユスティノス帝を支えた文官の長である。

「ペルシャ人どもの真の目的は、そのホスローなる者を、ローマ帝国の皇帝の座に就けることにあります」

「何を馬鹿な」

　ユスティンは鼻で笑った。養子といっても、名目だけの話である。ローマ皇帝がホスローの後ろ盾になるという姿勢を内外に示すことが目的であって、養子になったからといってペルシャ人がローマ皇帝になれるはずがない。

「いえ、それが、可能なのです」

　そう言って、プロクロスは古いローマ法を記したパピルスの束を書記官に持って来させた。ローマ法の生き字引と言うべき老プロクロスは、抜群の記憶力と明めい晰せきな論理を駆使して、ホスローを皇帝の養子に迎える場合にどのような手続きが行われるのかを詳細に解説した。

　説明を聞いていくうちに、ユスティンの顔は青くなった。無数のローマ法の中には、彼がまったく知らないものも多数あった。そして、それを巧妙に利用すれば──。

「……以上のように、これらの法解釈を駆使すれば、ホスローがローマ皇帝の座に就くことも論理的にはありうるのです。少なくとも、そう主張することは可能です」

　ローマ人たちがペルシャ人の皇帝を受け入れるとは、考えにくい。だが、次の皇帝として、ユスティンがローマ人たちの全面的な支持を得ているとは言い難がたい。先帝の甥おいヒュパティオスや首都長官テオドトスをはじめ、内心で彼を支持していない有力者はいくらでもいる。「ユスティンよりは外国人の皇帝の方がましだ」と彼らは考えるかもしれない。思わぬ人物が帝位についた先例は、長いローマ帝国の歴史上、数多くあるのだ。

　ホスローという男は、先のゲオルギアでの戦役でも優れた才能を発揮して、ペルシャ軍を勝利に導いている。名将であり、恐ろしく頭の切れる人物と聞いている。ローマ帝国内の反ユスティン派を巧みにまとめ上げ、ユスティンに対抗してくるかもしれなかった。

　ユスティンは、プロクロスの意見を受け入れた。皇帝も、それを是とした。冷や汗をかきながら、ユスティンは謁見の間を退出した。

「危ないところだった。もう少しで、ペルシャ人どもに帝国を乗っ取られるところだった。プロクロスのおかげで助かった」

　寝室に、テオドラが待っていた。ユスティンが経緯を話すと、優美な絹の衣をまとったテオドラは、葡ぶ萄どう酒しゆ色の髪をなびかせながら、ユスティンにしなだれかかった。ふとした疑問が、ユスティンの脳裏に浮かんだ。

「だが、奴は余がテオドトスを粛しゆく清せいしようとしたとき、その邪魔をしたではないか。なぜ今回は、余を助けたのだ？」

　磁器のようにきめ細やかな指先をユスティンの淡い金髪に絡めながら、テオドラは艶なまめかしい声で囁いた。

「おそらく、彼はユスティン様の敵でも味方でもありません。法律だけが、彼の行動や理念の規範となっているのでしょう」

「ありうるな。人よりも法を友にして生きているような男だ」

　ユスティンが表情を変えずに笑うと、テオドラは話題を転じた。

「ところで、そのプロクロスによく似た名前の、プロックスという若者をご存知ですか？」

「ああ、ベリスから聞いている。法律学校を首席で卒業した、なかなか聡明な若者だそうだな」

「その者は危険です。ベリスから遠ざける必要があります」

　まじまじと、ユスティンは愛する女を見つめた。いつも世の中を高みから覗のぞいているようなテオドラにしては、珍しく真剣な眼まな差ざしであったからである。

「お前が言うのなら、そうしよう」

　鋭い眼光に気け圧おされるように、彼は答えた。







　その夜、ダフニ宮殿はにわかに騒がしくなった。

　皇妃ルピキナが、突然倒れたのである。老齢とはいえ、衰えの兆しを見せなかったルピキナである。それだけに人々は驚き、回復を祈念した。だがその祈りも虚むなしく、高熱を発したルピキナは翌朝にそのまま息を引き取った。

「まさか……テオドラ様が？」

　廷臣たちは、噂うわさした。ルピキナがユスティンとテオドラの結婚に猛反対していたことは、宮中では知らぬ者がいない。テオドラが、毒を盛ったのではないか。あるいは恐ろしい魔術でも用いて、皇妃に呪いをかけたのではないか。誰もがそう勘ぐったが、何の証拠もないことであった。

　国葬が執り行われた。ユスティノス帝は、ふさぎ込んで病がちになり、ますます政務から遠のいてしまった。

　ユスティンが皇帝の職務を事実上、代行した。法務クアエ長官ストルプロクロスに命じて自らを副帝とする手続きを進めさせ、執務室もユスティノス帝が使っていた部屋に移した。

　目下の課題は、ペルシャ対策である。ホスローを皇帝の養子とする提案を断る以上、和平は望めない。ユスティノス帝が病と知れば、なおさらペルシャは戦争へと舵かじを切るだろう。先手を打つ必要を、彼は感じた。

「シッタス、ベリス」

　信頼する二人の武官を呼び出して、指示を与えた。

「お前たちを千人キリア隊長ルコスに任命する。二千の兵を率いて、アルメニアに向かえ」

「アルメニア、でございますか」

　ベリスが反はん芻すうすると、ユスティンは静かに頷いた。

　アルメニアは、かつては独立国であった。ゲオルギア、ラジカとともに、ローマ帝国とペルシャ王国の緩かん衝しよう国家として機能していた小王国であった。だが、ローマとペルシャ、それぞれの傀かい儡らいの王が交互に即位するという状況の中で、百五十年ほど前、ついに滅亡した。その領土はローマとペルシャで分割され、西部はローマ領アルメニア属州、東部はペルシペルャ領アサルルメメニニアアとなった。

「ペルシャ軍は、今この時期の我が軍の侵攻を予想していない。不意を突くことが可能だ」

　ペルシャ領アルメニアを制圧すれば、その北方にあるゲオルギアは、ペルシャ本国から切り離され、孤立する。そうすればペルシャに占領されたゲオルギアを奪還し、亡命中のグルゲネス王を復位させることも可能である。だが──。

「わずか二千の兵でアルメニアを征服せよというのは、無茶なのでは？　それに、間もなく冬がやって来ます。寒冷地のアルメニアで軍事行動を起こすのは時期が悪すぎるのでは？」

　シッタスが口くち髭ひげをいじりながら疑問を呈した。その質問を待っていた、と言わんばかりの表情で、ユスティンは言った。

「お前たちの作戦は、陽動だ。我が軍の目的がどこにあるのか分からなくさせるための策なのだ。お前たちと同時に、エイレナイオス将軍の部隊もラジカ・ゲオルギア方面へと出立する。が、これも実は陽動で、本命はメソポタミアのニシビスに派遣するリベラリウス将軍率いる部隊だ」

　本隊ではなく陽動部隊とはいえ、大変な重責である。先日までは大トリ隊ブー長ノスとして三百に満たぬほどの兵を率いていたベリスとシッタスに、国家の命運がかかっている。大胆な抜ばつ擢てきであるといえた。

「ベリス。お前が推挙してきた疾風のブーゼスもこのたびの戦いに参戦させる。兄である烈火のクーツェス将軍を補佐させる。クーツェスの部隊はリベラリウス部隊の後続だ。それでよいな？」

　これまた大胆な抜擢であった。クーツェス将軍には大軍を統率した経験はまだなく、弟のブーゼスに至っては、警備隊での実績はあるが戦場での働きは未知数である。推挙したベリスの方が驚くほどの厚遇であった。

　若手を大胆に起用し、ヒュパティオスのような守旧派の軍人たちを排除しようという、ユスティンの決意が見て取れた。

　いったん退出したベリスとシッタスは、宮スコラ殿エ・パ警ラテイ護隊ーナエの隊長職を後任の者に引き継がせ、さらに遠征の計画書を作成してユスティンに提出した。

「おおよそこれでよいが……」

　素早く目を通して、ユスティンは言った。

「ベリスよ。お前の参シユン謀ブーロスとして名前が挙がっている、カイサレアのプロコピオスなる者だがな。この者は、外せ」

　凍いてついた冷気をまとった刃やいばのような一言が、ベリスに突きつけられた。ぞくりとして、彼はユスティンの鋭い眼差しを受け止めた。

　その言葉を、実はベリスは予期していた。外ほかでもないプロックスが、このような展開を予測し、あらかじめベリスに伝えていたのである。

「この者はゲオルギア遠征に書記官として従軍しながら、任務を放棄して勝手に帰還したと聞いている。そのような者は、お前の部下にはふさわしくない」

「恐れながら」

　テオドラ様の差し金か、と思いながら、ベリスは反論した。

「この者の才覚は、私が一番よく存じております。参シユン謀ブーロスの任命権は、将しよう帥すいである私にあります」

「余の命令であっても、聞き入れるわけにはいかぬと？」

「はい」

　張り詰めた空気が、二人の間に重々しく漂った。長い沈黙の後に口を開いたのは、ユスティンだった。

「いや、やはりそれは認められぬ。確かに参シユン謀ブーロスの任命権はお前にあるが、それを言うなら将帥としてのお前の任命権を握っているのは、余だ。この者を参シユン謀ブーロスにするというのなら、余はお前を千人キリア隊長ルコスに取り立てるという人事案そのものを撤回せざるを得ぬ」

　ここでさらに異議を唱えたら、どうなるだろうか。ベリスは想像を巡らせた。自分とユスティンとの間に、取り返しのつかない亀裂が入ってしまうのだろうか。英えい邁まいなユスティンがそこまで話の分からない男だとは、信じたくないところだが。

「余はお前を買っている。余を失望させないでくれ」

　ベリスは、迷った。プロックスは、かけがえのない友である。だが、ユスティンもまた、ローマ帝国の再興という志こころざしを同じくする仲間なのである。

「……かしこまりました。では、参シユン謀ブーロスには別の者を」

　結局、そう答えたのは、ベリスの頭の中で、プロックスが囁ささやきかけてきたような気がしたからである。ユスティンの信頼を失っては、ベリスの栄達は望めない。そうなると、プロックスを従軍史家にするという約束も果たせなくなってしまう。だから、今はとりあえずそう答えておけ。プロックスが隣にいたら、そう助言したに違いない。

「それでは、準備に取りかかります」

　一礼して、ベリスはシッタスとともに執務室を後にした。




　　　２




　ベリスは、マルティヌスを使いとしてプロックスの自宅に送り、事情を説明させた。その間に将兵たちと打ち合わせを行い、必要な物資の確認をしていたベリスだったが、マルティヌスの戻りが遅い。日が暮れてしまったので、ベリスが直接プロックスの自宅を訪れると、藍緑色の髪の少年は身支度を整えている最中だった。

「おぬし、一体何の準備をしておる？」

　ベリスが尋ねると、「馬鹿なことを訊きくな」と言わんばかりの表情で、プロックスがうそぶいた。

「何って、そりゃもちろん、従軍の用意さ」

　ベリスは首をひねった。傍かたわらで、マルティヌスが困った顔をしている。

「マルティヌスよ。おぬし、プロックスが参シユン謀ブーロスの任を外されたことを、説明しておらぬのか？」

「何度も説明しましたよ。でも、聞かないんですよ、こいつ」

　マルティヌスにしては、乱暴な口の利き方である。よほど腹に据すえかねているようだ。

「おい、お前。ベリス隊長がわざわざお越しになったのに、何で出迎えもしないんだ？」

　金褐色の髪の少年の追及を、おそらく故意に無視して、プロックスは床に並べた荷物の選定をし始めた。

「黄色のがいいかな。それとも青いのがいいかな。こちらの紺色のは、ちょっと小さすぎるか。どう思う、ベリス？」

　プロックスが尋ねたのは、本を携帯するための書巻箱カプサのことである。背負い紐ひもがついていて、書ヴオル巻ーメンを持ち運びするのに便利なのである。戦場でも本を読むつもりなのか、とベリスは呆あきれた。

「そんなことはどうでもよい。プロックス、済まないが、おぬしは今回は従軍することができなくなった。もうマルティヌスから聞いていると思うが……」

「ユスティンが言ったのは、俺を参シユン謀ブーロスにするなということだろう？　俺は、従軍史家として勝手にあんたについていく。それだけのことだ」

　確かに、ユスティンもプロックスを従軍史家とすることまでは禁じていない。そもそも従軍史家というのは、正式の役職ではないからだ。だが、そのような詭き弁べんが通じるとはとても考えられない。プロックスを連れていけば、ベリスは命令違反の罪で咎とがめられてしまうだろう。

「ただの従軍史家なら軍規に拘こう束そくされないから、かえってありがたいくらいだ」

　吞のん気きなものである。ベリスとしては、気楽に了解するわけにはいかない。

「ずっとこんな調子なんですよ、プロックスは」

　マルティヌスが深くため息を吐ついた。

「もう呼び捨てか。二人とも、ずいぶんと仲が良くなったようだな」

「冗談でしょう!?　何で僕が、こんな奴と仲良くならなくちゃいけないんですか！　まったく、シッタス殿よりも不愉快な男がいたなんて、勘弁してほしいですよ」

　我慢の限界だ、と言わんばかりのマルティヌスである。ベリスは提案した。

「もういっそ、プロックスの言う通りにしようか。シッタスの部隊と合わせ、二千の兵だ。プロックス一人を紛まぎれ込ませるくらいなら、造ぞう作さもない」

　そう言って、ベリスはちらりと藍緑色の髪の少年を窺うかがった。

「おぬしがおとなしくしてくれるという保証があるのなら、の話だがな」

　とはいえ、ヒュパティオス軍司令官にもあれほど偉そうな態度を取ったプロックスである。一般兵士や従卒に紛れ込み、しおらしくしているなど到底考えられない。

「残念ながら、おとなしくするつもりはないね」

　書巻箱カプサに入れる書物を選びながら、プロックスは涼しい顔で言った。マルティヌスが、また憤怒の表情になった。

「お前、態度がでかすぎるぞ。ねえ隊長、こんな奴、ほっときましょうよ。こいつよりも、僕の方がずっと隊長のお役に立ちますよ」

「はあ？　お前が？　笑わせるな、ベリスの足を引っ張ってばかりのくせに」

「二人ともやめないか」

　頭を抱えたくなる衝動を、かろうじてこらえるベリスである。

「プロックスよ。そこを何とか、目立たないようにしてもらうわけにはいかないか。非常事態が生じたときは、おぬしの知恵を借りたい。だがそうでないときは、兵士たちに紛れて静かにしてもらえれば……」

「何か起こってから、兵士の中に紛れ込んでいる俺を呼び出して、これこれこういう不測の事態だから何か策を立ててくれ、といちいち説明するのか？　迂う遠えんだな。俺が策を立てた頃には、手遅れになっているかもしれないじゃないか」

　初めからベリスの傍そばに控えて、情報を共有していないと意味がない。プロックスは、そう言っているのである。

「そもそも、俺はこの遠征、何か一波乱あると思っている。だから従軍するんだ」

　つまり、プロックスの智ち謀ぼうが是が非でも必要になるということである。ベリスたちが命じられたのは陽動任務だが、案外、危険が多いとプロックスは見ているのである。その理由に考えを巡らせ、ベリスは一つの答えに行き当たった。

「『不滅ホスロの魂ー・を持ヌーシつホールワスローーン』か」

　ペルシャの王子であり、東西南北に配置された四スパ方ーバ将ードの一人である。彼の管轄はペルシャの北部地域であり、ペルシャ領アルメニアはその重要な拠点となっている。アルメニアに遠征するとなれば、あの恐るべき男との対たい峙じは避けられない。

　用兵に限って言えば、ホスローに後れを取るつもりはないベリスである。だが、ホスローは謀略にも長たけている。智謀で対抗できる人材が欲しいところだ。

「……分かった。ユスティン様は後でお怒りになるだろうが、それは私が甘んじて受けよう」

　実のところ、こうなるのではないかと予想はしていたベリスであった。

「こうなったからには、命令違反を帳消しにするほどの功績を立てねばな」

「もちろんだ。俺があんたに手柄を立てさせてやるよ」

　自信たっぷりに胸を張るプロックスを、マルティヌスが狼おおかみのような面おも持もちで睨にらみつけた。ベリスはため息を吐いた。味方同士、なるべくなら仲良くしてほしいところである。




　　　３




　数日後、ベリスとシッタスの率いる部隊が帝都コンスタンティノポリスを出発した。ボスフォラス海峡を船で渡り、帝都対岸の都市カルケドンに至る。ここから広がる小アジアの大地を、アルメニアまで行軍しなければならない。黒海沿岸の軍用道路を通り、まずはトラペズスの街に向かうことになっている。

　二千という数は、大軍とは言いがたい。それでもカルケドンの船着き場は、多くの軍船ドロモンで埋め尽くされた。群ぐん青じよう色いろの海に浮かぶ無数の白い三角帆は、壮観といっていい光景である。

「シッタス。ゲオルギアで顔は合わせていると思うが、改めて紹介しよう。この者が、例のカイサレアのプロコピオス、通称プロックスだ」

　全軍が船から降りたところで、先に到着していたプロックスをシッタスに引き合わせた。プロックスを連れていることは極秘なので、帝都で顔合わせをするわけにはいかなかったのである。

「ああ、覚えている。ヒュパティオス軍司令官に喧けん嘩かを売っていたのは、この男だな？」

　頷うなずいてから、シッタスは眉み間けんにしわを寄せた。

「……って、何なに故ゆえにそのプロックスがついてきておるのだ!?　参シユン謀ブーロスにはするなとあれほどユスティン様がおっしゃっていただろう!?」

「まあ、そう堅いこと言うなよ。ベリスじゃあるまいし」

「しかもため口か!?　千人キリア隊長ルコスたるこの俺に、ため口を利くのかお前!?」

　手ヴエル槍トウムをどすどすと地面に叩たたきつけながら、シッタスは憤慨した。

「いや、別にため口はどうでもいい。それよりユスティン様の命令に逆らうのは駄目だ。この者を連れていくのは──」

「熟慮の末だ、シッタス。分かってくれ」

　シッタスの肩に手を置いて、ベリスは懇こん願がんした。

「おぬしなら、分かってくれるはずだ。能力のある参シユン謀ブーロスが、どれほど得え難がたいものなのかを」

　ユスティンはベリスやシッタスが主君として仰ぐに申し分のない、聡そう明めいな人物だが、戦場での経験は皆無である。皇帝の補佐役として、ほとんど執務室の中だけで政治家としての実績を積んできた。ゆえに、軍事に関しては、机上の空論をもてあそぶ傾向に陥おちいりがちである。純軍事的には正しいと思われることでも、政略的な理由から却下してしまうことがあるのだ。

「ユスティン様の至らぬ部分を、現場の専門家の立場から、少しだけ、修正を加える。ほんの少しだけだ。それも我らの重要な役目だと思わぬか？」

「むむ……」

「むろん、おぬしには迷惑をかけぬ。何かあったときは、すべて私が責任を持つ。おぬしは、知らぬ存ぜぬを通せばよい」

「見損なうなよ、ベリス」

　口くち髭ひげをいじりながら、シッタスは鼻はな白じろんだ。

「お前と俺とは、一いち蓮れん托たく生しようだ。お前にだけ責任を押し付けて知らん顔をするつもりはない。俺だって、参シユン謀ブーロスにはできるだけ賢い奴がほしい。お前がこの者を推薦するというのなら、俺もできる限りのことはする」

「……そうか、ありがたい」

　心の底から、ベリスはシッタスに感謝した。

「へえ、図ずう体たいがでかいだけのおっさんかと思ったら、案外話が分かるじゃねえか」

　途端に、プロックスのこの一言である。先が思いやられた。

「なあベリス、なぜこいつは上から目線なんだ？　自分の立場が分かっていないのか？」

「も、申し訳ない」

　ついベリスがプロックスに代わって謝ると、シッタスは意外なことを言い出した。

「それに、俺はおっさんではない。まだ二十代の前半だ」

「えっ、おぬし、私とそう変わらない年齢としだったのか？　てっきりもっと上だと思っていたのだが」

　ベリスは驚いてシッタスの顔を凝ぎよう視しした。プロックスは、皮肉げに唇の端を吊つり上げる。

「何だ、おっさんじゃないのに、口くち髭ひげをたくわえて、年上ぶって偉そうに振る舞っていたのか。もてない男が無理しやがって、見苦しいな」

「できるだけ威厳のある頼もしげな風貌を装った方が、兵士たちも安心する。だからそうしているだけだ」

　憮ぶ然ぜんとして、シッタスは説明した。

「それに、女にもてないのは、俺じゃなくてこいつだ」

　軍船ドロモンから荷物の積み下ろしをしているマルティヌスを、シッタスは指差した。花のような美び貌ぼうの持ち主でありながら、彼が女性に振られてばかりいるということは、ベリス隊では有名な事実である。

「こいつ、最近また女に振られたらしいぞ。その理由がまた傑作だ。女みたいな顔してるものだから、宦かん官がんに間違えられたらしい。そうだよな、こんなタマなし野郎みたいな奴とはご婦人方だってお付き合いしたくないよな」

　途端にマルティヌスが泣きそうな顔になった。

「あーあ、おっさんがマルティヌスを泣かせたぞ」

「え？　いや、これは違っ……」

　慌てて取り繕おうとして、シッタスはしどろもどろになった。マルティヌスは無言のままうつむいている。女性に振られたことを、よほど気にしているらしい。

「その、すまんかった……」

　珍しく殊勝に、シッタスは頭を下げたのだった。







　ベリスたちの部隊は、トラペズスの街からアナトリアの山岳地帯に至った。属州アルメニアに到着した頃には、秋も終わりに近づき、木枯らしが吹き荒れていた。吐く息も白くなっている。

　テオドシオポリスは、ペルシャ領アルメニアとの国境付近にあり、防衛の要よう衝しようとなっている都市である。ローマ軍にとっては腰を落ち着けられる最後の地点である。兵士たちに自由時間を与え、英気を養わせた。

　ベリスたちはバシリカ式の公堂へと入った。ここを臨時の本営とするのだ。

「あれっ、あいつ、アントニーナじゃねえか」

　シッタスが、声を上げた。公堂の片かた隅すみで、豊かな胸を革かわ鎧よろいで覆おおった女が、静かに剣を研いでいる。本当だ、と呟つぶやいたのはプロックスで、ベリスはとっさに彼女が何者なのかを思い出せなかった。どこかで見たような記憶はあるのだが。

　女はこちらに気付くと、顔を上げてプロックスに声を掛けてきた。

「あら、久しぶりじゃない、プロックス。マケドニアは、無事にアンティオキアに送り届けたわよ。修道女になると言っていたわ」

「そうか。助かった」

　プロックスに協力していたのは、この女か。ベリスは納得した。シアから話は聞いている。踊り子から傭よう兵へいに転じたという変わり種の女だ。しかし、見覚えがあるのはなぜだろう。記憶を探っていると、女の方からベリスに近寄ってきた。腰に手を当てて、妖よう艶えんな笑みを浮かべてベリスに話しかける。

「ベリス、って言ったっけ。相変わらず、いい男っぷりじゃないの」

「失礼、どこかでお会いしただろうか」

「ゲオルギアで一緒に戦ったの、覚えてない？　少しばかり残念ね。さすらいの女傭兵、『双剣の舞姫』アントニーナと言えば、それなりに名前が通っているんだけど」

「その女傭兵アントニーナが、こんなところで何をしている？」

「もちろん、あなたたちを待っていたのよ。私は傭兵だから、戦場ならどこへでも出かけていくつもりだけど、どうせならいい男の傍そばで戦いたいしね」

　そう言ってアントニーナは、ベリスに顔を近づけた。何となく気け圧おされて、ベリスはじりじりと後ろへと下がった。

「千人キリア隊長ルコスともあろう者が、女一人にたじろぐとは情けないわね。そんなのでペルシャ軍相手にやっていけるのかしら？」

「……ペルシャ兵は、美女に化けてにじり寄ってきたりはしない」

「それもそうね。私ほど剣を使える人もいないだろうしね」

　美女と呼ばれたのが、まんざらでもなかったらしい。アントニーナは笑って、また座り込んで剣を研ぎ始めた。

　おや、という顔つきをして、プロックスが彼に耳打ちした。

「ベリス、お前、顔真っ赤だぞ」

「な、何を言うか」

「そうか。ベリス、あんたはやっぱりああいう年上の色っぽい女が好みか」

「ち、違う。好みというより、苦手だ。あのような女性は」

　一方、ぎこちなく彼女に話しかける男もいた。シッタスである。

「よ、よう。久しぶりじゃねえか」

　アントニーナは顔も上げず、そっけなく返事をした。

「へえ、大おお鷲わしのシッタスもご参戦なの？　ベリスの副将になったの？」

「……俺とベリスは、同格の司令官だ！　何が悲しくて、俺がベリスの下につかねばならんのだ！」

「そうなんだ。まあ、ベリスに出世で先を越されないように、せいぜい頑張りなさいな」

　そっけなく言われて、シッタスは絶句した。指揮官たちがアントニーナに翻ほん弄ろうされている間にも、幕僚たちは公堂に必要な荷物を運び込む。ギリシャ語を話せるアルメニア人の案内人を手配し、この後の行動を決めるために打ち合わせをする。

　プロックスは離れたところで書ヴオル巻ーメンを広げていた。彼はベリスの部下として従軍しているわけではないので、勝手気ままに動いている。都合のいい時だけ、ローマ軍の幕僚として振る舞っているが、面倒なときはこうして読書をしているのである。

　彼が帝都から持参してきた歴史書は、エウセビオスの『コンスタンティヌス大帝伝』であった。大帝と同時代を生きたエウセビオスはカイサレアの出身であり、つまり歴史家を志こころざすプロックスの同郷の大先輩ということになる。

「うーん。どうも違うな……」

　読み進めながら、プロックスはひとりごちた。内容の良し悪あしではない。自分が歴史書を書くにあたり、どんな歴史家を模範とするべきか、悩んでいるのだ。エウセビオスは、どうもしっくりこない。

「エウセビオスは、俺と違って、よほど心の清らかな人だったんだろうな。コンスタンティヌス大帝への美辞麗句ばかり書いてる」

　自分がベリスを書くにしても、良い面だけを描くようなことはしたくない、と思うプロックスである。欠点のない人間などいないし、あまり褒ほめてばかりだとかえって噓うそくさいではないか。

「トゥキュディデスの『戦史』かプルタルコスの『対比列伝』を持ってくるべきだったかな」

　今さら言っても仕方のないことだが、とため息を吐ついていると、外からなかなかに賑にぎやかしい声が響いてきた。何事だろうか。

　プロックスは公堂を抜け出して、通りかかった兵士にあの声は何かと尋ねてみた。若い兵士は、武具の載った荷車を忙しそうに押しながら答えた。

「何でも、広場で旅芸人が面白い見世物をやっているらしいぜ」

「ほう、旅芸人ね……」

　ある種の予感を覚え、プロックスは街の中央にある広場の方へと足を向けた。

　喝采を浴びているのは、栗くり色いろの長い髪を仔こ馬うまの尻尾のように束ねた、緑エメ柱ラル石ドの瞳の少女であった。馬の上で片手で逆立ちをして、脚を曲げたり開いたりしてポーズをとっている。

「やっぱりお前か、シア」

　逆立ちのまま、シアは笑った。

「えへへ。来ちゃいました」

　馬の背に両手をつき、逆立ちを維持したままその場でくるくると回り始める。ギリシャ語とアルメニア語の歓声が上がり、拍手が鳴り響いた。

「あの事件がきっかけで、劇団も休業状態ですし、お姉ちゃんの真似まねをして、旅芸人になろうかと。兵士の皆さんにも、たまには娯楽が必要でしょうし」

　芸をしながら、大きな声でプロックスに話しかける。何とも器用な娘である。

「危険だ。帰れ」

「嫌です。あたし、帰りません！」

　腕に力を込め、両手で馬の背をぐっと押して上方へ飛び跳ねると、空中で一回転。地上に足がつくすれすれで、再び両手で馬の背をつかむ。

「大丈夫です。だって、ベリスさんとプロックスさんが負けるはずがないですから。そうですよね？」

　傍に控えていた紅あか毛げのアルメニア人女性が、シアに陶器の皿と棒のようなものを手渡した。シアは馬上でつま先立ちになって、棒で皿を回し始める。

「ま、まあ確かに、俺がいて負けるはずはないが……」

　兵士やアルメニア人たちは、シアの芸に目を輝かせ、万雷の拍手を送っている。アルメニアの片かた田舎いなかでは、こんな芸を見る機会はまずないだろう。

　シアは馬から降りた。観客に一礼して見世物を締めくくると、プロックスの傍にやって来て興奮気味に言った。

「あたしは、プロックスさんの傍にいたいんです」

　プロックスがわずかに動揺すると、シアは慌てて取り繕った。

「そのっ、プロックスさん、昔の優しかったお姉ちゃんを取り戻すための策を立てるって約束してくれたじゃないですか」

「約束した覚えはねえ」

「あたしだって、プロックスさんとベリスさんのお役に立ちたいんです。ヘルメス神の御ご加か護ごもありますし、足手まといにはなりません」

「女が行く場所じゃない」

「あれっ。じゃあ師匠はいいんですか？」

　アントニーナのことである。確かに、女が駄目というのなら、アントニーナも連れていくべきではないだろう。

「分かった。好きにしろ。だが、俺の命令には従ってもらうぞ」

「もちろんです。何でもやりますから！　次は何がいいですか？　短剣投げ？　コマ回し？　綱渡り？」

「いや、そういう意味で言ったんじゃないんだが……」

「そうですか。ところで、向こうに修道院があるので見に行きませんか？　すごいですよ、鍾しよう乳にゆう石せきの岩盤を穿うがって造った洞窟修道院ですよ！　修道院なのに洞窟なんです！　すごく素敵なんですよ？」

「お前、絶対遊びに来てるだろ」

　こいつといるとどうも調子が狂うな。正体不明の疲労感に襲われ、プロックスは首を振った。







　小鳥のさえずりで、ベリスは目を覚ました。公堂の大広間では、まだ大勢の兵士が寝袋にくるまって眠っている。豪快な大いびきをかいているのは、シッタスだろう。

　少し見回りをしてこよう。寝床から起き上がって、ベリスは公堂の外へ出た。中央広場の方角から、シアとアントニーナがこちらへ歩いてくるのが見て取れた。朝の散歩からの帰りだろう。

　アントニーナが、何やらシアに話しかけている。

「シア、あんたにとっておきの技を教えてあげるわ。最低限、これだけ覚えていれば、どんな状況でも絶対に生きて帰れるっていう、すごい技よ」

「え、何ですか、それ」

　話に夢中になっている二人は、ベリスの姿に気付いていない。瞳を輝かせるシアに、アントニーナはにやりと笑った。

「色仕掛けよ」

「い、いろ、色仕掛け……」

「そうよ。さすがに熊やライオンには通じないけどね。人間の男なら、たいていは通用するわ」

「で、でも、あたし、師匠ほど上手うまく使えるでしょうか……？」

　自分とアントニーナの胸を見比べながら、不安げなシアだった。

「私と比べても、意味はないわよ。私に私にしかない魅力があるように、あんたにもあんたにしかない魅力があるんだから。もっと自信を持って。まあ、あんたはまだまだ練習不足だから、まずは実戦あるのみね。気になった男がいるなら、夜よ這ばいをかけてみるといいわ。一度きりの人生よ。楽しまないと損だわ」

　盗み聞きをしているつもりはないが、さすがに気まずくなって、ベリスは声を掛けた。

「おぬし、シアに何を教えている」

　突然のベリスの声にびくりとしたのはシアで、アントニーナは動じることもなかった。

「あら、拗すねているのかしら？　シアにはいつまでも純真無む垢くな子でいてほしい、ってこと？　男は勝手ね」

「いや、私は別に……」

「それとも、私が他の男に色目を使うことが気に入らないの？　あなたが私に、『俺だけを見てくれ』と言うのなら、そうしてあげてもいいわ。あなたにそんな甲斐かい性しようがあればの話だけど」

　ベリスは口をもごもごと動かしたが、結局何も言わずに黙っていた。迂う闊かつなことを言うと、アントニーナのペースに乗せられてしまいそうだった。一つ確かなのは、アントニーナのような女を妻にした男は、きっと苦労するだろうということだ。

　結局ベリスは朝の見回りを取りやめて、公堂へと戻った。寝ぼけまなこのプロックスが、寝袋から這はい出してきたところだった。

「今日は、朝食をとろう」

　一般的なローマ人には、朝食を食べる習慣がない。昼と夕の一日二回の食事である。だが、敵地に侵入すると、食事をとるのも容易ではない。今のうちに食べておいた方がよいだろう、とベリスは考えたのである。

　兵士たちに命じて食事を作らせていると、シッタスも起きてきた。二人で調理を監督していると、気になる香りがベリスの鼻孔をくすぐった。

「いい匂いがしてきたな。あれは何の料理だろう？」

　煙の立ち上る庭へとベリスが誘われていくと、マルティヌスが火を焚たいて何かを焼いていた。ベリスに気付いて、少年はにっこりと微笑ほほえんだ。

「川で採れた魚を、香草の葉で包んで焼き上げました。おいしいですよ、隊長」

　マルティヌスが作る料理に外れはない。ありがたく受け取って嚙かぶり付くと、抜群の嚙かみごたえとともに、あっさりとした塩味が口の中に広がった。香りもよい。

「ほう、これは絶品だ」

　顔をほころばせるベリスに、マルティヌスは説明した。

「昔のギリシャでは、アナゴを葉で包んで、花冠で飾って神々に捧ささげていたそうです。花嫁衣装に身を包んだ乙女を模していたのだとか」

　なるほど、古くからの謂いわれのある料理というわけだ。感心しながら、ベリスは兵士たちを手招きして、彼らにマルティヌスの手料理を食べさせた。

　食事当番の兵士たちが作った粥かゆ料理も振る舞われ、ベリスたちは十分に腹ごしらえをした。出しゆつ立たつの準備を整える。

「さて。そろそろ出発するか。昼には、ペルシャ領だな」

　シッタスは、感無量、といった面おも持もちで、ベリスの肩を叩たたいた。

「いよいよ俺とお前の時代が来たな！　ともに力を合わせて敵を打ち破ろうではないか！」

「我々は敵を打ち破る必要はないだろう。ただの陽動なのだから」

「えっ、いや、それはそうなのだが……」

　シッタスは、恨めしそうな顔をした。せっかく気合いを入れているときに揚げ足を取る必要はないではないか、と言いたげである。苦笑しつつ、ベリスは提案した。

「それと、昨晩、ちょっと考えたことがあるのだが、いいだろうか」

「ん？」

「おぬしと私と、それぞれ別行動を取ってはどうかと思うのだ。陽動であるからには、部隊を分けて、なるべく派手に暴れて敵の気を引きたい」

「……お前、もしかして俺のことが嫌いなのか？」

「そんなことはないが、どうしてだ？」

　ベリスがシッタスを嫌う理由はない。妙なことを聞くものだと思いながら尋ねると、シッタスより先にアントニーナが意見した。

「いい考えだと思うわ。ちなみに、私はもちろん、ベリスについていくからね」

「なっ……」

　シッタスは、顔色を変えた。

「くっそおおおお！　ベリス！　いつもいつもお前だけ！　分かった、そうしてやる！　だがな、俺がいなくて心細くなっても知らないからな！」

　ふん、と鼻息を荒くして、シッタスはベリスに背を向けた。

　きょとんとするベリスの傍かたわらで、シアがアントニーナに話しかけた。

「師匠、シッタスさんに対して冷たくないですか」

「だって、彼、何だか小物くさいじゃない。どうも出世しそうには見えないわ。顔は悪くないんだけどねえ」

　そう言って、静かに笑うアントニーナだった。
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　いよいよペルシャ領内へと入った。国境で、街道は二つに分岐している。ベリスの部隊は北、シッタスの部隊は南のルートを通ることを決め、ここで別れた。

　アルメニアは広範囲に山岳地帯が広がっている。岩だらけの歩きづらい道で高低差も激しい。それだけではなかった。

「防寒具は十分に用意してきたが、それにしても寒すぎるな」

　山と山に挟まれた谷間の道に、冷たい北からの風が吹いていた。

「ペルシャ軍よりも先に、冬が来てしまうんじゃないの」

　アントニーナは冗談のつもりで言ったらしいが、ありうる話であった。山上は白い雪で覆おおわれている。兵士たちの体調管理に気を配る必要を、ベリスは感じた。

　突然、シアが「あっ」と声を上げた。敵襲か、と肝きもを冷やすベリスに、シアは興奮した口調で言った。

「見て！　見て下さい！　あの山！　垂直ですよ！　真四角ですよ！　断だん崖がい絶壁って、ああいうのを言うんですよね！」

　子どものようにはしゃぐシアに、ベリスは苦笑いする。姉のテオドラとはまるで違うシアののんびりした性格は、いったいどこから来たのだろうか。

「確かに、他ではなかなか見られない絶景なのは確かですね」

　マルティヌスが応じると、プロックスがめんどくさそうに解説する。

「石灰岩質の地形だな。この辺りは、洞窟も多いだろうな」

「洞窟！　いいですね。あたし入ってみたいです」

「そのまま出てこなくていいぞ」

「そんな！　プロックスさん、あんまりです！」

　笑い声が響く中、真面目まじめくさって、ベリスは説教した。

「シアよ。私らの前ではいいが、あまり兵士たちの前では、そういう振る舞いは控えてくれないか。我々は遊びに行くのではないのだ」

「そ、そうですね。見たこともない光景に驚いちゃって、つい。ごめんなさい」

「いいじゃないですか。これがベリス隊の持ち味ということにしておきましょう」

　にこやかに、マルティヌスがシアをかばった。女性に対しては常に紳士的な振る舞いをする彼である。

「そうは言うがな、ほら、敵の砦とりでが見えてきた。ここからは、気を引き締める必要があるぞ」

　視界にうっすらと浮かぶ木造の物もの見み櫓やぐららしきものを、ベリスは指差した。恐らく小さな要よう塞さいを土ど塁るいで囲っただけの、簡素な砦だろう。

　全軍に指令を出し、私語を厳禁とし、行軍速度を速めた。敵は、じきにこちらの姿に気付くだろう。のんびり進軍していては、敵に対処の時間を与えてしまう。

　近くまで寄ってみると、やはり百人ほどの兵を収容できる程度の、小さな砦である。地形を巧みに利用して攻めづらい構造にしてはいるものの、基本的には防衛用というより、偵察や連絡用に使う施設だろう。

　ベリスは警戒し、前衛部隊に盾を構えさせたが、櫓から矢が降ってくる気配はない。どうやら中にいたのはわずかな手て勢ぜいのみで、それもこちらの数を見て戦わずに逃亡したらしい。ぺルシャ軍は、ローマ軍の襲来をまったく予想していなかったのだ。無血で、ベリス隊は砦に入った。

　ペルシャ兵が真っ先に逃げてしまったので、砦の中にはアルメニア人の民間人が取り残されていた。通訳や食事係であろう。ペルシャ兵との戦いになると覚悟していたローマ兵たちは、殺気立っている。アルメニア人たちの姿を見ると、野や卑ひな笑いを浮かべながら、襲いかかろうとした。

「殺すな！　彼らは軍人ではない。武器を持たぬ者を殺してはならぬぞ！　略奪も固く禁じる！」

　いかずちのような大たい喝かつが、彼らを制止した。ぎょっとして、兵士たちは動きを止めた。声の主はベリスであった。普段の温和な様子からは想像もできないほどの迫力であった。

　それでも、命令を無視して剣をアルメニア人たちの方へ向ける男がいた。どうやら、有り金をむしり取ろうとしているらしい。笑いながらアルメニア人に近づく男の足下に、手ヴエル槍トウムが突き刺さった。恐るべき正確さで、ベリスが投げつけたのだ。

「次は、当てるぞ」

　すっかり肝を冷やし、男はその場にしりもちをついた。

「隊長。あんた、甘いな。味方以外は全部敵なのが、戦場だ。助命してやったところで、恩を仇あだで返されることだってあるんだぜ？」

　苛いら立だった様子の年配の兵士が、ベリスに助言した。強面こわもての男で、熟練の戦士らしい迫力がある。若いベリスと並ぶと、どちらが上官なのか分からないくらいだ。

　ベリスは、静かに首を振った。

「逃げて、我々のことを大いに敵に宣伝してもらわねば、陽動の任務が果たせないではないか。それだけの話だ」

　人道的な面からだけでなく、戦略的にも、実はそれが正しいのである。アルメニア人たちを敵に回してしまっては、いざというときに逃げ場がなくなってしまう。

「しかし、何も略奪まで禁じることはないだろう」

　ローマ軍は「キリスト教を奉ずる正義の軍隊」を自称しているが、綺き麗れいごとだけで兵士の士気を維持することはできない。兵士たちは、敵からの略奪が目当てで参戦しているのである。それを禁じられては、彼らは納得しない。そう言いたいのだろう。

「略奪品を抱えて死ぬか、略奪を我慢して生きて帰るか。どちらがいい？」

　鋭い眼まな差ざしで、彼は年配の兵士に問い返した。

「指揮官は私だ。その私が禁じているのだ。従ってもらおう。報酬に不満があるのなら、生きて帰ってからいくらでも聞く」

　有無を言わさぬ威圧感があった。年配の兵士は、息を吞のんで一歩下がった。

　貴族の子弟の中には、実戦経験に乏しいのに若くして指揮官に抜ばつ擢てきされる者がいる。そうした者は、いざ戦場に投げ出されると、気後れしてしまい、いかつい熟練の下級兵士にも舐なめられてしまうことがある。この兵士も、ベリスをそのような若造だと舐めてかかっているのだろう。諭すように、ベリスは言葉を続けた。

「フロレンティウス。おぬしの勇猛さと経験の深さには、私はいつも感服しておるのだ。この上、敗者への寛容さも加わるとありがたい」

　名を呼ばれた年配の兵士は、驚いた表情で問い返した。

「な、なぜ、俺の名を……？」

「むろん、知っているとも。おぬしが若い兵士たちの相談に何度も乗ってやっていることも、いつも朝早くに起きて体を鍛えていることも、よく知っている。私と同じトラキアの出身であることもな」

　そう言って、ベリスはにこやかに笑った。フロレンティウスは戸惑ったような表情で何かを言いかけたが、結局何も言わずに、持ち場へと戻っていった。

「年上の兵士にも物もの怖おじしない。それでいて、相手の心をつかむことも忘れない。こういうときのベリス隊長は、頼もしいですね」

　マルティヌスが、しみじみと呟つぶやいた。シアがうんうんと頷く。

「ベリスさん、なかなかやりますね！」

「まあな。これくらいはできる奴じゃないと、俺が伝記を書く意味はない」

　プロックスがそっけなく言い放つと、アントニーナが呆あきれ気味にたしなめた。

「素直に、今の振る舞いは良かったと言えばいいじゃない。どうしてそんなひねた態度を取るのかねえ」

「師匠、師匠。今のは、プロックスさんなりに褒ほめてるんですよ」

　占拠した砦は、すぐに焼き払った。ベリス隊には、この砦を占拠し続けるだけの余剰兵力はない。しかし放置しては、ペルシャ軍に再び奪取される恐れがある。となると、他に手はないのである。捕虜にしたアルメニア人たちを解放し、砦が灰かい燼じんに帰きすのを確認すると、ベリス隊はすぐに進軍を再開した。

「逃亡したペルシャ兵たちが、我々の到来を味方に知らせるはずだ。ここからは、さらに警戒する必要があるぞ」

　ベリスは兵士たちに語って聞かせた。緊張感に包まれた面おも持もちで、ローマ兵たちはそれに聞き入っている。

「ベリス隊長、すっかり指揮官ぶりが板についてきましたね」

　マルティヌスの言葉に、アントニーナが深く頷うなずいた。

「私もそう思うわ。さすがは、私が惚ほれた男ね」

　アントニーナがどこまで本気でそんなことを言っているのか、マルティヌスにはよく分からない。好みの男を見かけると、誰に対してもそんなことを言っているのかもしれないが、案外本気で惚れ込んでいるのかもしれない。

「アントニーナさんからしたら、僕って魅力、ないですかねえ」

「何を言い出すの、急に。まあ、私の恋愛の対象としてはあんたはまだ若すぎるけど、そんなことを訊きいてるわけじゃないようね」

　品定めをするような目で、アントニーナはマルティヌスの全身を眺め回した。

「もう少し、隙すきを見せたらどう？　あんたは見てくれがいいし、何でも完かん璧ぺきにこなすから、逆に近寄りがたい印象があるのよ」

「はあ、そんなものですか……」

「格好をつけずに、もっとみっともなく、がっつくように惚れた女に食いついていくのがいいんじゃないかしら。試しに、シアでも口く説どいてみたら？　あの子はけっこう押しに弱いから、案外、上手うまくいくかもしれないわよ」

　前を歩いていたプロックスが、つんのめって転倒した。

「あれ、プロックス。一体どうしたの？」

　泥まみれになりながら立ち上がったプロックスは、恨めしそうな顔でアントニーナを睨にらみつけた。

　アントニーナは、むしろプロックスに聞かせるつもりで言ったのではあるまいか。マルティヌスにとっては愉快なことではないが、どうもシアはプロックスに特別な敬意を抱いているようである。プロックスはシアのことをどう思っているのだろうか。

　赤しやく銅どう色いろの瞳で辺りを見回し、アントニーナは小首をかしげた。

「ところで、そのシアは一体どこに？　さっきまではいたんだけど」
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　めらめらと燃えるかがり火の傍そばで、ペルシャ兵たちはその芸に見入っていた。娯楽の少ない夜の野営地にあって、その少女はひときわ目を引いていた。

「ほっ。ほっ」

　月明かりの下で抜き身の短剣を巧みに操っているのは、シアだった。上方に投げては受け止め、また投げては受け止める。最後は、短剣を逆手に持ち、遠く離れた木の枝に垂れ下がった的に向けて、後ろ向きに投げつける。少年兵が、「すげっ」と驚きの声を上げた。すべての短剣が的に正確に突き刺さっていた。

「ほう、なかなか見事な芸ではないか」

　黄金の甲かつ冑ちゆうを着た黒髪の男が、シアを称賛した。見るからに身分が高そうである。おそらくは有力貴族の子弟だろう。

「どうも。ペルシャのお偉い方々は、とっても気前がいいと聞いています。あたしも張り切っちゃいますよ！」

　シアは、多少はペルシャ語ができる。劇団にはペルシャ人奴隷の曲芸師もいて、シアは芸のいくつかとともに異国の言葉を教えてもらったのだ。

　砦が占拠された後、シアはベリス隊を離れ、数日かけてペルシャ軍の野営地までやってきていた。敵軍がどのような動きを見せるのか、ベリスたちにとってはほとんど未知数である。何か情報を得ることができれば、との思いで、シアは旅芸人の装いでたった一人でここまで来たのだった。

「他には!?　他の芸は何ができるのだ？」

「えっと……ご要望があれば、何でもやりますよ？」

　綱渡り、サイコロ手品……とシアが演題を列挙しようとしたところ、黄金の甲冑の男はすかさず兵士の一人を指名した。

「よし、そこのお前。林りん檎ごを頭の上に乗っけて、あの木の下に立て。それでこの娘が後ろ向きに短剣を投げて、見事に林檎に突き刺されば、拍手喝采だ！」

「嫌ですよ！　失敗したらオレ、死んじゃうじゃないですか！」

「大丈夫！　ちゃんと戦死と同じ扱いにしてやるから。お前は祖国を守って死んだ英雄と讃たたえられ、遺族には年金が支給される。めでたしめでたしだ。どうだ？」

「そっかあ。じゃあ、やってみようかな……って、なワケないでしょう!?」

「はっはっは。冗談冗談」

　黄金の甲冑の男は、貴族の装いでありながら兵士たちの中に溶け込んでいる。どうやらかなり親しまれているようだった。身分の差を超えて、まるで長年の親友であるかのような振る舞いだ。

「では、ここで趣向を変えて、竪琴キタラなんてどうですか？」

　シアは提案した。その手には、すでに小さな竪琴キタラが握られている。

「何と、楽器も嗜たしなむのか。ぜひ聞かせてもらおう」

　ギリシャの古い楽曲を、シアは演奏した。ペルシャ兵たちは、静かに聞き入った。どこの国であれ、音楽は国境を越えて人々の心に染み入るものなのだ。

「いやあ、すごいすごい。君、本当に素晴らしいよ」

　曲が終わると、黄金の甲冑の男は興奮したようにシアに近寄り、その手を取ってまくしたてた。

「芸も見事だけど、君、かわいいね」

「は、はあ、どうも」

「その眉まゆはしなやかな弓、瞳は銀月のごとく輝き、唇はイエメンの紅玉ルビー、艶やかな髪は黒こく檀たんに似て、その立ち姿はまるで糸杉のよう……」

「うーん、あなたは詩人の才能はなさそうですね。そもそもあたし、髪は黒くないですし」

　ばっさりと、シアは男の拙せつ劣れつな比ひ喩ゆを切って捨てた。それでも、まんざらでもない気分になったのは事実である。ベリスやプロックスはそういうことは絶対に言ってくれない。

「で、あなた一体、何者なんですか？」

「俺か？　俺はホスロー」

「ホスローさんですか……って、ええ!?　ペルシャの王子さまじゃないですか！」

　相当な身分の人だろう、と予想はしていたが、まさかそこまでとは思わなかった。ペルシャの次の国王になるかもしれない人物である。

「いや、別人。俺はあんなに美男子でも立派でもないからな」

「確かにホスロー様は美男子でも立派でもないっすね」

　さっそく、若い兵士が茶ちや化かした。皆が、どっと笑う。

「……お前、俺がペルシャ国王に即位したら、覚えていろよ」

　シアの鼻を、食欲をそそる匂いが刺激した。視線を移すと、焚たき火の上で鍋がぐつぐつと煮えている。シアの様子に気付いて、ホスローは鍋の方に近寄った。

「よし、かわいい芸術ムのー女神サに褒ほう美びをあげよう」

　木製のお椀わんを手に取って、ホスローは自ら料理をよそう。食事当番らしき兵士が、慌ててそれを制止する。

「あ、そんなのオレがやりますよ」

「バカ、ホスロー様はこの娘に優しいところを見せたいんだよ。女の子の前で格好をつけるのがお好きなお方だからな」

　兵士たちの冷やかしもどこ吹く風といった風ふ情ぜいで、ホスローはお椀をシアに差し出した。

「牛肉の酢煮シク込みバージだ。うまいぞ」

　子牛の肉に香草をたっぷり混ぜて鍋で煮込んだものらしい。ローマ帝国では見たことがないが、見るからに具がたっぷりの、栄養も風味もありそうな料理だ。

「熱いから気をつけろよ」

「ありがとう」

　はふ、はふ、と息を吹きかけながら、シアは肉の塊かたまりを匙さじですくって嚙かぶり付く。肉のエキスが独特の酸味とともに口の中に広がった。

「酸っぱい……けど、おいしい！」

「だろう？　ローマにはこんな味はないだろう？　もっと食べるか？」

　ホスローは、にやりと笑う。親しげに、さらにお代わりのお椀を差し出してくる。

「こんなに親切にしてくれるなんて……ホスローさんって、本当に酢煮シク込みバージがお好きなんですね！」

「うん？　ああ、酢煮シク込みバージは好物だよ。だけど俺が今夢中なのは──」

「好きなものは他の人にも勧めたいですよね、分かります！　あっこれ仔こ羊ひつじの肉も入ってますかもしかして！」

「おう、よく分かったな。まあ、それはともかく──」

「ものすごく柔らかくてぷにぷになんですけど！　何ですかこれは！」

　感動のあまり、シアはほっぺたを押さえて叫び声を上げてしまった。ホスローが何かを言いかけたのは気付いていたが、それが気に留まらないほどだった。

「ホスロー殿下。ちょっとよろしいですか」

　堅苦しそうな文官風の男が、話に割り込んできた。シアに対して、一瞬、険けわしい視線を向ける。異国の旅芸人の女がホスローとなれなれしくしているのを、不審に思ったのだろう。

「殿下にお会いしたいという方がお見えです。あちらへ」

[image: ]

「知らねえなあ。俺、ホスロー王子じゃないし」

「ふざけている場合ではありません。さあ」

　冗談の通じない側近に引きずられるようにして、ホスローは中座した。皆の中心にいた彼がいなくなったことで、場が急に静かになった。

「あたし、疲れたので、少し休ませてもらいますね」

　シアはそう言ってその場を抜け出し、こっそり、ホスローの後を追った。

　勇壮な飛竜を描いた戦ドラ章フシ旗ユが掲げられた、絹張りの大帳幕が見えてきた。ペルシャ軍の首脳部が集まっているらしい。ホスローはその中に入っていく。少し遅れて、ローマ人のような出いで立ちの中性的な風貌の男が、ペルシャ兵に案内されてやってくる。

「失礼いたしますよ」

　ギリシャ語でそう言って、謎の男は、大帳幕に入っていった。男には、髭ひげが生えていなかった。声も、妙に甲高い。宦かん官がんであった。

　その姿に、シアは見覚えがあった。

「あの人、お姉ちゃんの家で見た……」

　名前までは憶えていないが、間違いない。最近、テオドラが目をかけている宦官だ。何か重大なことが話し合われるに違いない。

「プロックスさんには、危険な真似まねをするなって言われてましたけど、ここまで来て黙って帰るわけにはいかないですよね」

　ヘルメス神の力が宿った銀の腕輪に、手をかけた。魔術の力を解放する。『埋まい伏ふくの奇術』である。これで、誰にも見つからずに聞き耳を立てられるはずだ。

「いざとなったら、師匠に教えてもらった例の『とっておきの技』もありますし」

　色仕掛けのことである。もっとも、これは最後の手段だ。成功するかはまったくの未知数だし、何よりもとても恥ずかしい。

「さて、何が聞けますかね」







　厚い布を何枚も重ねた大帳幕の中でホスローと対面し、その宦官は話し始めた。大帳幕の裏に曲芸師の娘が張り付いて聞き耳を立てていることなど、彼は知るよしもないだろう。

「お初にお目にかかります。私はローマのさる高官の方にお仕えしている宦官で、名をナルセスと申します」

「ナルセス……その名前、アルメニア人か」

「さようです。実は私、主デス人ポテス……の言いつけにより、ホスロー様のお耳に入れたいお話を伝えに参りました」

　ナルセスが「主デス人ポテス」という言葉を口にしたとき、うっかり「女デス主ポイ人ナ」と言いそうになるのを、シアは聞き漏らさなかった。やはり彼は、テオドラの指示で動いているのだ。

「アルメニアを進軍中のローマ軍の規模は、二千といったところです。二人の将が一千ずつ指揮をとっています」

「たった二千の兵で、アルメニアを攻略できるはずがない。おそらくこれは先発隊で、援軍が後から合流することになっているのだろうな」

「いえ、援軍の予定はありません。アルメニアに侵攻するローマ軍は、この二千がすべてです」

「ということは、陽動だな。おそらく本命はメソポタミアあたりか」

「お察しの通りです」

「では、アルメニアのローマ軍は適当にあしらっておけばよいな。わざわざ俺が迎え撃つ必要もない。主力はメソポタミアに集結させるとしよう」

「いえ、お待ち下さい。もっとよい策があるのです」

　慌てて、ナルセスはペルシャ王子の言葉を遮った。

「ローマ軍がメソポタミアに集結するまでには、まだ時間がかかります。その前に、陽動部隊をアルメニアの山岳地帯の奥深くに引きずり込み、退路を断って一気に殲せん滅めつすべきです。そうすればペルシャ全軍の士気も上がりましょう」

「なるほど……。悪くない手ではあるな」

　納得しつつ、ホスローは質問した。

「しかし、貴殿はローマに仕える身なのだろう？　なぜ俺に、そんなことを教える？　情報や策を手て土産みやげに、我が軍に下ろうということか？」

「いえ、そうではありません。我が主人は……」

「いや、言わなくていい。さては、貴殿の仕えている高官とやらにとって都合の悪い人物が、その二千の部隊の中にいるということだろう。我がペルシャ軍の力を借りて、その者を始末してしまおうというわけだ」

「……な、なぜ分かったのです!?」

「であれば、むしろ恩を売ってやるのはこちらだ。情報提供の見返りなどは、よもや要求すまいな？」

　ナルセスは、沈黙した。情報提供を餌えさに交渉を有利に運ぼうと画かく策さくしていたのが、失敗したためだろう。

「さて、どうしようか。貴殿の策に乗ってやってもよいが、何の見返りもなしに動くのもしゃくだな。やはり、止めておこうかな」

　ホスローさん、やっぱり頭いいですね。シアは感服した。ナルセスは完全に相手に主導権を握られている。

「で、俺に葬ってほしい奴の名は何という？」

「ベリサリウスと、その参シユン謀ブーロスのプロコピオス。ベリサリウスは、ベリスという通称で呼ばれている青い鎧よろいを着た騎士で……」

「おお、その名前、記憶にあるぞ。そうか、あの青い騎士か！」

　ホスローは、満面の笑みを浮かべた。

「奴とはもう一度戦いたいと思っていたのだ。よかろう。貴殿の策に乗ってやる」

　あっさりと、ホスローは考えをひっくり返した。異常な決断の速さである。

　大帳幕の裏で、シアは青くなった。

「こっ、これは大変です！　ベリスさんとプロックスさんにお伝えしないと！」
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「よく知らせてくれた。お前のおかげで助かった」

　占拠したアルメニアの小さな村でシアの報告を受けたプロックスは、まず彼女を褒ほめた。途端、真っ赤な薔薇ばらのような笑顔を浮かべるシアの頭を、だが、プロックスはぽかりと殴りつけた。

「……などと俺が言うと思ったか？　甘いんだよ」

「いたた。プロックスさん、ひどいです。何で叩たたくんですか？」

　自分が何をやらかしたのか、自覚がないのか。呆あきれながら、プロックスは栗くり色いろの髪の娘をたしなめた。

「軍隊というのは、規律を重んじる。俺にもベリスにも相談なしに勝手に行動されては困るんだよ」

「それを言うなら、プロックスさんだって、ユスティン様の命令を無視して勝手に」

「俺のことはどうでもいい。万一、お前がベリス隊の関係者だとばれて、ペルシャ軍の人質にされてしまっていたら、取り返しのつかないことになっていたんだぞ？」

　しゅんとして、シアは俯うつむいた。とにかく皆の役に立ちたい一心で、後先を考えずにペルシャ軍の陣営へ向かってしまったのだろう。気持ちはありがたいが、もう少し分別がほしいところだ。

「まして、無茶はするなと、あれほど言っただろう。姿が見えないと思ったら、そんな危険なことをしていたのか」

「もしかして、心配してくれました？　あたしのこと」

「はあ？　何を言っている。調子に乗るな！」

「なんだ、そうなんだ。もう、プロックスさんは本当に照れ屋さんですね」

「お前、まったく反省してないだろ!?　そもそも何が悪かったのか分かってないだろ!?」

　プロックスがシアに説教している間に、ベリスは素早く動いている。彼女の情報を元に斥せつ候こうを派遣し、敵の動きを探ったのだ。帰還した斥候は、よくない報告を携たずさえていた。敵軍の一部が、迂う回かい路ろを経由してベリス隊の背後に回り込んでいたのだ。

「まずいな。敵の動きが速い。完全に退路を断たれた」

　おそらく地理に詳しいアルメニア人の部隊を連れているのだろう。

「ホスローという男、まことに対応が迅速極まりない。ペルシャ軍の編成が整わぬうちにアルメニア領内を荒らすつもりだったのだが、予定が狂ってしまった。こうなるとシッタスと別行動を取っていたのは、不幸中の幸いだな。最悪、我々が全滅しても、彼の部隊は生き延びられる」

　珍しく、ベリスが弱よわ音ねを吐いた。プロックスは苛いら立だったように反論した。

「おいおい、冗談じゃないぜ。俺たちが全滅なんかするものか」

　間もなく、日が暮れる。空はどんよりと暗く、雪が降り始めていた。ベリス隊の背後に回るために、敵もかなりの強行軍で来ているはずだ。疲労の激しい今日のうちに敵が攻めてくるとは考えられない。仕掛けてくるとしたら、明日だろう。

「一晩、くれないか。俺が策を練る」

　プロックスが、紫水晶の瞳を鋭く光らせた。







　日が落ちる頃には雪がかなり激しくなってきた。

　ベリス隊が占拠しているのは、小さなアルメニア人村落である。彼らの目を奪ったのは、アルメニア人がグルハトゥンと呼ぶ、一種の地下住居であった。木の柱で居住用の空間を確保し、その天井部分に盛り土を被かぶせて作るこの住居は、上に雪が積もれば積もるほど断熱効果が増し、中が暖かくなるという仕組みである。雪国ならではの工夫だろう。

　とはいえ、すべての兵士をグルハトゥンに収容することはできない。ベリスは兵士たちに命じてかまくらを作らせて、その中で寝泊まりさせることにした。

　山岳地帯の冬は厳しい。穀物はほとんど調達できなかった。村人たちの冬の主食は、牛や山羊やぎから絞った乳を使ったヨーグルトと、秋の間に乾燥させた葡ぶ萄どうやプルーンの実だった。ローマ人たちが驚いたことに、アルメニア人たちは葡萄の皮や種まで食べるのだった。栄養が詰まっているとのことだが、慣れない者が真似をすると激しい下痢を起こしてしまうだろう。

　プロックスは村人を集めて情報を聞き出している。

「お前ら、このベリスという男はだな、いずれはローマ帝国の皇帝になる男だ。だから協力してくれ。そうしたら、お前らが一生かかっても使い切れないほどの黄金をくれてやるぞ」

　いい加減な約束を大盤振る舞いして、アルメニア人たちを手なずけている。マルティヌスが眉まゆをひそめた。

「おいプロックス。あまりそういうことを、大っぴらに言うのはやめろ。謀む反ほんの疑いをかけられたら、えらいことだぞ」

「謀反？　俺は『ベリスを皇帝にする』と言っているだけだ。今の皇帝に対する謀反なんか、一度もほのめかしたことはない」

　ローマ皇帝位は世襲とは限らないし、領土が地中海の全域に広がっていた頃には、複数の皇帝によって分担して国土を統治していた。謀反という手段を取らなくても皇帝の座に上り詰める手段があるのは確かである。

　シアがはたと手を打った。

「ベリスさんを皇帝に……？　それ、いい考えだと思います！」

「でも、次の皇帝はユスティン様で決まりなんじゃないの？」

「ユスティンさんを引きずり降ろしましょう！」

　アントニーナが疑問を呈すると、シアは物ぶつ騒そうなことを言い出した。

「別に、ユスティンさんを殺すとか、そういうんじゃないんです。ただ皇帝の座から降りてもらうだけでいいんです。そしたらお姉ちゃんも、次期皇帝の寵ちよう姫きとかじゃなくて、普通の人になりますから。そのときは、あたし、またお姉ちゃんと一緒に暮らすんです」

「そうだな、そのために、お前、ちょっと頼まれてくれるか？」

　プロックスの言葉に、シアは目を仔こ犬いぬのようにきらきらさせた。

「今、何て言いましたか、プロックスさん！」

「は？　お前、何を興奮してるんだ？」

「聞きましたか皆さん!?　プロックスさんが、あたしに、頼み事を！　あたし、プロックスさんに頼りにされてるってことですよね!?　そうですよね!?」

「やめろ、くっつくな！」

　はしゃぎながらすり寄ってくるシアを引き離しながら、プロックスは怒鳴った。







　兵士たちが寝入った頃、ランプの光だけを頼りに、プロックスは地図を並べ、様々なメモが記されたパピルスを広げて、ああでもない、こうでもないと唸うなり始めた。やがて何か閃ひらめいたのか、無地のパピルスを取り出すと、羽根ペンにたっぷりとインクをつけて、一心不乱に書きなぐる。だが途中で何か欠陥に気付いたらしく、頭を搔かきむしり、書き上げたばかりのパピルスをくしゃくしゃに丸めて脇へと放り投げた。そんなことを繰り返しながら、プロックスは徹夜で指令書を書き上げた。

　彼は道具の扱いが極めて雑だったので、朝になる頃には、白い羽根ペンがインクで真っ黒に染まっていた。それ故ゆえに、彼はベリス隊の兵士たちからこう呼ばれることになる。

　──黒い筆の軍師、と。







「こ、これは……！」

　早朝、書き上がった指令書を見て、ベリスは目を見開いたまま絶句した。驚きのあまり、その手はわなわなと震えている。思わぬ事態に、何と言えばよいのか分からず、しばらく沈黙を続けた。やがて彼は、ぽつりと呟つぶやいた。

「……字が汚すぎて、まったく読めん」

　むしろ、これが文字であるとは誰にも思えないだろう。どこから見ても、ミミズが群れをなして昼寝をしているようにしか見えない。

「徹夜で書き上げた俺の渾こん身しんの指令書に対する、あんたの第一声はそれかよ」

「いや、だって、これはいくら何でもないだろう。おぬし、自分で書いた字が自分で読めるのか？」

　どれどれ、とシアとマルティヌスが指令書を覗のぞき込んだ。

「ほんとだ。プロックスさん、信じられないくらい字が下手へたですね。よくそれで書記官が務まりましたね」

「誰がエジプト文字で計画書を書けって言ったんだ？　それとも、ペルシャのパフレヴィー文字なのか？」

　散々である。

「字の読めねえあっしからしてみたら、読み書きができるだけですげえですよ」

　百人隊長の一人がそう言ってくれたが、何の慰めにもなっていない。

「と、とにかく、この指令書に基づいて、これから行動することにする。まずは、東へと前進する」

「前進？　後退でなくてか？」

「後ろには、敵がいる。前に進むしかないだろう」

　後方に回り込んだ敵部隊は、こちらの倍以上の兵力を擁ようしていると思われた。正面から戦って勝つのは難しい。

「でも、プロックスさんが策を立てて、ベリスさんが指揮をするんですよね？　ちょっと敵の数が多くても、勝てたりしないですか？」

「ペルシャ王国は厳格な身分制社会でな、兵士は全員が戦アル士テシ階ユタ級ラーンに属する精鋭だ。しかも指揮するのが名将の誉ほまれ高いホスロー王子ときては、逃げる算段をした方が得策だ」

　少しもったいぶって、プロックスは栗色の髪の少女に告げた。

「そしてシア。この作戦の鍵かぎを握るのは、お前だ」

「え!?　あたしですか!?」

　たちまち緑エメ柱ラル石ドの瞳を輝かせるシアに、プロックスはなすべきことを伝えた。いつになく真剣な面おも持もちでそれを聞くシアの傍らで、ベリスは呟いた。

「それにしても、クセノフォンの『アナバシス』とよく似通った状況になってきたな」

　ベリスたちの時代から千年ほど遡さかのぼった昔、ギリシャ人の傭よう兵へい部隊が、当時のアケメネス朝ペルシャ帝国の領土の真っただ中で孤立するという事件が起こった。その一万人の傭兵部隊を率い、雪深いアルメニアの山中を突破してギリシャまでの帰還を果たしたのが、アテネ出身の傭兵隊長クセノフォンであった。彼はその体験を『アナバシス』という書物に記し、それはマケドニアのアレクサンドロス大王をはじめ、アジアへ軍を進めようと志こころざす将軍たちの必読の書となった。

「俺が言おうとしていた台詞せりふを、先に言いやがって」

　プロックスは、苦笑いした。

「やってやろうじゃないか。古代の指揮官にできて、俺とあんたにできないはずがない」

　自信たっぷりに、プロックスはベリスの肩を叩たたいた。
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　一方、ホスローは、ペルシャ人とアルメニア人からなる混成部隊を率いて、ベリス隊の後こう背はいに布陣している。

「それにしても、今になってアルメニアに侵攻してきたということは、つまりローマ皇帝は俺を養子にしてくれるつもりはないということだな」

　残念だが、仕方がない。交渉は決裂したとみるしかない。

「もしやあいつら、俺にローマ皇帝位を奪われると考えたのか」

　ホスローとしては、決して、ユスティノス帝の養子となってローマ帝国を乗っ取ってやろうという野望があったわけではない。確かにローマの法律上、論理的にはそれが可能であることは知っていたが、そんな厚かましいことをするわけがないではないか。ただ、ありえない話だが、あくまでも仮定として、もし万が一、そういう機会が訪れでもしたら、そのときは好機を逃す理由はないと思っていたというだけの話である。

　さて、斥せつ候こうの報告で、朝から行動を開始したベリス隊が東へと向かったことは分かっている。ペルシャ軍に背後を取られたことに、まだ気づいていないのだろうか。それとも、ホスローの軍を避けて、反対方向へと移動しているのだろうか。

「距離を取りながら、ゆっくりと追跡する。正面から待ち構えている味方と連携して、挟み撃ちにしよう」

　ほくそ笑みながらそう指示したホスローは、程なくして、思わぬ報告に困惑することになった。

「奴らが、北に向かった!?」

　北と言えば、ゲオルギア方面である。すでにペルシャ軍が押さえている。逃げ場などどこにもないし、少数の兵で攻略できるはずもない。

「奴らめ。何のつもりだ」

「退路を断たれたので、やけになっているのではありませんか？」

「かもしれん。だが、そうではないのかもしれん」

　ベリスとその参シユン謀ブーロスのプロックスは、油断できない。宦かん官がんのナルセスから、そう強く念を押されている。

「もちろん、世界で一番賢くて強くてかっこいいのは、この俺、ホスロー様に決まっているのだが、だからといって敵を侮あなどるわけにもいかん」

　追撃するために、軍を北に向けた。慎重に敵を追い詰めるべく、距離を縮めていく。

　ここで、またしても斥候が思わぬ報告をしてきた。敵の姿が、忽こつ然ぜんと消えた、というのである。

「消えただと!?　馬鹿な、この見渡す限りの平へい坦たんな荒野に、隠れるところなどあるものか」

　この辺りは、まだ雪も少ない。草木も生えない乾燥した大地である。いくつかの丘や谷があるとはいえ、千名規模の部隊がすっぽりと隠れる場所などありはしない。

「いえ、それが、あるのです」

　アラティオスという若いアルメニア人武将が、首を横に振った。

「このアルメニアの大地は、アララト山の火山活動によって形成されたものです。我々アルメニア人が聖なる山として崇あがめてきたこの山は、今でもときどき噴火をして、溶岩流が流れ出ます」

　彼の言わんとするところを、ホスローはすぐに察した。

「なるほど、溶岩洞か」

　アララト山が噴火を起こすと、灼しやく熱ねつの溶岩流が、一気にほとばしる。その表面は大気に触れて冷えて固まることがあるが、内部は冷え切らず、そのまま溶岩流が流れ出て空洞となる。これが溶岩洞である。

　天然の地下通路を辿たどって、ベリス隊は移動をしているらしい。よほど熱心にアルメニアの地形を研究しているに違いない。

「問題は、厄やつ介かいなローマのモグラどもがどこから出てくるかだが……」

　斥候の数を増やし、報告を待つ。やがて戻ってきた斥候は、ベリス隊が西の出口から溶岩洞を出てきたことを知らせた。ペルシャ軍をまんまとかわして、彼らは自分たちの退路を確保したのである。

「ふん、こうでなくてはな」

　ホスローには、まだ余裕がある。ベリス隊が現れた地点には、街道が通っていない。街道まで復帰しようとすればペルシャ軍と激突することになるし、道のない荒野を突っ切ろうとすれば、その行軍速度は著しく落ちる。疲労の度合いも激しいだろう。

　ホスローは、追撃を再開した。慌てる必要はない。街道さえ押さえておけば、じきに敵を追い詰めることができる。







　ペルシャ軍の陣地にあって、ホスローの行動を見守っている一人のローマ人がいた。宦かん官がんのナルセスである。

　ホスローとの交渉では、思わぬ形で足元をすくわれてしまった。ホスローに情報を提供して恩を着せるつもりが、逆に手玉に取られてしまったのだ。結果としてホスローは彼の策に乗ってくれる形になったが、それで安心してはいけない。せっかくテオドラ様に目をかけていただいたのだ。次はホスローとも互角に渡り合い、さらなる成果を出さなくてはならない。

　彼には彼の志こころざしがある。ナルセスは、宦官というだけで世間から蔑さげすみの目で見られてきた。自ら望んで宦官になったわけではない。彼はもともとペルシャ領アルメニアの出身だが、幼少の頃、略奪目的のローマ軍に捕らえられ、奴隷商人に売られた。そして強制的に去勢手術を受けさせられ、宦官としてローマ政府に売り飛ばされたのだ。

　それでも自分の運命を受け入れ、ローマという国家に尽くしてきた。それなのに、宦官というだけで軽んじられる。こんなことがあっていいのだろうか。

「宦官は、心の底から邪悪である。生まれながらにして咎とが人びと同然の恥ずべき存在である」

　ある聖職者は、知人に宛てた書簡の中でそう述べているという。ふざけるな、と言いたい。好きでなったわけではないのに、なぜそのような扱いを受けなければならないのか。

　名を挙げ、知らしめるのだ。宦官の中にも、他人ひとよりも優れた能力を持つ者、高い志を持つ者はいくらでもいると。虐しいたげられている他の宦官たちのためにも、持てる力の限りを尽くして、歴史に名を刻まなければならない。

　ずっと心に秘めてきたナルセスの心の内を、テオドラは一目で見抜いた。恐るべきお方だ、とナルセスは思う。そして彼のそのような心理を、テオドラ様は理解し、共感してくださった。劇場の踊り子出身というご自分の境遇と重ねておいでなのだろう。

　その日から、ナルセスの忠誠の対象は、ローマという国家から、テオドラという個人に変わった。

「テオドラ様を、ローマ帝国の女帝に。そして自分は、その下で宰相として国政を取り仕切るのだ」

　皇帝の地位を狙っているのは、テオドラだけではない。プロックスという男も、千人キリア隊長ルコスのベリスをゆくゆくは皇帝の座に据すえようと画かく策さくしているらしい。邪魔者は、今のうちに排除しておかなければならない。







「さすが『不滅ホスロの魂ー・を持ヌーシつホールワスローーン』だな。動きに隙すきがない」

　荒野の向こうに展開するペルシャ軍を見回しながら、プロックスは感嘆した。

「ペルシャの王子で、武勇に長たけ、知恵も回り、兵士や大衆から人気がある……か。いけすかない野郎だぜ」

「確かに、なかなかの美男子だったわね。ペルシャの貴婦人たちからの人気も高いでしょうね」

　頷うなずいたのは、アントニーナである。ホスローが国境のこちら側に生まれていれば、彼女が惚ほれ込んだのはベリスではなくホスローであったかもしれない。

「でも、あなたの作戦通りに事が運べば、何とか逃げ切れるんでしょう？」

「もちろん、俺の作戦に抜かりはない。シアが上手うまくやってくれるから、何の問題もない……と言いたいところだが、簡単にはいかないだろうさ」

『黒い筆の軍師』にしては、弱腰な発言である。マルティヌスが目を丸くした。それに気付いて、プロックスは言葉を続けた。

「戦争において、もっとも重要なことは何か分かるか？」

　マルティヌスとアントニーナは顔を見合わせた。

「そりゃ、食料じゃないか？　いくら兵が多くても、腹が減ったらどうしようもないからな。ベリス隊長も、いつも気を配っておいでだ」

「私は、情報、だと思うわ。綿密な情報収集は、戦いに欠かせないからね」

「確かに、その二つも大事だ。だが、俺が言いたいのは別のことだ。ベリス、あんたなら分からないか？」

　問われたベリスは、少し考えて、答えを導きだした。

「速度、だな」

「よく分かってるじゃないか」

　それだけでは、何の事だか分からない。きょとんとする従者と女傭兵のために、プロックスは解説した。

「戦いには、『機』というものがある。ここを逃したら後はない、という絶妙な瞬間だ。勝機を見み出いだしたら、他のすべてを捨ててでもそれに乗っかり、電光石火の勢いで敵に打ちかかるべきなんだ。博ばく打ちを打てと言ってるんじゃないぞ。今、全力でかかれば絶対に勝てる。そういう必勝の瞬間を読む力を備えた者だけが、古来、名将と呼ばれているんだ」

　思えば、あれが転機だった。凡人にできるのは、そう後から振り返ることのみである。だが優れた将は、その機会を逃さない。

「ホスローはそれを知っている。シアのおかげで、俺たちは敵の動きを知ることができた。だが、ホスローは俺たちに対策を取る暇いとまも与えず、素早く兵を動かして俺たちの退路を断った。ここぞという時には、何よりもまず行動することが肝要だと知っているんだ。天性の勘、という奴だろうな」

　だからこそ、プロックスはホスローを見くびるようなことは絶対にしないのである。

「こちらも機を逃さなければよい。そういうことだろう？」

　マルティヌスとアントニーナの不安を吹き飛ばすように、ベリスが言った。プロックスは、にやりと笑って頷いた。

「その通りだ。何しろ俺の『皇帝ベリサリウス伝』は、まだ序章すら書かれていない。こんなところでは、終わらないさ」







　三日にわたって、ペルシャ軍はベリス隊の追撃を続けた。ホスローは機会をとらえ、何度もベリス隊との距離を縮めて交戦に持ち込もうと図ったが、そのたびにベリス隊は地形を巧みに利用して、ホスローに隙を見せなかった。

　だが、ついにペルシャ軍はベリス隊を追い詰める。部隊を広く展開して、自らの望む場所に、敵を追い込んだのである。

「しめた。敵が向かう先には、三日月形の湖がある。この寒波吹き荒れる中、泳いで湖を渡るのは不可能だ。ようやく決戦の時が来たぞ」

　おそらく敵が狙うのは、中国セリカの兵法でいう背水の陣だろう。あえて水を背後にすることで、味方に死に物狂いの戦いをさせる作戦だ。西方のローマ人が東の果ての中国セリカの戦術を学んでいるとは思えないが、結果的に同じ思考に至ったのであろう。

　それでも、我がペルシャ軍が負けるはずがない。ペルシャ軍は全軍が戦アル士テシ階ユタ級ラーンに属する勇者であり、日頃から戦うことだけを考えている。民兵や傭よう兵へいを混ぜて数合わせをしているローマ軍とは違うのだ。そう考えたホスローは、全軍を結集させ、味方の気を引き締めさせながら湖へと軍を進めた。そして湖の前の盆地に至って驚きよう愕がくすることになる。

　ローマ兵の姿は、どこにも見えなかった。またしても、忽然と姿を消している。あるのは、一面が氷に覆おおわれた湖のみである。

「まさか、ローマ人どもは湖の上を歩いて渡ったのか」

「結氷、というやつですね。これは盲点でした」

　アルメニア人武将アラティオスが悔しそうに頷いた。山岳地帯の盆地であるこの辺りは、昨冬の冷たい空気が夏になっても暖まらず、一年を通じて寒いままなのである。そのため、湖の表面は新しい冬が到来するといち早く凍結し、人間が歩いて通過することのできる氷の道ができるのだ。

　ホスローは唸うなった。まさか、偶然ではあるまい。天才的な閃ひらめきを持った人物が、アルメニアの地形と気象を調べ尽くした上で、ペルシャ軍の動きも計算し、周到な計画の下にこのような大胆な作戦行動を実行させたのである。

　このまま、自分たちも氷の上を通って敵を追うべきだろうか。いや、何か罠わなが仕掛けられているに違いない。無防備に薄い氷の上に足を踏み入れて冷たい水の中に落ちてしまうと、まず助からない。迂う回かいするしかない。

「アラティオス。お前のアルメニア人部隊から、特に優秀な精鋭を三百騎選抜しろ。それに俺の精鋭騎サヴア兵部隊ラーン七百騎を加え、一千の選抜隊をつくる。数を絞って機動力を高め、一気に敵に追いつく。敵を包囲するとか、有利な状況に持ち込むとか、そんなことは考えなくていい」

「恐れながら申し上げます」

　アラティオスは、苦言を呈した。

「すでに敵は、いかにして撤退するか、のみを考えているものと思われます。であれば、我々はあえて彼らを追う必要などありますまい。敵の陽動に、わざわざ乗ってやるようなものではありませんか。主戦場であるメソポタミアに向かうべきです」

「よく言ってくれた。お前の言は正しい。だが俺自身が、あの青い鎧よろいの騎士と、また戦いたいのだ」

「どうしてそこまで、その青い鎧の騎士にこだわるのですか」

　確信に満ちた表情で、ホスローは答えた。

「奴はまだ若く、地位も高くないが、放っておけばいずれローマ全軍の最高司令官として俺の前に立ち塞ふさがるようになるだろう」

　アラティオスは黙り込んだ。ホスローの言葉の意味を、彼は考えていた。この勇将は決して心からホスローに臣従しているわけではない。敬けい虔けんなキリスト教徒として、誇り高いアルメニア人として、何かとゾロアスター教を押し付けてくるペルシャ人どもの支配をいつかは覆くつがえしてやろうと固く心に誓っている。だが、ホスローがただ者ではないことも、彼は知っていた。そのホスローが言うのだから、その青い鎧の騎士はよほど他人を惹ひきつける何かを持っているのだろう。そう判断して、彼は「御意のままに」と呟つぶやいた。

　ホスローは笑って彼の肩を叩たたいた。

「といっても、ただの勘だ。正直、奴のことは俺もよく知らん。俺の言葉を、あまり真に受けるなよ？」
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　早朝の氷の湖は、青白い光に包まれた巨大な鏡のようであった。プロックスの立てた計画に従い、ベリス隊は結氷の上を通過した。ついにペルシャ軍に襲われることなく、悠々と街道へ復帰したのである。後は、ひたすら西に進んで、国境を越えるだけである。

　だが、彼らはここでまたしても危難に襲われた。突然の猛吹雪ふぶきである。

「吹雪の中、むやみに動くな。方向感覚を失うだけだ」

　落ち着き払って、ベリスは兵士たちに指示した。ここに至るまでの指揮官ぶりを目にして、兵士たちの中にはベリスへの信頼感が生まれていた。

「大丈夫だ。この吹雪では、敵も動けまい。慌てずに、時が来るのを待つのだ」

　がちがちと震えながら、ローマ兵たちは身を寄せ合って吹雪が収まるのを待った。

「あなたも寒いでしょう、ベリス。私が人肌で温めてあげてもいいわよ？」

　双剣を腰に下げた女傭兵が、からかうようにしてベリスに提案した。途端に顔を真っ赤にするベリスを見て、アントニーナは笑った。

「どうやら、その必要はないみたいね。温浴室から上がったばかりみたいな顔をしているわ」

「そういう冗談は、兵士たちの前ではやめてもらえないか。指揮官としての、威厳に関わる」

「二人きりのときならいいってこと？　了解」

　ベリスよりも、一枚も二枚も上うわ手てのアントニーナである。傭兵としてだけでなく、男女の駆け引きについても、百ひやく戦せん錬れん磨まであるらしかった。

　午後になって、ようやく吹雪が少しは収まってきた。

「よし、移動開始だ。何か、黒いものを前にかざして進め。そうすれば、視界一面が真っ白な雪でも、目をやられずに済む」

　行軍を再開するべく、ベリスは指示を下した。プロックスが声を張り上げたのは、その直後だった。

「おい、ベリス。後ろを見ろ！」

　悪い予感に囚とらわれながら、ベリスは振り返った。そして、言葉を失う。

　横殴りの雪の中、馬ば蹄ていの轟とどろきとともに姿を現したのは、飛竜の戦ドラ章フシ旗ユを掲げたペルシャの騎兵部隊であった。

「そんな……噓うそだろう？」

　ベリス隊が歩兵中心であるのに対し、敵は全軍が騎兵のみで構成されているようだった。その差はあるにしても、容易に追いつけるとは思えない。湖の上を通過するという奇策で、かなり距離を稼いだはずである。

「まさか、この吹雪の中を強行してきたというのか」

　先頭に立っているのは、ゲオルギアで見た、黄金の甲かつ冑ちゆうを着た黒髪の貴公子である。王子ホスローだ。ベリス隊の前に馬を止めて部隊を整列させ、値踏みするようにこちらを眺め回す。ベリスの姿を認めると、声を張り上げた。

「おう、その青い鎧の騎士！　お前のことは、覚えているぞ！　確か、ベリベリウスとか言ったな！」

「ベリサリウスだ。間違えるな！」

「ふん、どっちでもいい。どうせお前は、わが剣の錆さびとなるのだからな！」

　覚えているというわりには、いい加減である。生き生きとした笑みを浮かべながら、ホスローは左手で馬に鞭むちを入れる。同時に、右手は鞘さやから剣を抜き放っている。
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　恐るべき速さで、馬上から真紅の刃やいばが降り注いだ。光明神アフラ・マズダの加か護ごを受けた紅の剣である。

　かつてホスローと手合わせしたシッタスがこの場にいたら、あの剣には注意せよとベリスに警告していただろう。だが、ベリスはホスローの剣が異教の神の力を宿した魔剣であることを知らなかった。あっ、と思った瞬間には、刃がベリスの喉のど元もとに突きつけられている。

　アントニーナが腕を伸ばした。雷光のように煌きらめく曲刀コピスが、ホスローの紅の剣を跳ね上げる。そのまま、すぐさまベリスとホスローの間に割って入った。続くホスローの二撃目を、今度は二本の曲刀コピスを十字に交差させて受け止め、押し戻す。

　ホスローが目を見開いた。

「光明神アフラ・マズダの威光を帯びし我が紅の剣を、こうもたやすくあしらうとは……」

「残念だったわね。私の得物は、勇武ヴイルの女神トウスと勝利ヴイクの女神トリアの祝福を受けた双剣よ。神々も、一人より二人の方が強い道理ってわけ」

　出まかせか、それとも本当に神々の力を宿しているのか、ベリスにはよく分からない。確かなのは、『双剣の舞姫』の異名をとるアントニーナならばホスローにも対抗できるということだった。

「いい男同士が殺し合うなんて、人類にとっての損失よ」

「俺はそうは思わん。いい男は、地上に一人だけでよい。つまり俺だ。それよりも俺は、いい女に向ける刃を持たぬのだがな」

「だったら、黙って私に殺されなさい！」

　戦いそのものを楽しむかのように、アントニーナが気勢を吐く。二振りの曲刀コピスに、殺気を込める。降り注ぐ雪の中、朱色の髪が、烈火のように逆巻いた。

　だが、ベリスは決然として美び貌ぼうの女傭兵を手で制した。

「下がれ、アントニーナ。こいつは、私自身が相手する」

「ほう……」

　好奇の光が、ホスローの瞳を淡く彩った。ペルシャの貴公子もまた、戦いを楽しんでいる。

「大将同士の一騎討ちが実現するとはな。やはり貴様は、面白い奴だ！」

　アントニーナは、嬉うれしそうにベリスを肘ひじで小突いた。

「惚ほれた女の前では、格好をつけたいということかな？」

「だ、誰が惚れた女だ！　いいから、早くそこを退くのだ」

　ベリスは顔を真っ赤にして叫び、アントニーナは、にやにやと笑いながらそれに従った。ホスローは馬を下り、紅の剣を天へと掲げる。

「アフラ・マズダよ、照覧あれ！」

　その言葉が合図だった。ローマ軍とペルシャ軍、互いの兵士たちがぶつかり合うその中央で、ベリスの白刃とホスローの紅の剣が鋭く交錯し、眩まばゆい火花を散らして互いを跳ね返した。紅の剣が炎の渦を巻き、熱風がベリスの顔に降り注いだ。ホスローは満足げに声を張り上げた。

「おう、火アシのヤ・大ワヒ天使シユタが荒ぶっておるわ」

　激しい剣と剣の応酬が、雪上で繰り広げられた。ホスローがアラビアの砂漠の太陽のように苛か烈れつな一撃を放てば、ベリスもシリアの銀月のごとき一いつ閃せんを輝かせる。ベリスの上からの渾こん身しんの一撃を、ホスローは余裕をもってかわし、下からの斬ざん撃げきを轟とどろかせる。一進一退、押しては押され、好機が窮地を呼び、苦境がまた勝機を招き寄せる。ホスローは大胆に、ベリスは堅実に。互いの持ち味を発揮しながら、二人はいつ終わるとも知れぬ戦いに身を委ゆだねた。







「厳しいな、これは」

　プロックスは舌打ちした。彼はベリス隊の後方、白い雪に包まれた針葉樹の陰で、戦いの行方ゆくえを見守っている。

　味方の兵たちが苦戦しているのが感じ取れた。アントニーナはすでに双剣で幾人もの敵を仕留め、白い雪を紅で染めていた。だが、個人の武勇だけでは戦況を変えることはできない。敵は練度が高く、統率のとれた動きで、ローマ兵たちを圧倒しつつあった。

　作戦を立てたのはプロックスだが、いざ戦いが始まると、その行方はベリスをはじめとする指揮官たちと、兵士たち一人ひとりに任せてしまうしかない。プロックスは軍の指揮に関して何の権限も持っていないばかりか、剣を握ったことすらないのだからやむを得ないところだ。とはいえ、もどかしい限りである。

「……って、何でここまで敵が来てるんだ!?」

　プロックスのすぐ傍そばまで接近してくるペルシャ軍の騎兵小隊があった。彼は知らなかったが、それはアルメニア人武将アラティオスの率いる一隊であった。慌てて縮こまり、身を隠した。

　どうやら、迂う回かいしてベリス隊の背後を突こうとしているらしい。そんなことをされれば、戦況は一気に敵側に傾いてしまう。プロックスが行方を見守っていると、敵は何やら外国語で話をし始めた。プロックスの方向に、指を向けている。気付かれた！

　馬首を巡らせて、敵小隊がプロックスの潜む針葉樹の方へと向かってきた。歴史家志望の少年は、さすがに肝きもを冷やした。見つかれば、容よう赦しやなく殺されてしまうだろう。

　白銀の煌きらめきとともに、鋭い光の矢がプロックスの目の前を駆け抜けて、先頭を行く騎兵の額へと突き刺さった。悲鳴も上げずに、彼は静かに雪の上へと落下した。激しく雪が降りしきる中でのこの技量は、よほどの射手に違いない。

　敵小隊に動揺が走った。立て続けに、二本目、三本目の矢が放たれて、敵が次々と馬から崩れ落ちる。だが四本目の矢は、見るからに勇ましい、巨漢の兵士の剣に弾はじかれた。巨漢はプロックスめがけてまっすぐに突進してくる。

　強い弓弦の音とともに放たれた五本目の矢は、明後日あさつての方角に逸それた。もはや巨漢を阻はばむものは何もないように思われた。慌てて木の陰から這はい出てくるプロックスを狙って、剣を振り上げる。

　巨漢の頭に、おびただしい量の雪が降り注いだ。五本目の矢は、敵から逸れたのではなかった。狙撃手がわざと逸らしたのだ。針葉樹の枝を揺らした矢が、その上に積もっていた雪を振り落としたのである。巨漢はその真下にいた。愛馬もろとも、彼は転倒した。

　奇襲に失敗したことを悟り、敵将が撤退の合図を下した。兵が引いていく。

「よう、危なかったな」

　森の中から姿を現したのは、弓を手にした金褐色の髪の少年であった。マルティヌスの矢が、プロックスを救ったのだった。

「おいマルティヌス！　遅いぞ！　ちゃんと俺を守れ！」

「助けてやったのに、何だその言い草は！」

「お前が俺を助けるのは当然だろう。お前の大事な主君のために、なくてはならない存在だからな、この俺は」

　憤慨するマルティヌスに、プロックスはこともなげに言い放った。

「それにしても、危ないところだった。不ふ朽きゆうの名作が、書かれずして終わるところだった」

『皇帝ベリサリウス伝』を描くためにはベリスに活躍してもらわなければならないが、もちろん、作者もそれまでは生き延びなければならない。

「おい、本当に大丈夫なんだろうな？」

　マルティヌスが心配したのは、戦況についてである。敵の迂回部隊がしりぞいたことで、最悪の事態は避けられた。だが依い然ぜんとしてベリス隊が劣勢であることには、変わりがなかったのである。

「いつも言っているだろう？　俺の作戦に抜かりはない」

　雪を払いながら、プロックスは胸を張った。彼の視界の向こうで、真っ赤な剣を持った黄金の甲かつ冑ちゆうの男が、青い鎧よろいを着た男に斬りかかっていた。ベリスとホスローは、まだ刃やいばを交えているのだ。

「後は、ベリスがどれだけ持ちこたえられるか、だな」

「プロックス、お前、何言ってるんだ？」

　マルティヌスは鋭い目つきでプロックスを睨にらみつけた。

「ベリス隊長が、ホスローなんかに不覚を取るわけがないだろう」

　この従者は、ベリスを絶対的に信頼しているのだ。おめでたい奴だ、と呆あきれながら、プロックスは言った。

「そんなに鼻息を荒くするなよ。だが、そうだな、たまには俺もベリスのことを信じてやってもいいか」







　何度、刃を交えたのか、もはや分からない。ベリスは肩で息をしながら、ホスローの紅の剣をかわし、自身の愛剣を水平に閃ひらめかせた。それも、ホスローにかわされる。同じことが無限に繰り返されているように感じられた。

　額の汗に目をしかめながら、ベリスが首を振った。

「おぬし、惜しいな。それだけの才能があれば、努力次第で類たぐいまれな剣士になることもできように、普段からの鍛錬を怠おこたっておるな？」

「俺は努力が嫌いでね。楽をして勝利を得られる方がいい」

　腕は互角だった。ホスローの天性の才覚に、ベリスの怠りない鍛錬が比ひ肩けんした。それでも次第にベリスが押されていったのは、紅の剣に宿る炎の力が、ホスローの力を増幅させていたからだろう。

「だから俺は、別に無理をしてお前を討ち取ろうとは思わぬ。俺が無理をしなくても、味方が戦果を稼いでくれる」

　はっとして、ベリスは左右を見回した。ホスローとの一騎討ちに気を取られていたが、味方は明らかに敵に押されていた。ペルシャ軍の剣と槍やりに太刀たち打ちできず、じりじりと後退を迫られていた。

　他に気を取られたのが、いけなかったのだろう。ぬかるみに足をすくわれて、ベリスはつんのめった。ホスローが勝利を確信してほくそ笑んだ。

「やっと隙すきを見せたな。ずいぶんと俺を翻ほん弄ろうしてくれたが、ここまでだ。さらばだ、ローマの勇将よ」

　空高く掲げられた紅の剣を振り下ろす直前、角笛の音が、高らかに鳴り響いた。その音に驚いて、ホスローは動きを止めた。ペルシャの王子は目をそばめ、驚いたように唸うなり声を上げた。何かを、彼は見たのだった。ベリスは一瞬の隙をついて後ずさり、ホスローとの間に距離をつくった。

「ちっ、あと一歩というところで……」

　ホスローが長い黒髪を揺らしながら、舌打ちした。何が起こったのか、ベリスには分かっている。振り返ると、雪風の彼方かなたから現れたのは、果たして鷲わしを描いた緋ひ色いろの軍旗を掲げた部隊である。あの角笛は、ローマ側の援軍を知らせるものだったのだ。

「シッタス！」

「すまん、ベリス。遅くなった」

　口くち髭ひげを揺らし、先陣を切って走り来るシッタスは、異名の通り大おお鷲わしのように大きく見えた。彼が率いる一千のローマ人部隊が、駆けつけてきたのだ。

「ゲオルギアの時とは、立場が逆になったな。助かった、ありがたい」

「ベリサリウス、貴様、俺との一騎討ちに応じたのは、俺の注意を引くためか」

　ホスローが指摘した。ベリスは、にやりと笑った。シッタス隊が近づきつつあることを、彼は察していた。だが、敵将に気け取どられるわけにはいかない。そのため、自らが囮おとりとなってホスローを釘くぎ付づけにしたのである。

「俺としたことが、またしても最後の詰めを欠いてしまったか」

　ホスローは紅の剣を腰の鞘さやに納めると、自身の愛馬へと駆け寄った。騎馬の民であるペルシャ人らしく、素早い身のこなしである。従者に戦ドラ章フシ旗ユを振らせて、撤退の合図を下す。

「逃がさんぞ！」

　力強く叫ぶシッタスの背後から、栗くり色いろの髪の少女が、元気のよい顔を覗のぞかせた。

「お待たせしました、ベリスさん！」

「おお、よく戻ったな、シア」

　シッタス隊を先導してここまで連れてきたのは、シアであった。プロックスの立てた計画の下、彼女は険けわしい山岳地帯を急行してシッタス隊の下に辿たどり着き、ベリス隊が退路を断たれて窮地に陥おちいっていることを知らせたのだった。

　山を挟んで別々の道を行く二つの部隊が連携を取るのは、ほとんど不可能に思われる。だからこそ、ホスローもシッタス隊のことを失念していたのである。

　だが、一つの重大な要素を、彼は知らなかった。シアの存在である。彼女がヘルメス神より授かった三つ目の力は、その名を『健脚の駆術』という。伝令を司つかさどるヘルメス神の力を持つシアは、並の人間にはとうてい突破が不可能な山岳の難所を、軽々と、しかも短期間で越えることができたのだ。

　シアは、きょろきょろと味方を見回した。やがて目的の人物を見つけると、疲れ知らずの軽快な動作で、飛び跳ねるようにその若者に近寄った。

「プロックスさん！　あたし、あたしやりましたよ！　ちゃんと任務を果たしましたよ！」

「おう、ご苦労さん」

「何ですか、その、そっけない反応は！　ここは感動の再会を祝して、こう、熱い抱ほう擁ようをですね……」

「バカ、まだ戦いは終わってないんだぞ。気を抜くな」

　シッタス隊はここまで強行軍でやってきたとはいえ、まだペルシャ軍と戦火を交えておらず、従って疲労の度合いは少なく、気合いは十分である。勢い勇んで、戦闘を開始した。

「追い立てろ！」

　今が「機」であった。ベリスも、自分の部隊に檄げきを飛ばす。シッタスの手ヴエル槍トウム、アントニーナの双剣、それにベリスの長剣スパタが、立て続けにホスローの首を狙う。だが、黄金の甲かつ冑ちゆうを着た貴公子は、そのいずれをも巧みに避けて、軽やかに栗くり毛げの馬に飛び乗った。鞭むちを入れ、馬を走らせる。

「再戦のときを、楽しみにさせてもらう！」

　ペルシャ軍の動きは俊敏であった。全員が騎兵であることもあり、シッタス隊から浴びせかけられた手ヴエル槍トウムの雨を統率のとれた動きで易やす々やすとかわした。シッタスはなおも味方に追撃を命じたが、折おり悪あしく風の強さが増して、ローマ歩兵の動きを縛った。瞬またたく間にペルシャ軍は雪の中へと消えていった。

「ホスローの奴、恐ろしく逃げ足が速いな」

　ベリスは、苦笑いした。できれば討ち取るか捕虜にしたかったところだが、これでよい、という気もするのだった。あのペルシャの貴公子は、このようなつまらぬところで死ぬような人物ではないだろう。

「敵の総大将は取り逃がしたが、我々は陽動の任務を、十分すぎるほど果たした。胸を張って帰還しようではないか」

　ベリスが告げると、ローマの兵士たちは各おの々おのが槍や剣をかざし、「おおう！」と威勢のいい雄お叫たけびを上げてそれに応えたのだった。
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　ベリス隊はシッタス隊とともに、ローマ属州アルメニアの街テオドシオポリスへと帰り着いた。久々に温かい食事をとり、広い部屋でのんびりできたことは、兵士たちへの何よりの報酬だっただろう。

　ベリスはプロックスとともに、温泉に浸つかってゆったりと身体からだを休めていた。二人の話題は、シアのことに及んだ。

「シアがシッタスたちを呼びに行ってくれなかったら、危ないところだったな」

「まあな。あいつは自由にさせておくと何をしでかすか分からないから、命令を与えてこき使ってやる方が得策だと思ったんだ」

「何だかんだで、シアには優しいのう、おぬし」

「はあ？　どこが？」

　温かい湯に顎あごまで浸かりながら、プロックスは不機嫌そうに吐き捨てた。

「俺があいつに与えた任務は、決して楽なものではなかったはずだぞ？」

「最悪の場合、我々には全滅の危険もあった。援軍要請の伝令にかこつけて、おぬしはシアだけでも逃がそうと思ったのであろう？」

「……」

「まったく、素直でない男だ」

「……どいつもこいつも、俺をいい人に仕立て上げようとしやがる。俺はそんな人間じゃないってのに」

　不本意そうにぼやくプロックスに、ベリスは小さな声で呟つぶやいた。

「……頼りにしているぞ、これからも」

　温泉から上がり、ベリスが部下にマッサージをしてもらっていると、驚くべき報告がもたらされた。メソポタミアのニシビスを攻撃する軍を率いていたリベラリウス将軍が、ペルシャの大軍に恐れをなし、戦わずして逃亡したというのだった。

　司令官の逃亡という前ぜん代だい未み聞もんの事態に、

「それでもローマの将か！」

　気性の激しい『烈火のクーツェス』などは、文字通り烈火のごとく怒り狂ったという。彼は弟のブーゼスとともに勝手に軍の一部を動かして、自分たちだけでもニシビスを攻撃しようとしたが、数で勝るペルシャ軍に蹴散らされてしまった。メソポタミア方面軍は、かくして自壊した。

「俺たちがこんなに頑張って陽動の役目を果たしたのに、本隊の方は、何となさけない」

　がっくりして愚痴をこぼしたのはシッタスである。ベリスも、もちろん同じ気持ちだった。せっかくホスローをアルメニアに釘付けにしたのに、すべて無駄になったのである。同時に、ローマ軍の上層部がいかに腐敗しているか、痛切に思い知ったのだった。

　帝都への帰還命令が届いたのは、それから間もなくのことだった。

























　帝都に帰還したベリスを待っていたのは、黄金の冠をつけ、緋ひ色いろの玉座に座るユスティンと、その傍かたわらに悠然と佇たたずむテオドラであった。

　病床にあったローマ皇帝ユスティノス一世が、崩ほう御ぎよしたのである。

　ユスティンは直ちに即位し、皇帝ユスティニアノス一世を名乗った。同時に、テオドラを皇こう妃ひとして立てることを発表した。法務クアエ長官ストルプロクロスの下、手続きは厳格かつ粛々と行われ、先々帝の甥おいヒュパティオスをはじめ、他の何なん人ぴとにもつけ入る隙を与えなかったのである。

　マグナウラ宮殿へと参上したベリスの前で、テオドラはユスティンとお揃そろいの緋色の外クラ衣ミユスを身に着けていた。もはや彼女は、「皇おう子じユスティンの寵ちよう姫き」ではない。「皇帝ユスティンの皇妃」となったのである。

「ベリスか。アルメニアでは、大変だったようだな」

「陛下のおかげをもちまして、無事に帰って参りました」

　ベリスは跪ひざまずき、大理石の床にこすりつけるように深々と頭を下げた。至尊の地位にある人物に対する最上級の服従の表現、跪プロ拝スキユ礼ネシスである。

「そう堅くなるな。もともと余は皇帝の執務をほとんど代行していたし、皇帝になったからといって、お前の知るユスティンでなくなったわけではない」

　そう言って、ユスティンは薄く笑った。いつも通りのユスティン様だ、とベリスが安心したのもつかの間、冷ややかな一いち瞥べつを、新皇帝はベリスへと投げ落とした。

「と言いたいところだが……」

　およそベリスが聞いたことのない、険けわしい主君の声こわ色いろであった。

「なぜその者を連れていった？」

　ベリスの傍らで、プロックスが身じろぎした。こちらはベリスと違い、頭を下げてもいない。不敵な笑みを浮かべて、品定めをするように真正面からユスティンを見つめている。

　ベリスは顔を上げて弁明した。

「ユスティン様は、私が彼を参シユン謀ブーロスとすることに反対なさいました。ですが、彼は従軍史家として私の部隊に加わったのです。軍法上、何の瑕か疵しもございません。従って、命令違反には該当しません」

　ユスティンの眉まゆが、わずかに動いた。ふてぶてしい態度で、プロックスが挑発するようにほくそ笑んだ。

「皇帝陛下は、思ったよりも度量が狭いんだな。それとも、女の言うことに逆らえないのか？」

　左右に並ぶ廷臣たちがざわめいた。だが、不敬罪に問われて当然のその言葉を、ユスティンは無表情のまま受け流した。ベリスも、顔色を変えたりはしなかった。ユスティンは、普通でない人間を好む。大胆な発言をあえて行うプロックスに、必ず興味を持つ。そのことを彼は知っていた。

　案の定、ユスティンは目でベリスに合図した。言いたいことがあるのなら言ってみよ、という視線である。ベリスは口を開いた。

「ユスティン様は、一癖も二癖もある人物をお好みになっておられると聞いております。カッパドキアのヨハネス殿なども、私の見る限りおよそ謙けん遜そんの美徳とは程遠い人物ですが、ユスティン様は重ちよう用ようなさっているではありませんか。そのユスティン様が、このプロックスに限って門戸を閉ざすとは、私には不思議に思えます」

　広すぎるほど広い謁えつ見けんの間に、ベリスは大きな声を響かせた。

「大ローマ帝国の復興のためには、あらゆる人材が必要です。そうは思いませんか？」

「その者が、我が大望を為なすに有ゆう為いの逸材であると？」

　ユスティンの問いかけに、ベリスは強く頷うなずいた。アルメニアから無事に帰還できたのは紛まぎれもなくプロックスのおかげであるから、何の躊ちゆう躇ちよもいらなかった。

「ましてこのプロックスは、私の半身も同様。皇帝陛下、私にペルシャ人や、その他の蛮族どもの討とう伐ばつをお命じになるのであれば、私の手足をもぎ取るが如ごとき真似まねは、どうかお止やめ下さいますよう」

　まばゆい黄金の刺し繡しゆうが施された緋ひ色いろの外クラ衣ミユスに包まれて、ユスティンは迷ったような表情を見せた。隣のテオドラに、ちらりと視線を送った。

「その者は策を立てて、帝国軍の勝利に貢献したと聞いています。何も問題はないのでは？」

　黄玉トパーズの瞳を妖しく光らせて、テオドラが口を開いた。大ローマ帝国の皇妃にふさわしい堂々とした声である。ホスローを使ってベリスを始末しようとしたことなど、おくびにも出さない。

「ベリス将軍には、我がローマ帝国軍の要となってもらわなければなりません。将軍の下で、その者にも存分に働いてもらいましょう」

　テオドラがプロックスの弁護をするとは、意外であった。彼女は宦かん官がんナルセスという密使をホスローに送り、ベリスとプロックスの抹まつ殺さつを依頼した張本人ではないか。だが、ベリスがペルシャ軍相手に勇戦して名を挙げ、一方でリベラリウスが不名誉な逃亡を図るという事態を迎えて、考えを翻ひるがえしたのであろう。今は、ペルシャ軍に立ち向かえる人間が不可欠だった。

　密使の件がベリスたちに漏れていることを、テオドラは知らないはずだ。今なら密使の件をなかったことにして、ベリスに恩を売ることも可能であると見て取ったのだろう。

「よかろう。プロックスよ、ベリスの下で存分に力を振るうがいい。汝なんじに神の御ご加か護ごがあらんことを」

　紅玉ルビーと金銀で彩られた王スケプ笏トルムを掲げて、ユスティンは宣言した。この瞬間、プロックスは正式にベリスの幕僚となったのである。

　プロックスは膝をついて一礼した。跪プロ拝スキユ礼ネシスこそしなかったが、ローマの上流階級に属する人間にふさわしい優雅な物腰で、皇帝への最大限の敬意を示すものであった。

　やはりプロックスを連れていってよかった、とベリスは強く思った。

「さてベリスよ。目下の課題は、ペルシャ軍だ。無能者のリベラリウスのおかげで、我々はメソポタミア戦線で困難を抱えることになった」

　皇帝の言葉に、ベリスはいっそう深々と頭を下げた。

「まことに不ふ甲斐がいないことで、我ら将兵、憤りを感じております」

「奴はお前やクーツェス、ブーゼスの兄弟と同じ、勇ゆう猛もう果か敢かんで知られるトラキアの出身者だ。ゆえに期待したのだが、トラキア人が皆、将としての資質を備えているわけではないようだな」

「さようで」

「ペルシャ軍は我がローマ帝国に対し、大攻勢に出ようとしている。指揮を執っている皇子ホスローは、天才的な軍事的才能の持ち主と聞く。彼に対抗できる人間が是が非でも必要だ。よって、お前をメソドウクポタス・メミア辺ソポタ境将軍ミアエに任命する。ダラス要よう塞さいに入り、五千の国境リミ守備隊タネイを監督せよ」

　ベリスは、はっとして顔を上げた。それは、逃亡したリベラリウスに代わる地位であった。大トリ隊ブー長ノスから千人キリア隊長ルコス、さらに辺境将軍ドウクスへと、ベリスはわずか半年ほどの間に異例の出世を遂げたことになる。

「また、属州アルメニアで新たに一万人規模の野戦コミタ機動軍テンセスを編成し、その監督のための軍マギ司ステル令・ミリ官トウム職を新設する。初代軍司令官には、大おお鷲わしのシッタスを充あてる。烈火のクーツェスにも、弟のブーゼスとともに一軍を任せる。無能者や臆病者は、軍部から一掃する」

　大規模な軍の再編であった。新皇帝の意気込みが感じられる変革であったが、それだけ国境方面で危機が迫っているということでもあった。

「期待していますよ、ベリス将軍。プロックス殿も。これからのローマ帝国の命運を背負っていくのは、あなたたちです」

　玲れい瓏ろうとした声は、テオドラのものであった。皇妃としての威厳は、すでにして十分すぎるほどだった。ベリスは知っていた。テオドラとは、いずれ必ず対たい峙じしなければならない時が来ることを。だが、今はその時ではない。目下の敵は、迫り来るペルシャ軍だった。まずは彼らを退けなければ。テオドラの方でも、おそらくそう考えているに違いない。

　ユスティンは緋色の外クラ衣ミユスをはためかせた。力強い命令を、謁見の間に響き渡らせる。

「力を合わせて、ペルシャ人どもを討つのだ！」







　──後世、東ローマ帝国最高の名将と讃たたえられるベリサリウスと、彼に仕え、この時代の戦史を克明に記した歴史家プロコピオス。二人の長い戦いは、ここから始まった。










　あとがき




　初めまして、もしくは、お久しぶりです。約二年ぶりの新作となります。高たか橋はしです。

　前作からお読みいただいている方は驚かれたかもしれません。前作『星降る夜は社畜を殴れ』が現代の企業を舞台にしたドタバタコメディだったのに対し、本作『緋色の玉座』は六世紀の東ローマ帝国（ビザンツ帝国）を舞台にした本格歴史ものです。

　なぜそんな思い切った路線転換を？　と思われるかもしれませんが、僕はもともと大の世界史好きで、大学時代の専攻も西洋史。歴史を題材にしたお話を書きたい、というのが僕の作家としての原点でした。前作の方が僕の書くものとしては「異端」だったわけです。

　とはいえ、歴史、それも外国史を扱った本格的な作品というのはラノベではあまり例がなく、ラノベレーベルからこのジャンルの作品を出すのは難しいかな、と思っていました。ところが、Ｓ編集長および新担当のＷさんと初めて打ち合わせをした際、僕が世界史オタクであることを知って、お二人がどんどんノッてこられたのです。

「歴史ものが得意なら、歴史ものでやりましょう！」

「それも歴史風ファンタジーとかではなく、実際の地球の歴史で！」

「登場人物も架空の人物ではなく、実在の人物で。お話も史実に沿った話にしましょう！」

　トントン拍子に話が進み、むしろ僕の方が狼ろう狽ばいしてしまいました。というのも、史実をラノベに落とし込むのって、すごく難しいんですよ。どうしても登場人物がおっさんばっかりになってしまうし……。

　でも、歴史好き冥みよう利りに尽きる話であることは確かで、だったら徹底的にやってやろうと史料を読み込んでつくり上げたのが本作『緋色の玉座』です。

　ラノベっぽいキャラづけこそしてありますが、１巻に登場する人物はすべて実在の人物ですし、地理、社会制度、軍事組織などもできる限り六世紀の東ローマ帝国を忠実に再現してみたつもりです。古代末期の地中海世界の息吹を感じてください。岩本ゼロゴさんの素敵すぎるイラストともども楽しんでいただけたら幸いです。

　この本の製作に携たずさわってくださったすべての方々に感謝を。

　それでは、２巻でまたお会いしましょう。





二〇一七年　三月十五日　高橋　祐ゆう一いち　　
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